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創業百年記念事業

わ
が
国
医
学
の
宝
玉
を
完
全
復
元
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ua守by 
好
評
頒
布
中
/

、。
歩
。
多
ぬ

日
展
評
議
員

易

#
dリ
久
山
叫
弘
一魁

偉
大
な
玄
白
と
、
似
る
、
と
い
う
こ
つ
の
構
成
上
の
要

素
を
、
造
形
芸
術
と
し
て
、
調
和
の
世
界
を
彫
り
上
げ

よ
う
、
昇
率
さ
せ
よ
う
と
繰
返
し
追
求
し
て
、
出
来
上

が
っ
た
の
が
こ
の
像
で
あ
る
。

ブ
ロ
ン
ズ
立
像

(
高
き
お

佃
)
桐
箱
入
・
長
谷
川
義
起
先
生
箱

頒
価
三
0
0
、
0
0
0
円

①
「
活
物
窮
理
」
と
は
生
体
に
つ
い
て
研
究
・
探
究
す
る

こ
と
で
あ
る
。
世
界
の
近
代
外
科
の
先
駆
と
な
っ
た

華
岡
脅
洲
は
、
「
活
物
窮
理
H
を
外
科
医
と
し
て
の
生

命
を
か
け
た
信
条
と
し
た
。

②
百
鶴
図
は
、
杉
図
玄
白
が
六
十
歳
の
誕
生
日
に
仕
上

げ
た
も
の
で
、
繊
細
華
麗
に
箔
か
れ
て
い
る
。
製
作

は
技
術
の
粋
を
尽
し
独
自
の
手
法
に
よ
り
復
元
、
仕

上
げ
部
分
は
手
描
き
に
よ
る
。

製作所/財団法人日本医学文化保存会売捌所/株式会社金原商底



日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
巻

第
四
号

・
昭
和
四
十
九
年
十
月

昭
和
四
十
九
年
八
月
二
日
受
付

レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
名
画

「ト
ゥ
ル
。
フ
と
デ

i
-マ

ン

の
解
剖
学
講
義
」

古

l
 
i
 

--EE
，，
 

明

は
じ
め
に

レ
ン
プ
ラ
ン

ト
は
バ
ロ

ッ
ク
美
術
の
最
大
の
画
家
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

世
界
の
美
術
史
上
に
か
が
や
く
偉
大
な
芸
術
家
の
一
人
で
あ

る
。
そ
の
傑
作
「
医
師
卜
ゥ
ル
プ
の
解
剖
学
講
義
」
と
「
医
師
デ
!
?
ン
の
解
剖
学
講
義
」
は
、
思
い
が
け
ず
も
一
九
六
八
年
に
、
ア
フ
リ
カ

の
ト

l
ゴ
共
和
国
か
ら
発
行
さ
れ
た
美
術
切
手
の
図
案
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。

一
九
七

O
年
に
は
カ
メ
ル

l
ン
連
邦
共
和

と
れ
に
次
い
で
、

国
、
さ
ら
に
一
九
七
一
年
に
は
ア
ラ
ビ
ア
の
ア
ジ
マ
ン
土
侯
国
で
、

ト
ゥ
ル
プ
の
解
剖
の
画
が
切
手
図
案
と
な
っ
た
。
ト

1
ゴ
は
一
九
五
八
年

に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
離
れ
、
カ
メ
ル

l
ン
は
一
九
六
一
年
に
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
を
去
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
国
で
あ
る
。
ど
ち

ら
も
現
在
フ
ラ
ン
ス
語
を
公
用
語
と
し
、
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
母
国
オ
ラ
ン
ダ
と
は
、
と
く
に
親
し
い
関
係
は
な
い
。
ア
ジ
マ
ン
は
も
ち
ろ
ん
の

ζ 

乙 と
ので
よ ・あ
うる
な。

切
手
が
記
今

切
手
と
し
て

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
発
行
さ
れ
た
の
な
ら
大
い
に
意
義
あ
る
乙
と
で
、
わ
れ
わ
れ
の
歓
迎
す
る
と
乙
ろ

と
く
に
目
的
は
な
く
、

だ
が
、
ト
l
ゴ
、

ぅ
。
ト

1
ゴ
の
切
手
は
国
連
の
世
界
保
健
機
関
の
創
立
二

O
年
を
記
念
し
た
も
の
で
、
多
少
医
学
と
関
係
を
持
た
せ
、

カ
メ
ル

l
ン
、

ア
ジ
マ
ン
で
は
、

単
に
国
家
財
源
の
一
助
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
見
る
べ
き
だ
ろ

ア
ジ
マ
ン
の
切
手
は
医

学
関
係
の
絵
画
八
種
の
う
ち
の
一
種
で
あ
る
が
、
カ
メ
ル

l
ン
の
切
手
は
と
く
に
医
学
と
関
係
が
な
い
。

( 1 ) 289 



美
術
に
素
人
の
わ
た
く
し
で
は
あ
る
が
、

(
1〉

メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ラ
テ
リ

l
g
E一一円g
ご
u
E
z
z
q
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
関
係
上
、
と
れ
ら
の
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切
手
発
行
に
際
し
、

ζ

の
二
つ
の
画
に
と
く
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
詳
し
く
掘
り
下
げ
た
調
査
の
結
果
、
ト
ゥ
ル
プ
、
デ

1
7
ン、

レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
解
剖
の
絵
国
史
に
つ
い
て
も
、
あ
る
程
度
の
知
見
を
得
た
の
で
、
そ
の
概
略
を
報
告
す
る
と
と
と
す
る
。

ト
ゥ
ル
プ
の
解
剖
学
講
義

「
ト
ゥ
ル
プ
の
解
剖
学
講
義
」
の
中
心
人
物
ト
ゥ
ル
プ
と
そ
の
業
績
に
つ
い
て
は
、

旨

号

ら

の
立
派
な
報
告
が
あ
る
が
、

(
2〉

(
3〉

(
4〉

す
で
に
国
巾
口
W
印
口
}
戸
巾
ア
、
吋
可
回
目
白
円
了
。

o
E認可
P

E
ロ0
・

わ
が
国
で
は
あ
ま
り
詳
し
く
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、

近
く
筆
者
が
別
文
で
報
告
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
ト
ゥ
ル
プ
の
本
名
は
わ

E
g
E
2
2
R
o
g
(
一
五
九
三
l
一
六
七
四
)
で
、
ラ
テ
ン
名
は

Z
g
-
E一回
司
2
5
5
で
あ
る
。
父
の
代
に
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
家
の
前
が
オ
ラ
ン
ダ
の
国
花
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
球
根
の
競
売
所
だ
っ
た
と
と
か
ら
、

オ
ラ
ン
ダ
語
の
、
H
，

z
q
で
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
か
れ
が
医
業
を
営
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
家
の
入
口
の
石
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
彫
ら
れ
て
い
た
の
で
、

( 2 ) 

zko-白
血
凹
吋
ロ
ザ
の
名
で
親
し
ま
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

ラ
イ
デ
ン
大
学
で
医
学
を
修
め
、

一
六
一
四
年
に
卒
業
し
て
、
直
ち
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
戻
っ
て
開
業
し
た
。

一
六
二
八
年
に
、
外
科
医

組
合
(
ギ
ル
ト
〉

n
E
E円
m
c
sーの
E
E
の
解
剖
学
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

と
乙
で
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
名
画
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
が
、

一ムハ

五
三
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
長
に
推
せ
ん
さ
れ
る
直
前
ま
で
、
名
声
の
高
い
医
師
と
し
て
、
ま
た
解
剖
学
の
研
究
と
教
育
に
、
医
学
者
と
し

て
の
生
活
が
長
い
間
続
い
た
。
有
名
な
著
書
と
し
て、

o
g
R
g
t
g
g
冨
包
Hn2
2
0合
)

が
あ
る
。
市
長
の
ほ
か
政
府
の
役
職
に
も
つ

品
己
、

一
六
七
四
年
ハ

l
グ
に
お
い
て
、
八
一
歳
の
長
命
で
ζ

の
世
を
去
っ
た
。
本
年
(
一
九
七
四
〉
は
死
去
三

O
O年
の
記
念
す
べ
き
年
に
あ

た
っ
て
い
る。

「
ト
ゥ
ル
プ
の
解
剖
学
講
義
」

ロ
叩
白
ロ
白

Hog-mnyo-om
〈
印
ロ
ロ
円
・

z
w
o目
白
血
一
回
叶
己
唱
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
り
、
医
学
生
は
と
く
に

引
き
つ
け
ら
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
画
で
あ
る
(
図

1
Y
ζ

の
画
は
一
六
三
二
年
、

レ
ン
.フ
ラ
ン
ト

そ
の
函
面
の
雰
囲
気
に
魅
力
を
感
じ
、



が
二
六
歳
の
と
き
の
作
品
で
、
現
在
ハ

l
グ
の
王
立
美
術
館

マ
ウ
リ

ッ
ツ
ハ

イ
ス
冨
白
ロ
ユ
♂

}
g
u
宮
口
印

o
z
g
に
所
蔵
さ
れ
、
カ
ン
バ
ス

トゥノレプの解剖学講義(切手)

一
六
九

・
五
×
一
二
六

・
五

m
で
あ
る
。
直
接
観
賞

し
た
人
た
ち
の
話
で
は
、
高
さ
が
ほ
ぼ
人
間
の
一
角
さ
と
同
じ
ぐ
ら
い

で
立
派
な
も
の
だ
と
い
う
が
、
残
念
な
が
ら
わ
た
く
し
は
ま
だ
見
る

の
大
き
さ
は

機
会
に
恵
ま
れ
な
い
。
乙
の
美
術
館
の
規
模
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い

が
、
オ
ラ
ニ
エ
王
家
が
収
集
し
た
第
一
級
の
美
術
品
を
所
蔵
し
て
お

り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
国
立
美
術
館
に
お
と
ら
ず
重
要
で
あ
る
。

建
物
は
一
七
世
紀
の
ナ
ッ
ソ
ウ
家
の
邸
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の

一
八
一
二
年
以
後
美
術
館
と
し
て
解

( 3 ) 

で
、
迎
賓
館
と
な
っ
た
の
ち
、

(
6

)

(

7

)

 

放
さ
れ
た
。

Z
ロ
ヨ
当
日

に
よ
れ
ば
、
と
の
函
は
一
八
二
八
年
に
ウ
ィ

レ
ム
一
世
(
王
位
一
八
一
五
|
四

O
〉
が
、
ギ
ル

ト
か
ら
三
ニ

0
0

図1.

O
フ
ロ
リ
ン
(
ギ
ル
ダ
ー
)
で
、
乙
の
美
術
館
に
買
い
入
れ
た
も
の

だ
と
い
う
。

ト
ゥ
ル
プ
が
こ
の
集
団
肖
像
画
を
注
文
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
方

面
の
第
一
人
者
だ
っ

た
カ
イ
ゼ
ル

や
エ
リ
ア
ス

の
代
り
に
、
若
い
未

経
験
の
レ
ン
プ
ラ
ン

ト
を
選
ん
だ
乙
と
は
、
当
時
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
し
て
は
、
大
き
な
驚
き
で
あ
っ
た
。
す
で
に
カ
イ
ゼ
ル
は
「
エ
ッ
ベ

と
れ
ら
の
画
は
外
科
医
組
合
の
建
物
内
に
飾
ら

ル
ツ
の
解
剖
学
講
義
」
を
、
ま
た

エ
リ
ア

ス
は
「
フ
ォ
ン
テ

l
ン
の
解
剖
学
講
義
」
を
描
き
、

291 

れ
て
い
た
。

ト
ゥ
ル
プ
は
ζ

れ
ら
前
任
者
の
商
に
負
け
な
い
よ
う
な
、
自
分
を
中
心
と
す
る
柴
田
肖
像
画
を
後
世
に
残
し
て
お
き
た
い
気
持
か



け
た
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
野
望
も
美
事
に
実
を
結
び
、
こ
の
函
は
一
般
の
好
評
を
博
し
、

ζ

れ
が
図
に
あ
た
り
大
成
功
を
お
さ
め
た
わ
け
で
あ
る
。
依
頼
を
受

(
B
X
9
)
 

か
れ
の
出
世
作
と
な
っ
た
。

292 

ら
、
思
い
切
っ
て
若
い
新
進
画
家
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
選
ん
だ
の
だ
が
、

解
剖
を
見
学
す
る
人
た
ち
が
ト
ゥ
ル
プ
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
右
下
隅
の
部
厚
い
解
剖
学
書
を
一
斉
に
注
視
し
て
い
る
鋭
い
ま
な
ざ
し

と
、
画
の
中
心
を
占
め
て
い
る
死
体
を
照
ら
す
僚
然
と
す
る
よ
う
な
青
白
い
光
線
が
、
は
な
は
だ
印
象
的
で
あ
る
。
見
学
者
た
ち
の
視
線
の
方

(
叩
)

向
に
つ
い
て
は
、
近
年
ま
で
正
し
い
解
説
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
小
川
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
医
史
学
者
ア
ル
テ
ル
ト

者
・〉
ユ
色
丹

に

よ
っ
て
、
前
記
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
た
と
い
う
。
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
ト
ゥ
ル
プ
の
視
線
は
前
方
に
向
っ
て
い
る
が
、
何
を
見
つ
め
て
い
る

か
を
説
明
し
た
も
の
は
ま
だ
見
あ
た
ら
な
い
。
正
面
の
壁
の
解
剖
図
か
何
か
を
参
考
に
、
解
説
を
進
め
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
背
後

に
立
つ
二
人
の
視
線
が
正
面
を
向
い
て
い
る
の
は
、
画
面
と
ζ

の
函
を
見
る
人
た
ち
と
を
つ
な
ぐ
役
割
と
し
て
、
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
限
ら
ず
、

よ
く
用
い
ら
れ
る
手
段
で
あ
る
。

(

口

〉

問
。
σ
O
H
同
巧
白
-znoは
こ
の
画
を
、

ウ
ォ
レ
ス

カ
イ
ゼ
ル
の

「
エ
ッ
ベ
ル
ツ
の
解
剖
学
講
義
」
と
比
較
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
ヵ
ィ

( 4) 

ゼ
ル
の
画
で
は
、
構
図
が
静
的
で
あ
る
た
め
に
、
人
物
は
彫
像
を
眺
め
て
い
る
よ
う
な
印
象
し
か
与
え
な
い
が
、
乙
れ
に
反
し
て
レ
ン
0

フ
ラ
ン

ト
の
画
で
は
、
解
制
を
見
て
い
る
す
べ
て
の
者
が
、
解
剖

κ深
い
人
間
的
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
す
ぐ
れ
た
能
力
の
象
徴
と
し
て
、
帽
子
を
か

ぶ
っ
て
い
る
ト
ゥ
ル
プ
に
は
、
内
面
的
力
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
か
れ
一
人
と
ほ
か
の
七
人
と
対
抗
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
拡
大
さ
れ

た
画
の
一
部
を
見
る
と
、
個
々
の
人
物
の
顔
は
驚
く
ほ
ど
た
く
み
に
表
現
さ
れ
、
良
い
肖
像
画
の
条
件
を
守
っ
て
い
る
。

多
く
の
蓄
に
よ
れ
ば
、
乙
の
画
は
ト
ゥ
ル
プ
が
毎
週
二
回
外
科
医
組
合
で
行
な
っ
て
い
た
定
期
の
解
剖
学
講
義
の
状
景
か
ら
モ
テ
ィ
フ
を
得

た
も
の
で
な
く
、
お
そ
ら
く
一
六
三
二
年
一
月
=
二
日
に
行
な
わ
れ
た
解
剖
か
ら
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
乙
の
解
剖
は
一
般
の
公
開
講
義
と
異

な
り
、
特
別
に
ト
ゥ
ル
プ
の
功
績
を
称
え
る
た
め
に
行
な
わ
れ
た
も
の
だ
と
の
意
見
が
有
力
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
当
時
の
講
義
の
た
め
の

解
剖
な
ら
腹
部
か
ら
は
じ
め
る
の
が
通
例
だ
が
、
と
の
場
合
に
腕
か
ら
は
じ
め
て
い
る
と
と
に
特
別
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
見

学
者
た
ち
の
鹿
歴
が
不
確
実
で
、
医
師
の
資
格
を
持
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
し
、

一
部
は
ト
ゥ
ル
プ
の
友
人
と
み
る
説
も
あ



(ロ
)

の
ゆ
門
的

O
D

(2) 
(7) 

(1) 

(4-) (5) 
(アl

トゥノレプの解剖学講義と見学者の氏名

(風間完氏画)

Nicolaas Tulp 

Jacob Block 
Hartman Hartmansz 

Adriaan Slabraan 

Jacob de Wit 
Mathys Kalkoen 

Jacob Koelvelt 
Frans van Loenen 

(3) 

図2.

(6) 

(T) 

( 1 ) 
(2) 

(3 ) 

(4) 

(5 ) 

(6 ) 

(7) 

る
。
そ
の
よ
う
な
見
方
か
ら
も
、

乙
の
状

景
は
定
期
の
講
義
で
な
く
、
特
別
な
も
の

と
の
考
え
が
出
る
わ
け
で
あ
る
。

見
学
し
て
い
る
七
名
の
名
は
図
2
に
記

し
た
通
り
で
あ
る
。
レ

ン
プ
ラ

ン
ト
は
の

ち
に
、
乙
の
な
か
の
ハ
ル
ト
マ
ン
ス
出
血
ユ
・

自
由
ロ
印
N

'と
カ
ル
ク
1
ン
関
白
-womHH
の
肖

る2像
。)画

解を
剖描
さい
れた
て乙
いと
るが
死記
体録
はさ

Eれ
ド令

ーて
白

g ぃ

〉
門
町
宮

2
8ロ
(〉
門
同
ユ
白
血
ロ

kr門町

g
白ロ帥
)

( 5 ) 

ま
た
は

国
立
関
百
円

と
い
う
呼
び
名
の

八
歳
の
青
年
で
、
ラ
イ
デ
ン
生
ま
れ
の
箱

処製
刑造
さ業
れ者
たで
とあ
記る
録が
が 、

残絞
っ(首
て三刑
すiζ
い浮よ
る云つ
OLて

は
ト
ゥ
ル
プ
の
解
剖
の
画
面
の
左
端
の
人
物
と
最
後
部
の
人
物
は
、
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
二
ハ
三
二
年
に
描
い
た
も
の
で
な
く
、
あ
と

か
ら
自
分
自
身
ま
た
は
門
人
の
パ
ッ
カ

l

』白
gσ

〉
骨
E
gmN
∞R
K
2
2
六

O
八

l
五
一
)
に
よ
っ
て
、
描
き
添
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な

(
日
)

い
か
と
推
定
し
た
。

円、
mw
g
Eω
ロO

に
よ
る
と
、

パ
ッ
カ

l
は
一
六
三
二
年
か
ら

一
六
回

O
年
ご
ろ
ま
で
、

乙
れ
は
数
人
の
評
論
家
に
よ
っ
て
い
い
出
さ
れ
た
こ
と
で
、

レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
門
人
と
し
て
か
れ
に
協
力
し
た
画
家
で
あ
る
。

右
端
に
拙
か
れ
て
い
る
解
剖
書
は
ウ
ェ
ザ
リ
ウ
ス
の
フ
ァ
ブ
リ
カ
だ
と
す
る
説
が
あ
る
が
、

そ
う
で
は
な
い
と
い
う
説
も
あ
り
、
未
だ
に
定
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説
が
な
い
。

(M
)

〔

2
)

一
九
二
六
年
に

宮
E
N
O
ロ
は
、と

の
書
物
が
ウ
ェ
ザ
リ
ウ
ス
の
フ

ァ
ブ
リ
カ
の

一
五
五
五
年
版
だ
と
主
張
し
た
。回目
n
k
m
n
v
R
に

よ
る
と
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
聞
か
れ
た
ぺ
l
ジ
は
二
五
八

l
九
ペ

ー
ジ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
残
念
な
が
ら
左
の
ぺ
1
ジ
に
記
載

フ
ァ
ブ
リ
カ
の
筋
肉
の
ぺ

1
ジ
に
該
当
し
な
い
。
そ
こ

に
は
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
独
特
の

セ
ミ
ゴ
シ
ッ
ク
の
字
体
で
書

さ
れ
た
文
字
か
ら
み
る
と
、

か
れ
た
は
じ
め
の

B
の
字
が
判
読
で
き
る
。
か
れ
が
勝
手
に
、
書
物
と
ち
が
っ
た
字
体
に
変
え
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
乙
の
笠
宮
は
フ
ァ

ブ
リ
カ
で
な
く
、

む
し
ろ
オ
ラ
ン
ダ
の
解
剖
書
で
は
な
い
か
と
主
張
し
た
。

し
か
し
一
七
世
紀
初
期
の
オ
ラ
ン
ダ
の
解
剖
書
は
大
抵
四
つ
折

版

ρ
口
三
円
。

だ
っ
た
の
に
、
乙
の
書
は
二
つ
折
版

問。
-
5
だ
か
ら
、
写
本
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
。

国巾
n
w
m
n
F
2
は
そ
の
後
函
の
洗
浄
さ
れ
た
あ
と
に
、

ハ
ル

ト
マ
ン
ス
ハ
図
2
の
2
)
の
持
っ
て
い
る
出
席
者
の
表
で
か
く
さ
れ
た
第
二
の
解

剖
図
の
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
精
密
な
観
察
に
よ
る
と
、
出
席
者
の
表
は
一
枚
の
紙
片
が
聞
い
た
書
物
の
左
ぺ

l
ジ
の
上
に
お
か
れ
た
も
の

ハ
ル
ト
マ
ン
ス
の
持
っ
て
い
る
書
物
の
ぺ

l
ジ
の
上
方
に

会〉
ロ
巳
F
O
B
S

で
、

書
物
の
右
ペ

ー
ジ
は
ト
ゥ
ル
プ
の
肩
に
か
く
さ
れ
て
い
る
。

と
い
う
字
ら
し
い
見
出
し
が
あ
る
の
で
、

ζ

の
書
物
も
解
剖
図
を
描
い
た
写
本
の
よ
う
で
、

フ
ァ
ブ
リ
カ
で
は
な
い
と
推
察
し
て
い

-、3
" 

る。

マ
ウ
リ
ツ
ハ
イ
ス
美
術
館
長

口
同
・
含
〈
円

Fg
は
乙
の
部
分
を
徹
底
的
に
洗
浄
し
た
ら
、
表
の
下
に
か
く
さ
れ
た
細
部
を
確
か
め
る
ζ

と
(時

)

む
し
ろ
絵
画
の

エ
ッ
ク
ス
線
診
断
が
利
用
さ
れ
て
よ
い
例
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

〉円
g-H
K

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
い
い
出
し
た
。

し「白ロ
H
N
O
ロ

は
レ
ン
プ
ラ
ン

ト
が
フ
ァ
プ
リ
カ
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
が
、

そ
の
主
張
は
誤
り
で
、
そ
の
後
に
出
版
さ
れ
た

よ
る
と
、

で
あ
る
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
乙
の
名
函
に
拙
か
れ
た
解
剖
書
は
誰
の
も
の
か
未
だ
不
明
と
い
う

日
ロ
江
口

δ
国
広
件
。
門
戸
釦
白
ロ
白
骨
O
B
F
n白

ヰ」

F
b
d
+
6
-
4

、。

'
t
'
J
eん

'e
，t'
U

ト
ゥ
ル
プ
が
持
っ
て
い
る
鉛
子
で
つ
ま
ん
で
い
る
筋
肉
の
部
が
、
解
剖
学
的
に
正
確
で
な
い
乙
と
は
、
一
九

O
五
年
に
美
術
館
の
案
内
人
が
、

(
2
)
 

は
じ
め
て
指
摘
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
誤
り
は
、
浅
指
屈
筋

冨
・
由
民
O
円円
2
E
Z
E
S
E
-
U
2
m
n
E
Z〈回
Z〉

医
師
ら
し
い
一
人
の
入
場
者
に
、

で
は

冨
・
宏

M
R
em
-
5
2
5
∞ロ
E
F
B
F凹
〉
が
肘
の
内
側
、

正
し
く
は
上
腕
尺
骨
頭

わ白℃
E
Y
Z
E
R
O
E
-ロ
曲
目

か
ら
で
な
く
、

外
側
よ
り

出
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
ζ

と
で
あ
る
。

国
叩
n
w
R
V
R
は
レ
ン
プ
ラ
ン

ト
が
右
上
肢
を
見
て
、
乙
の
よ
う
な
誤
り
を
描
い
た
の
で
は
な

( 6 ) 

戸
山
口
・



、、
A

、

Lu--市
H
N

そ
れ
に
し
て
も
、

卜
ゥ
ル
プ
や
そ
の
ほ
か
の
者
が
乙
の
誤
り
に
気
付
か
な
か
っ
た
乙
と
は
不
思
議
だ
と
記
し
て

い
る
。

(
日

目

)

一
『

O
ロ
g
は

良

市

門

E
n
-
-。
。
同
〉
口
町
民
O
B
M
刊白的

mooロ
5
同町
何
回
白
ロ
門
て

の
な
か
に
、
乙
の
誤
り
を
と
く
に
指
摘
し
、
か
れ
は
薬
品
で
防
腐
処
理
を
施
し
た

死
体
の
前
腕
を
見
慣
れ
て
い
る
が
、
乙
の
よ
う
な
誤
り
は
死
体
の
不
鮮
明
な
状
態
の
責
に
す
べ
き
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
レ
ン
。
プ
ラ
ン
ト
が
見

誤
っ
た
の
だ
と
述
べ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
乙
の
名
画
に
対
し
て
は
、
乙
の
ほ
か
に
も
各
方
面
か
ら
の
色
々
な
説
が
加
え
ら
れ
、
観
賞
と
と
も
に
興
味
を
持
た
れ
て
い

る

デ
l
マ
ン
の
解
剖
学
講
義

デ
1
7
ン

』。

E
ロロ

g
ロ
3
5
2
ハ
一
六
二

0
1六
六
)
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
生
ま
れ
、
ト
ゥ
ル
プ
よ
り
二
七
歳
年
下
で
あ
る
。

--'--/、

八
年
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
入
っ
て
医
学
を
修
め
、

つ
い
で
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
ジ
ェ

〉ロ
m
o
g
で
勉
強
し
、

一
六
四
二
年
に
医
師
と
な
っ
た
。
の

， (7) 

ち
に
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
り
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
医
業
を
営
ん
だ
。

一
六
五
三
年
に
、
ト
ゥ
ル
プ
が
市
長
に
栄
転
し
た
の
で
、
そ
の
あ
と
を
次
い

で
、
外
科
医
組
合
の
解
剖
学
講
師
と
な
っ
た
。
ま
た
医
学
校
の
検
査
技
師
や
セ
ン
ト
・ピ
l
タ
|
ス
病
院
の
医
師
も
兼
ね
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

と
り
た
て
て
い
う
ほ
ど
の
医
学
業
績
や
発
見
は
な
か
っ
た
が
、

一
六
五
六
年
に
レ
ン
0

フ
ラ
ン
卜
の
描
い
た
解
剖
の
画
で
、
名
を
売
る
よ
う
に
な

っ
た
。
か
れ
は
一
六
六
六
年
一
二
月
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
近
い
ノ
ル
デ
ル
ケ
ル
ク

Z
。
o
E
2
w
R
W
と
い
う
と
ζ

ろ
で
、
ま
だ
四
六
歳
の

門
口
)

若
い
生
命
を
終
え
た
。

「デ

l
マ
ン
の
解
剖
学
講
義
」
ロ
叩
白
ロ
白
H
O
B
-
∞nyo
-2
〈
釦
ロ
ロ
円
・
』
O
E
白
ロ
ロ
何
回
り
ぬ
〕
ミ
ロ
ωロ
は
あ
ま
り
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
な
い
の
で
、
医
師
の

な
か
で
も
知
ら
な
い
者
が
少
な
く
な
い
(
図

3
Y
現
在
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
国
立
美
術
館

周ニ

E
5
5
2
5
に
所
蔵
さ
れ
、
カ
ン
バ
ス
の
大

き
さ
は
一

O
O
×
二
ニ
四
叩
で
あ
る
。
乙
の
美
術
館
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
南
部
に
あ
り
、

一
八
八
五
年
に
完
成
し
、

一
八

O
八
年
以
来
ダ
ム

(
6
)
 

広
場
の
王
宮
の
二
階
に
集
め
ら
れ
て
い
た
全
作
品
を
移
管
収
容
し
た
。
画
の
中
心
部
を
除
い
た
大
部
分
は
一
七
二
三
年
一
一
月
八
日
に
、
ア

ム
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デーマンの解剖学講義(切手)

デーマソの解剖学講義

(全景スケッチ)

図4.

ス
テ
ル
ダ
ム
の
外
科
医
組
合

296 

の
解
剖
講
堂

ωロ
C
W白
口
戸
市
門

(

ω

F

口一行

〉
口
同
町
円

O
E
2
1
4そ
白

同
ぬ
)
の
火
災
に
あ
っ
て
欠
損

し
た
。
解
剖
さ
れ
る
死
体
の

部
分
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、

デ
!
?
ン
の
首
か
ら
上
が
な

く
な
っ
て
顔
ぼ
う
が
わ
か
ら

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
原

画
の
下
絵
の
ス
ケ
ッ
チ
は

(8 ) 

シ
ッ
ク
ス
収
集

no--
mn門
戸
。

ω買

の
一
つ
と
し
て
、
国
立

美
術
館
の
銅
版
画
室
に
残
っ

て
い
る
の
で
、
全
体
の
構
図

が
想
像
さ
れ
る
(
図

4
1
大
き
さ
は
一

O
九
×

一
三
二

m
で
あ
る
。
シ
ッ
ク
ス
収
集
と
は
、
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
パ
ト
ロ
ン
で
、
の
ち
に
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
の
市
長
に
な
っ
た
シ
ッ
ク
ス
宮
口

ω買
〈
一
六
一
八
|
一
七

O
O〉
の
収
集
の
と
と
で
あ
る
。

乙
の
函
は
一
六
五
六
年
、
レ
ン
0

フ
ラ
ン
ト
が
五

O
歳
の
円
熟
期
に
描
か
れ
た
も
の
で
、
ト
ゥ
ル
プ
の
解
剖
学
講
義
よ
り
二
四
年
あ
と
の
作
品

で
あ
る
。
見
学
者
た
ち
が
何
を
眺
め
て
い
る
か
は
、
原
画
の
欠
損
の
た
め
知
る
と
と
は
で
き
な
い
が
、
現
在
残
っ
て
い
る
画
で
は
、
助
手
の
カ

ル
ク

l
ン
が
デ
!
?
ン
の
右
側
(
画
面
で
は
向
っ
て
左
)
で
、
割
り
と
ら
れ
た
死
体
の
頭
蓋
骨
を
左
手
に
持
ち
、
大
脳
の
解
剖
を
進
め
て
い
る



デ
l
マ
ン
の
説
明
を
一
同
で
き
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
カ
ル
ク

1
ン

阿ハ白
-wooロ

(の
可印ゲ円∞

n
Z
附ハ白】}向。巾ロ

冨
丘
町
古
関
白
】
白

あ
る
い
は

は
卜
ゥ
ル
プ
の
解
剖
に
描
か
れ
て
い
る
カ
ル
グ
ー
ン
と
同
一
人
物
の
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
の
七
人
の
見
学
者
の
名
は

り
可
W

-向。。ロ
)

〈
日
間

n
y
u
z
k。】白
ω回
同

門

C
M
F
U白
E
o
-
E
oロ
白
ロ
ロ
印
w

〉己間山口出
H
E
m

冨
3
12
・
Fω
ロ
円
。
ロ
∞
仏
O

F
白ロぬ
0
・
切
白
円
。
ロ
仏
国
2
5・】白
noσ

出
血
同
可
で
あ

』

oユ
∞
司
。
ロ
丹
念
宮
(
一
名

N
d
E
H
円
。
守
口
〉
と
い
う
青
年
で
、

る
。
死
体
は
盗
み
の
た
め
絞
首
刑
を
受
け
た
の
巳
門
H
R
Eロ
仏
州
り
広
三
村
の

〈

2
)
(
7〉

戸釦ロの
O
ロ
ユ
領
主
に
よ
っ
て
、
解
剖
の
た
め
提
供
さ
れ
た
。

(
凶
)

〈

mEH)色
は
全
般
に
著
し
く
破
損
さ
れ
て
い
る
蘭
な
の
に
、

あ
た
か
も
水
の
流
れ
を
描
い
た
よ
う
に
き
れ
い
に
見
え
る
の
は
お
か
し
い
と
述

で
画
家
で
あ
る
が
、

ベ
、
乙
の
部
分
が
あ
と
か
ら
補
修
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
い
る
。
ま
た
ベ
ル
リ
ン
の
美
術
専
門
学
校
の

官
ロ
守

E
教
授
は
医
師

一
部
は
模
型
的
に
、
油

絵
で
描
い
た

(図
5
)
。
乙
れ
に
よ
る
と
、

一
九
六
七
年
に
デ

1
7
ン
の
解
剖
図
か
ら
、
死
体
の
部
分
だ
け
を
一
般
の
人
に
理
解
し
や
す
く
、

術
者
は
右
手
で
組
織
を
持
ち
上
げ
、
左
手
の
母
指
と
示
指
の
聞
に
器
具
を
挟
ん
で
解
剖
を
進
め
て

い
る
。
デ

l
マ
ン
は
左
利
き
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
腹
腔
は
開

デーマ γの解剖学講義

(Jan Johlの模型図)

図5.

か
れ
て
胃
腸
は
除
か
れ
て
い
る
が
、
胸
腔
は
ま
だ
聞
か
れ
て

い
な
い
。
原
画
で
は
両
手
足
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
乙
の
画

で
は
手
は
右
だ
け
、
足
は
左
だ
け
が
前
方
に
投
げ
出
さ
れ
て

い
る
。(

印

)

わ
止
さ

に
よ
る
と
、
大
脳
の
解
剖
の
画
は
レ
ン
プ
ラ
ン
ト

以
前
に
も
あ
る
が
、
乙
の
画
の
よ
う
に
、
死
体
の
足
の
方
か

ら
眺
め
た
思
い
切
っ
た
構
図
に
は
、
多
く
の
画
家
が
強
く
感

動
し
て
い
る
。
ま
た
多
く
の
医
学
生
の
よ
う
に
、
階
段
教
室

で
授
業
を
受
け
た
経
験
の
あ
る
も
の
な
ら
、

一
番
下
段
で
解

( 9 ) 297 



剖
を
直
視
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
を
乙
の
爾
か
ら
受
け
る
に
ち
が
い
な
い
。
ス
ケ
ッ
チ
の
構
図
の
中
央
に
死
体
を
優
位
に
描
き
な
が
ら
、
等
辺

298 

三
角
形
の
落
ち
つ
い
た
形
に
死
体
を
導
い
た
手
法
は
、
明
ら
か
に
レ
オ
ナ
ル
ド
の
研
究
か
ら
感
化
を
受
け
た
考
え
方
で
あ
り
、
ま
た
画
の
わ
く

の
上
部
の
破
風
の
鈍
三
角
形
が
、
対
称
的
で
特
異
だ
と
し
て
い
る
。
死
体
の
上
半
身
を
水
平
位
置
か
ら
鉛
直
位
に
描
い
た
の
み
な
ら
ず
、
頭
を

真
直
ぐ
に
見
な
が
ら
描
い
た
乙
の
よ
う
な
構
図
の
も
と
に
、
デ
l
マ
ン
を
は
じ
め
見
学
者
た
ち
は
、
真
上
か
ら
露
出
さ
れ
た
大
脳
を
見
下
し
、

わ
れ
わ
れ
は
画
家
自
身
が
占
め
た
場
所
に
あ
っ
て
、
ζ

の
薗
を
眺
め
る
ζ

と
が
で
き
る
。

(

8

)

(

初
〉

嘉
門
、
八
代
そ
の
他
に
よ
れ
ば
、
と
の
構
図
は
一
五
世
紀
の
ル
、
不
ッ
サ
ン
ス
の
大
家

マ
ン
テ
ニ
ア
〉
ロ
骨

g
冨
自
芯

m
E
(
一
四
三

O
l
一

五
O
六
)
の
構
図
法
で
、
レ
ン
ゃ
プ
ラ
ン
ト
が
イ
タ
リ
ア

・
ル
、
不
ッ
サ
ン
ス
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
一
つ
の
証
拠
と
も
い
え
る
。
と
く
に
一

六
五

0
年
代
後
半
に
な
る
と
、
青
年
期
と
ち
が
っ
た
意
味
で
、
い
わ
ゆ
る
古
典
様
式
に
深
い
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

て7

ン
テ
ニ
ア

の
構
図
と
は
、
前
面
短
縮
法
で
、
ミ
ラ
ノ
の
ブ
レ
ラ
美
術
館

回
目

E
所
蔵
の
マ
ン
テ

ニ
ア

の
作
「
死
せ
る
キ
リ
ス
ト
」
(
一
四
八

O

年
ど
ろ
の
作
)
が
こ
の
典
型
的
構
図
を
と
っ
て
い
る
。
デ

l
マ
ン

の
解
剖
の
画
で
い
え
ば
、
前
面
短
縮
の
死
体
の
頭
の
と
乙
ろ
に
立
つ
デ

1
7

(10) 

ン
の
左
右
に
、
四
人
ず
つ
の
聴
講
者
が
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
、
厳
格
な
左
右
対
称
の
構
図
で
あ
る
。

レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
略
伝

レ
ン
プ
ラ
ン
ト
岡
山由
Bσ
日
ロ
仏
仲
間
白
『
B
Oロ印
NOOロ
〈
ωロ

m
Cロ
三

六

O
六
l
六
九
〉
の
伝
を
、

嘉
門
、
土
方
、
阿
天
坊
ら
の
著
書
を
参
考

に
し
て
記
し
て
み
よ
う
。

か
れ
は
一
六

O
六
年
七
月
一
五
日
に
、

ラ
イ
デ
ン
で
粉
屋
を
営
ん
で
い
た
父
ハ
ル
メ
ン

出
民
自
由
ロ
の

R
ユ
足
。
。
ロ

4ω
ロ
H
N
C

ロ
と
、

パ
ン
屋
の
娘
だ

っ
た
母
コ
ル

、不リ
ア

八
番
目
の
子
〈
実
際
に
は
二
人
の
兄
が
す
で
に
亡
く
な

っ
て
い
た
の
で
第
六
子
)
と
し
て
生
ま
れ
た
。
七
歳
の
と
き
に
ラ
テ
ン
語
学
校
に
入
学

Z
B
-
G
g
n
o門ロ
oZ担
当
日
町
四
日
仏

onyHR
〈白ロ

N

ミ
F
g
n
y
の
九
人
の
う
ち
の

し

一
六
二

O
年
に
は
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
進
ん
だ
が
、

一
年
後
に
は
退
学
し
、

商
家
ス

ワ
l
ネ
ン
プ
ル
ヒ
宮

noσ
〈釦ロ

ω毛
g
g
σ
ロ
2
y

ハ
一
五
七

一
l
一
六
三
八
)
の
も
と
で
、
三
年
間
徒
弟
と
し
て
修
業
し
た
。

一
六
二
四
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
移
り
、
歴
史
画
家
ラ

ス
ト
マ



ー

ン
目
。
丹
市
門
戸
白
2
5白
ロ
(
一
五
八
三

l
一六一
二
三
〉
に
つ
い
て
絵
を
習

っ
た
が
、
半
年
後
に
ま
た
ラ
イ
デ
ン
に
戻
り
、
ラ
ス
ト
マ
ン
の
弟
子
リ

-
フ
ェ
ン
ス

』
ωロ
戸
芯
〈
巾
ロ
印

三

六

O
七
1

七
四
)
と
共
同
で
工
房
を
作
り
、
独
立
し
た
画
家
と
し
て
制
作

κ専
念
し
、
弟
子
も
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

一
六
コ
二
年
の
秋
に
、

同町ロ仏門戸
nw
〈白ロ

C
1
0ロ
σ
c
R
F
の
家
に

レ
ン
フ
ラ
ン
卜
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
移
り
、
画
商
ア
イ
レ
ン
ブ
ル
フ

寄
寓
し
た
。
そ
の
翌
年
に
、
「
卜
ゥ
ル
プ
の
解
剖
学
講
義
」
の
注
文
を
受
け
、

と
れ
に
成
功
し
て
一
流
の
画
家
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
六
三
四
年
二
七
歳
の
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
ア
イ
レ
ン
ブ
ル
フ
の
親
戚
の
娘
、

二
一
歳
の
サ
ス
キ
ア

ω
S
E白
〈
白
口
口
一三
g
σ
z
E
F
C
六
二
一

ー
四
一
一
)
と
結
婚
し
て
、
幸
福
な
家
庭
を
作
っ
た
。

一
六
三
九
年
に
、
ブ
レ
ス
ト
ラ

l
ト

自
己
〉
ロ
同
F
O
E
S

∞5
2
H円
白
白
骨
に
大
き
な
家
を

買
っ
て
移
り
、
世
界
中
の
美
術
品
の
み
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
品
物
を
集
め
て
楽
し
ん
だ
。
乙
の
建
物
は
現
在
「
レ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
家
」
と
し
て

復
興
し
、
美
術
館
と
な
っ
て
い
る
。

一
六
四

O
年
に
母
を
失
な
い
、

男
児
テ
イ
ト
ゥ
ス

斗
吉
岡
田

を
生
ん
だ
あ
と
の
妻

一
六
三

O
年
に
父
を
、

サ
ス
キ
ア
も
、
結
核
の
た
め
三

O
歳
の
若
さ
で
死
去
し
た
。

一
六
四
九
年
に
、
家
政
婦
、
だ

っ
た
へ
ン
ド
リ
ッ
キ
ェ

固めロ門目立
nw写

ω
Z
R巾
】
印
と
結
婚
し
、

一
六
五
四
年
に
娘
コ
ル
、
不
リ
ア
ロ

R
ロ
巳
広
が

生
ま
れ
た
。
当
時
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
浪
費
癖
の
た
め
、
経
済
的
に
破
た
ん
を
来
し
、

一
六
五
六
年
に
破
産
宣
告
を
受
け
た
が
、

ユ乙
ダの
ヤ 年
人.に
の、

多傑

作
「
デ

l
マ
ン

の
解
剖
学
講
義
」
を
描
い
て
い
る
。
家
は
競
売
に
付
せ
ら
れ
、

一
六
六

O
年
に
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ

ム
の
西
部
、

い
新
開
地
ロ

l
ゼ
ン
フ
ラ
フ
ト
河
内
)
話
口
明
白

n
Z
に
移
っ
た
。
結
局
妻
へ
ン
ド
リ
ッ
キ
エ
と
息
子
テ
ィ
ト
ゥ
ス
が
新
し
く
画
商
を
は
じ
め
、

ン
ゃ
プ
ラ
ン
ト
は
そ
の
使
用
人
と
い
う
形
式
で
、
絵
の
制
作
を
続
け
た
。

一
六
六
三
年
に
、

ヘ
ン
ド
リ
ッ
キ
エ
が
夫
を
残
し
て
亡
く
な
り
、
テ
ィ

ト
ゥ
ス
は
一
六
六
八
年
に
マ
グ
ダ
レ

ナ
冨
白
肉
色
白
]
巾
ロ
白
〈
白
ロ

F
o
o
と
結
婚
し
て
家
を
出
た
が
、

テ
イ
ト
ゥ
ス
も
そ
の
後
約
半
年
で
死
ん
だ
。

た
だ
一
人
の
肉
親
、

一
五
歳

相
次
い
で
肉
親
を
失
な
い
、
淋
し
く
暮
し
て
い
た
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
、

一
六
六
九
年
一

O
月
四
日
に
六
三
歳
で
、

の
娘

コ
ル
ネ
リ
ア

に
看
と
ら
れ
て
と
の
世
を
去
り
、
ウ
ェ
ス
テ
ル
ケ
ル
ク
教
会
に
埋
葬
さ
れ
た
。

レ
ン
プ
ラ
ン

ト
は
生
涯
に
、
お
そ
ら
く
絵
画
六
五

O
点
、

エ
ッ
チ
ン
グ
三

O
O点
、
素
描
二

O
O
O点
以
上
を
摘
き
、
後
世
に
残
し
・勺
)
そ

(11) 

レ
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」、
五

O
歳
め
と
き

300 

の
な
か
に
は
四
つ
の
有
名
な
集
団
肖
像
画
が
あ
る
。
二
六
歳
の
と
き
の
「
ト
ゥ
ル
プ
の
解
剖
」
、
三
六
歳
の
と
き
の
「
夜

の
「
デ

l
マ
ン
の
解
剖
」
、
一
五
六
歳
の
と
き
の
「
織
物
組
合
の
幹
部
た
ち
」
で
あ
り
、

そ
の
二
つ
ま
で
が
医
学
関
係
な
の
で
、
わ
れ
わ
れ
に
親

一
O
O点
に
及
ぶ
自
画
像
は
か
れ
の

し
み
が
深
い
。
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
ほ
ど
高
速
な
透
徹
し
た
自
己
表
現
を
行
な
っ
た
画
家
は
な
い
と
い
わ
れ
、

〈

M
)

生
活
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
。
巾
ロ
曲
三
四
は
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
人
相
を
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。
「
か
れ
は
身
長
が
低
く
、
ず
ん
ぐ
り
と
し

た
タ
イ
プ
だ
っ
た
。

額
は
広
く
横
し
わ
が
あ
り
、

耳
は
大
き
く
、

鼻
は
高
く
太
く
、

力
強
く
結
ぼ
れ
た
口
元
は
笑
う
と
肉
感
的
な
感
じ
が
し

た
。
下
口
唇
の
下
に
房
ふ
さ
し
た
ひ
げ
を
生
や
し
、
顎
は
大
き
く
、
若
い
と
き
か
ら
ふ
く
よ
か
に
肉
づ
い
て
い
た
。
顔
は
あ
ま
り
上
品
と
は
い

え
な
い
が
、

一
点
を
凝
視
す
る
大
き
な
眼
は
絶
え
ず
う
れ
い
を
含
み
、
知
的
で
す
る
ど
く
生
き
い
き
と
し
て
い
た
。
」

レンプラントの自画像切手

(右〕 生誕350年記念 (1956)
(左) 1937年発行の切手

図6.

レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
自
画
像
は
今
ま
で
に
世
界
の
多
く
の
国
か
ら
発
行
さ
れ
た
切
手
一
三
種

そ
の
う
ち
オ
ラ
ン
ダ
の
も
の
を
示
し
て
み
よ
う
ハ
図
6
1

に
描
か
れ
て
い
る
が
、

生
誕
三

五
O
年
記
念
(
一
九
五
六
)
の
切
手
は
、
か
れ
の
青
年
期
の
エ
ッ
チ
ン
グ
肖
像
画
の
一
部
分

(12) 

で
あ
る
。

立
派
な
口
ひ
げ
を
生
や
し
、

ベ
レ

1
帽
を
か
ぶ
り
、

自
信
満
々
と
し
た
す
が
た

で
、
原
画
は
現
在
リ
ヒ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
の
パ
ド
ゥ
ス
〈
包

-E
K
、
リ
ヒ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
公
が

(

8

)

 

所
有
し
て
い
る
。
乙
の

エ
ッ
チ
ン
グ
に
は
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

一
六
三
九
年

の
春
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
港
に
イ
タ
リ
ア
の
名
画
を
満
載
し
た
船
が
入
っ
た
乙
と
を
知
っ
た

レ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
、
早
速
そ
の
競
売
に
出
か
け
た
。
そ
乙
で
ル
、
不
ッ
サ
ン
ス
の
巨
匠
ラ
フ
ァ

イ
エ
ロ
の
名
作
「
カ
ス
テ
リ
オ
l
ネ
伯
」
に
接
し
た
が
、
当
時
は
金
銭
に
余
裕
が
な
く
、
み

す
み
す
他
人
に
落
札
す
る
の
を
眺
め
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
そ
の
と
き
大

急
ぎ
で
ス
ケ
ッ
チ
し
た
素
描
が
現
在
ウ
ィ
ー
ン
の
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ

ナ
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
、

そ
の
作
品
か
ら
切
手
の
原
画
と
な
っ
た
エ
ッ
チ
ン
グ
の
自
画
像
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
い
う
。

-



一
九
三
七
年
の
切
手
に
は
、
そ
れ
よ
り
や
や
年
長
期
の
自
画
像
が
描
か
れ
、
原
画
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
国
立
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

レ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
門
下
に
は
、
有
名
な
画
家
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、
医
学
に
関
係
あ
る
画
を
描
い
た
一
人
と
し
て
、
〉
四
円
同
門
ぽ
一
の巾

E
R

(
U

O
円円四円。
n
y仲

一
六
四
五
|

一
七
二
七
)
を
あ
げ
る
乙
と
が
で
き
る
。

か
れ
の
一
七
二
三
年
の
作
品
「
プ

l
ル
ハ

l
ヴ
ェ
一
家
」
(
ア
ム
ス
テ

(
m
m
)
 

五
四
歳
の
と
き
の
0

ア
ー
ル
ハ

l
ヴ
ェ
と
夫
人
な
ら
び
に
一
人
の
娘

H
O
白ロロ
ω
が
描
か
れ
て
い
る
。

ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
所
蔵
)
は
、

現
在
ア
ム
ス
テ
ル
、
ダ
ム
に
は
、
レ
ン
プ
ラ
ン

ト
広
場

HNOBσ
E
ロ仏
Z
1
2ロ
が
あ
り
、

一
八
七
六
年
彫
刻
家

ロ
イ
ヤ
!

?

河

0
3門
作
の

レ
ン
プ
ラ
ン

ト
像
が
静
か
に
公
園
を
見
守
っ
て
い
る
。
ま
た

』。。

og
Z
22
5
巳

に
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
家

H
N
O
B
σ
Eロ
岳
l

出
己
凹
が
、

一
一
年
以
来
美
術
館
と
し
て
、

一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

ζ
ζ

に
は
、
レ
ン
プ
ラ
ン

ト
独
特
の
印
象
深
い

エ
ッ
チ
ン
グ
が
二
七
五
点
、
索
摘

や
か
れ
の
使

っ
た
印
刷
機
、
銅
板
、
家
具
な
ど
が
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ュ
1
マ
ル
ク
ト
広
場

Z
5
z
t司
B
R
E
1
0百

の
中
央
の
デ

ワ
1
フ
に
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
歴
史
博
物
館

出
互
。
江
田n
y
冨
5
2
g
a口
問
看
白
血
肉
ョ
が
あ
る
が
、
乙
こ
が
ト
ゥ
ル
プ
の
解
剖
を
描
い
た

(
6
)
 

と
乙
ろ
だ
と
い
う
。
一
方
ラ
イ
デ
ン
に
は
、
レ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
生
家
が
あ
り
、
ノ
l
ト
エ

ン
ド
広
場

Z
o
o
E
2ロ仏
OHM-oE
に
は
、
か
れ
の
像

が
あ
る
。

ト
ゥ
ル
プ
、
デ
l
マ
ン
、

レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
相
互
関
係
、
な
ら
び
に
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ

ト
ゥ
ル
プ
は
デ
ン
マ

l
ン
の
先
輩
医
師
と
し
て
?
市
長
に
な
っ
て
か
ら
も
、
外
科
医
組
合
の
繁
栄
を
願

っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
か

れ
は
美
術
愛
好
者
、
推
進
者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
レ
ン
、
プ
ラ
ン

ト
と
の
親
交
も
厚
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
三
人
の
年
令
関
係
を

み
る
と
、
ト
ゥ
ル
プ
が
生
ま
れ
た
の
は
一
五
九
三
年
で
、
レ
ン
プ
ラ
ン

ト
は
そ
れ
よ
り
一
三
年
あ
と
、
デ
1
7
ン
は
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
一
四
年

あ
と
に
生
ま
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
と
反
対
に
、
デ
1
7
ン
は
四
六
歳
、
レ
ン
プ
ラ
ン

ト
は
六
三
歳
、
ト
ゥ
ル
プ
は
八

一
歳
と
、
後
に
生
ま
れ
た

デ

!
?
ン
が
最
も
短
命
で
早
く
亡
く
な
り
、
先
に
生
ま
れ
た
ト
ゥ
ル
プ
が
最
も
長
生
き
し
、
あ
と
ま
で
残

っ
た
乙
と
は
皮
肉
で
あ
る
(
表

1
1

レ
ン
プ

ラ
ン
ト
が
二
六
歳
の
若
さ
で
ト
ゥ
ル
プ
を
描
い
た
と
き
、
ト
ゥ
ル
プ
は
三
九
歳
の
働
き
盛
り
で
あ

っ
た
。
レ
ン
.フラ

ン
ト
の
画
が
先 九
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REMBRANDT， TULP， DEYMAN 

相互の関係

TULP出生

TULP医師とたる

DEYMAN出生

T外科医組合講師となる
1632 R画 (T解剖学講義)

は
の
ち
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
に
発
展
し
、

T AMSTERDAM市長となる
1656 R画 (0解剖学講義)

1666 0死去 (46才)
1669 R死去 (63才)
1674 T死去 (81才)

レY プラ γ ト・トゥノレプ ・

デーマγ相互の関係(古)11)

表 1.

輩
を
追
い
抜
い
て
名
声
を
博
し
た
の
は
、
そ
の
時
代
の
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
に
お
け
る
一
流
文
化
人
、
ホ
イ
へ
ン
ス
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ハU
O
ロ印
4Mロ
・

江
口
。
回
口
可

mmロ印、

パ
ー
ル
レ
ウ
ス
ロ
白
回
目
)白
円
回
白
ユ
白
巾
己
的
、
ウ

オ
ツ
シ
ウ
ス

。
由
同
1

白
H
-
m凶

〈

0
8
E印、

ト
ゥ
ル
プ

ZFno-釦白印

、H

，巳
U

そ
の
他
を
パ
ト
ロ
ン
に
持
ち
、
か
れ
ら
の
助
言
を
っ
と

(
2
)
 

め
て
受
け
入
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
は
じ
め
て

ト
ゥ
ル
プ
に
紹
介
し
た
の
は
パ
ー
ル
レ
ウ
ス
だ
と
い
わ
れ
て
い

る
。
ト
ゥ
ル
プ
が
問
題
の
解
剖
を
行
な
っ
た
と
ろ
、
パ
ー
ル
レ

ウ
ス
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
新
設
さ
れ
た
美
術
学
校
〉

5
0
E

2
M
B
E
E
2
5
で
教
授
就
任
演
説
を
し
て
い
た
。
こ
の
学
校

(14) 

ト
ゥ
ル
プ
は
市
長
と
し
て
大
学
の
学
長
を
兼
ね
た
。

ト
ゥ
ル
プ
の
娘
が

一
六
五
五
年
に
、

レ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
ト

ゥ
ル
プ
の
患
者
と
し
て
、
診
療
を
受
け
た
乙
と
が
あ
る
。
両
者
の
関
係
で
特
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
後
期
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
る
シ
ッ
ク
ス
の
妻
と
な
っ
た
と
と
で
あ
る
。
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
シ
ッ
ク
ス
の
母
の

肖
像
を
二
ハ
四
一
年
に
描
い
た
乙
と
が
あ
り
、

当
時
二
三
歳
の
染
物
業
者
だ
っ
た
シ
ッ
ク
ス
は
、

の
ち
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
の
官
職
に
つ

き
、
ト
ゥ
ル
プ
市
長
の
部
下
と
な
り
、
自
ら
も
あ
と
で
市
長
と
な
っ
た
。
先
に
記
し
た
通
り
、
画
の
収
集
家
と
し
て
も
名
高
い
。
ま
た
ト
ゥ
ル

プ
の
ほ
か
の
婿
に
ト

l
リ
ン
ク
ス
〉

2
0
E
叶
F
o
-
E
M
と
い
う
医
師
が
い
た
。
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
乙
の
医
師
の
肖
像
を
描
き
、
ま
た
胸
像
を

(
4
)
 

作
製
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
他
方
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
作
品
コ
ア
!
?
ン
の
解
剖
」
が
火
災
で
欠
損
し
た
と
と
は
、
デ

1
7
ン
ば
か
り
で
な

て
は
、

く
、
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
と
っ
て
も
気
の
毒
な
と
と
で
あ
る
。
も
し
画
面
全
体
が
残
っ
て
い
た
ら
、
脳
の
解
剖
だ
け
に
、
わ
れ
わ
れ
医
師
に
と
っ

ト
ゥ
ル
プ
の
画
に
劣
ら
ず
、
人
気
の
高
い
も
の
だ
ろ
う
と
惜
し
ま
れ
る
。



ム
ぎ
E
O
B
〈
一
五
三
三
l
八
四
)
が
宗
教
と
個
人
の
自
由
を
旗
印
に
立
ち
上
り
、

一
五
七
二
年
か
ら
独
立
戦
争
に
入
っ
た
。

一
五
八
一
年
に

こ
の
三
人
の
時
代
、

一
六
世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
後
半
は
バ
ロ
ッ
ク
時
代
に
あ
た
り
、

オ
ラ
ン
ダ
は
国
家
と
し
て
多
事
多
端
な
と
き
だ
っ

た。

一
六
世
紀
半
ば
に
は
、

オ
ラ
ン
ダ
は
ス
ペ
イ
ン
王
国
の
一
部
だ
っ
た
が
、

一
五
六
八
年
に
沈
黙
公
の
異
名
を
も
っ
た
オ
ラ
ニ
ェ
公
ウ
ィ
レ

オ
ラ
ン
ダ
北
部
七
州
は
統
合
さ
れ
て
、
ネ
!
デ
ル
ラ
ン
ド
連
邦
共
和
国
(
オ
ラ
ン
ダ
)
が
設
立
、
独
立
が
宣
言
さ
れ
た
。
ト
ゥ
ル
プ
や
レ
ン
ブ

ラ
ン
ト
が
生
ま
れ
て
聞
も
な
い
一
六

O
九
年
に
、
休
戦
条
約
が
成
立
し
、
事
実
上
オ
ラ
ン
ダ
は
独
立
を
達
成
し
た
。
日
本
の
平
戸
に
オ
ラ
ン
ダ

商
館
が
建
っ
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
と
の
年
(
慶
長
一
四
〉
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
は
一
六

O
二
年
に
、
東
イ
ン
ド
会
社
を
創
設
し
、

一
六

O
九
年
に
は
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
植
民
地
を
ひ
ろ
げ
、

二
ハ
一
二
年
に
西

イ
ン
ド
会
社
を
創
設
し
た
。
三
十
年
戦
争
(
一
六
一
八
|
四
八
)
が
ウ
エ
ス
ト
フ
ア
リ
ア
条
約

当

g
G
Z
-
S
に
よ
っ
て
終
結
し
た
際
(
一
六

四
八
)
、
オ
ラ
ン
ダ
の
独
立
は
正
式
に
列
国
に
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
少
し
前
に
、
日
本
は
鎖
国
に
入
り
(
一
六
三
九
、
寛
永
二
ハ
〉
、
オ
ラ
ン
ダ

商
館
は
長
崎
の
出
島
に
移
っ
た
こ
六
四
一
)
。
そ
の
と
ろ
は
、

ト
ゥ
ル
プ
、
デ
1
7
ン、

レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
三
人
と
も
そ
れ
ぞ
れ
に
盛
に
活

(15) 

躍
中
の
と
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
三
次
に
わ
た
る
英
聞
戦
争
ハ
一
六
六
五
l
七
四
)
が
続
き
、
最
後
に
オ
ラ
ン
ダ
は
イ
ギ
リ
ス
に
破
れ
、
新
大

陸
よ
り
退
い
た
。
ち
ょ
う
ど
長
生
き
し
た
ト
ゥ
ル
プ
が
亡
く
な
っ
た
と
き
で
、
今
か
ら
三

O
O年
前
の
乙
と
で
あ
る
。

ト
ゥ
ル
プ
、
デ
l
マ
ン
、

レ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
三
人
と
も
に
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
学
ん
だ
。

ト
ゥ
ル
プ
は
一
六
一
四
年
に
卒
業
し
、

レ
ン
、
フ
-
フ

ン
ト
は
一
六
二

O
年
、
デ
l
マ
ン
は
一
六
三
八
年
に
入
学
し
た
が
、
二
人
と
も
中
途
退
学
し
た
。
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
医
化
学
教
授
シ
ル
ウ
ィ
ウ

ス

m，
E
ロ
m
o
Z
仏
O

U

切
O
依

ω
1
1
5
一
(
一
ム
ハ
一
四
1

七
二
)
が
ト
ゥ
ル
プ
と
ほ
ぼ
同
じ
時
代
で
あ
り
、
ま
た
0

ア
ー
ル
ハ
!
ヴ
ェ

国

R
B白ロロ

〈

ωロ
F
2
5司
g
y
o
o
w
C
六
三
二
l
一
七
二
三
)

(
一
六
六
八

l
一
七
三
八
〉
が
ラ
イ
デ
ン
大
学
教
授
と
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を
隆
盛
に
導
き
、
リ
ゥ
エ
ン
フ
ッ
ク
〉

E
oE

が
顕
微
鏡
を
作
り
上
げ
た
の
は
、
ト

ゥ
ル
プ
が
死
去
し
て
か
ら
聞
も
な
い
と
ろ
で
、
日
本

回
0
0円
四
回
白
血
〈
ぬ

の
蘭
学
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
時
代
で
あ
る
。
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解
剖
の
絵
画
史
と
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
作
品
模
写
の
日
本
へ
の
紹
介

(

幻

)

、

J

西
洋
で
人
体
解
剖
が
行
な
わ
れ
た
の
は
、
小
川
に
よ
る
と
、
政

三
二
年
ど
ろ
エ
ジ
プ
ト
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
で
、
国

ROH】
E
Z∞
と

HW3・

2
3
5
の
実
施
し
た
の
が
最
初
だ
と
い
わ
れ
る
。
東
洋
で
は
、
漢
書
の
王
葬
(
マ
つ
も
う
)
に
そ
の
記
録
が
あ
り
(
却
一

六
)
、

日
本
書
紀
に
、
雄
略
天
皇
の
三
年
に
人
体
解
剖
が
行
な
わ
れ
た
と
あ
る
。
石
原
に
よ
れ
ば
、
中
世
の
科
学
の
暗
黒
時
代
に
唯
一
の
医
学
研
究
機

わ
が
国
で
は

ア
ラ
ビ
ア
文
献
の
影
響
に
よ
っ
て
科
学
に
目
ざ
め
、

闘
で
あ
っ
た
サ
レ
ル
ノ
医
学
校
で
は
、

一
二

五
年
ご
と
に
人
体
解
剖
を
実
施
す
る
権
利
を
得
た
。

よ
り
、

乙
れ
が
解
剖
公
許
の
最
初
で
あ
り
、
の
ち
一

O
年
に
し
て
、
ζ

の
勅
令
は
さ
ら
に

緩
冨 和
~. さ
肖 百三れ

どE
U い】 .
ベ つ
~. 。

(Jl 

0 
ロ(
30 
は)

。
年

月
の

ボ
ロ

ニ
ア

の

切
白
三
o-。
自
由
O

門
目
白
〈
白
ユ
m口同ロ白

教
授
に
よ
る
人
体
解
剖
が
最
も
古
い
正

確
な
記
録
だ
と
-
記
し
て
い
る
。

(
M
H
)
 

矢
は
一
五
世
紀
ご
ろ
の
彩
色
写
本

口
町
官
。
同

ERa--】
5
5
2自
に
出
て
い
る
乙
の
解
剖
の
図
を
披
露
し
た
。

一
九
五
六
年
に
イ
タ
リ
ー
の
〈

E
F忠
吉
白
(
〈
芯

U
E
o
n
o
g
u白
m
E〉
で
発
見
さ
れ
た
四
世
紀
の

と
の
死
体
は
中
毒
死
の
疑
の
あ
っ
た
〉

NNo-Eo
と
い
う
貴
族
で
、
裁
判
所
の
命
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
大

(
m
剖

)

H
M

円。∞
g
c
m円
に
よ
れ

ま
た

ば
、
最
も
古
い
人
体
解
剖
の
絵
と
し
て
、

ロ
ー
マ
の
カ
タ
コ
ン
パ
(
地
下
墓
地
)
の
壁
画
に
描
か
れ
た
公
開
解
剖
の
図
を
あ
げ
て
い
る
。
ボ

ロ
ニ
ア
の

一
四
八
七
年
に
パ
ド
ア
で
出
版
し
た
が
、
そ
の
扉
絵
lと
は

ZE 
の 日
状 号?

況=
が p..
摘。

か 「
れ R
て μ.

し、は
る29ー

一
六
年
に
解
剖
学
書

ハお》

n
z
z
は
フ
ロ
レ
ン
ス
の
彫
刻
家
兼
画
家
〉

E
o
E
O
司

o-ZEo-。

〉

E
g
g
U
を
完
成
し
、

(
一
四
三
三
|
九
八
〉

が
芸
術
家
の
立
場
か
ら
多
数
の
死
体
を
解
剖
し
て

い
た
乙
と
を
記
し
、

乙
れ
が
美
術
解
剖
学
の
は
じ
ま
り
と
し
た
。

(M3 

オ
ラ
ン
ダ
で
は
一
五
五
五
年
に
、
は
じ
め
て
人
体
解
剖
が
許
可
さ
れ
た
。
岩
熊
は
一
七
世
紀
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
解
剖
学
と
外
科
学
の
優

秀
な
と
と
を
強
調
し
、
理
由
と
し
て
、
当
時
の
乙
の
国
の
富
強
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
気
質
、
外
科
医
組
合
の
発
達
の
三
つ
を
あ
げ
た
。
解
剖
の
絵

函
の
進
歩
に
も
触
れ
、
ζ

れ
は
ギ
ル
卜
で
の
講
習
の
機
会
が
多
く
、
現
今
の
記
念
写
真
撮
影
の
よ
う
な
心
理
で
、
画
家
に
描
か
せ
た
か
ら
だ
ろ
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17・18世紀lと描かれたオランダの “解剖学講義"の踊

Painter 画 家 Doctor 医師 |制作年|所 蔵
Aert Pieterszoon Sebastiaan Egbertsz 1603 W-M 
1550-1612 1568-1621 

Michiel-Petrus Mierveld W. van der Meer 1617 ? 

1596-1623 ? 

Thomas de Keyser Sebastiaan Egbertsz 1619 R-M 
1596-1667 1568-1621 

Nicolaas Elias Johan Fonteyn 1626 W-M 
1588-1655 1574-1628 

Rembrandt van Rijn Nicolaas Tulp 1632 M-M 
1606-1669 1593-1674 

Rembrandt van Rijn Johannes Deyman 1656 R-M 
1606-1669 1620-1666 

Adriaan Backer Frederik Ruysch 1670 W-M 
1635-1684 1638-1731 

Cornelis de Man 干 1681 Delft 
1621-1706 ? 

Johan van Neck Frederik Ruysch 1683 W-M 
1636-1714 1638-1731 

Thomas van der Wilt Abraham van Bleyswick 1727 官

下 下

Cornelis Troost Willem Roell 1728 W-M 
1697-1750 1697-1755 

Tibout Regters Petrus Camper 1758 W-M 
1710-1768 1722-1789 

Adriaan de Lelie Andreas Bonn 1792 R-M 
1755-1820 1738-1819 

W-M : Waagmuseum R -M : Rijksmuseum 

M-M : Mauritshuismuseum Delft : A hospital in Delft 

表2.

う
と
考
察
し
た
。

一
七
|
一
八
世
紀

に
お
け
る
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
を
は
じ
め

巨
匠
の
解
剖
学
講
義
の
画
は、

美
術

的
に
最
も
す
ぐ
れ
た
も
の
と
し
て
、

後
世
に
残
さ
れ
て
い
る

(表
2
)
。

乙
の
表
は
著
者
が

の
0
5認可ロ

の
表

を
元
と
し
、

Z
Z
3
5
の
書
を
参
考

に、

嘉
門
氏
の
援
助
に
よ
り
、
補
足

作
製
し
た
も
の

で
あ
る
。

(
お
)

ロロ
B
包
昨
日

に
よ
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ

出
白
『

51
(17) 

の
解
剖
学
警
の
な
か
で、

解
剖
の
場

面
を
描
い
た
扉
絵
の

傑
作
三

つ
を

あ
げ
て

い
る
。

そ
の
書
物
は

パ
ウ

E
2
2
H
M
g
d宅
一
司
ユ
自
主
由
。
白

E
-

同

O
B
F
S
O
仏

O
Y
E
H
H
g
E
，
no弓
O門
戸
田

O 
(fI 
凹
H ・
0" 

:::0 ~ 
0 ・
内n l'ー、
-::i t' 
(1) (百
円 、『

p. 
p. a ro ::l 
の忌
円~

~ c.n 
嗣 Lノ
ト司、 、

ロ グ
(1) ;:; 
フ

フ
印ロロ円。

。
白
ロ
ロ
円
巾

ω一江口。
(
F
O
M
可門目。ロ

広
口
)
、
ブ
ラ
ン
カ

i
ル
ト

ω
5
4叩ロ
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切

-
S
K
2
3一
〉
ロ
白
神

og-印
刷
】
門
白
♀
伊

S
E
Z
Oロ
曲

目

印

(

〉

B丘
四
円
円四白

HHHH88
の
三
つ
で
あ
る
。
と
の
う
ち
プ
ラ
ン
カ
ー
ル
ト
(
一
六
五
O
|
一

七
O
二
〉
は
「
勃
郎
合
商
都
ま
た
は
武
蘭
加
児
」
と
し
て
、
わ
が
国
の
蘭
学
期
に
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
解
剖
警
の
扉
絵
は
字
国
川
玄
真
(
一

と七
い六
う3s九

;¥ 

四
、』ノ

が
著
し
た

「
医
範
提
綱
付
図
」
ハ
一
八
O
八
、
文
化
五
)
の
扉
絵
と
し
て
、
亜
欧
堂
田
善
の
門
人
新
井
令
恭
が
刻
し
た

わ
が
国
で
は
、

ハ
釘
)

は
じ
め
て
人
体
解
剖
図
「
蔵
士
山
」
が
作
ら
れ
た
。
東
洋
の
門

一
七
五
九
年
に
記
録
と
図
が
整
え
ら
れ
公
刊
さ
れ
た
。
乙
れ
に
次
い
で
、
杉

一
七
五
四
年
に
山
脇
東
洋
(
一
七
O
五
|
六
二
〉
に
よ
っ
て
、

人
で
、
円
山
応
挙
の
門
下
で
も
あ
る
、
浅
沼
佐
盈
の
筆
に
よ
り
、

回
玄
自
ら
の
解
体
新
書
ハ
一
七
七
四
〉
、
字
国
川
玄
真
の
医
範
提
綱
ハ
一
八
O
五
〉
、

そ
の
他
の
解
剖
蓄
と
図
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
江
戸
時
代
の

(
お
〉

実
証
的
解
剖
図
と
し
て
は
、
四
O
種
以
上
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
加
分
け
の
状
況
を
描
い
た
絵
画
は
少
な
い
。
石
原
に
よ
れ
ば
、
市
太

郎
解
剖
図
ハ
越
後
長
岡
)
の
巻
頭
に
あ
る
解
剖
場
の
実
写
図
(
一
八
三
三
)
は
早
書
略
画
風
の
袋
一
絵
な
が
ら
代
表
的
な
も
の
で
、
江
一
ヤ
時
代
の

一
陽
亭
芳
国
の
描
い
た
紅
毛

人
体
解
剖
を
知
る
上
で
貴
重
な
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
る
と
い
う
。
明
治
一
O
l
二
O
年
の
作
と
推
定
さ
れ
る
も
の
に
、

人
の
日
本
女
性
解
剖
図
が
あ
る
。
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
だ
が
、
山
村
耕
花
(
一
九
二
七
年
作
、
慶
大
医
学
部
解
剖
学
教
室
蔵
)
や
、
前
回
青
郁

ハ
一
九
七
O
年
作
、
院
展
出
品
)
ら
の
「
附
分
け
の
画
」
が
江
戸
時
代
の
附
分
け
を
描
い
た
傑
作
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
)

江
戸
時
代
に
は
、
シ
ョ
メ
ル

2
0
2
わ

HHOBo-
の
家
庭
百
科
辞
典

a
国
巳
岳
o
E巾
E

k

d司

OE
g
gmw口
S
3
の
翻
訳
書
「
厚
生
新
編
」

そ
の
他
に
よ
っ
て
、
洋
画
、
油
絵
、
版
画
な
ど
の
知
識
や
技
術
が
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
西
洋
の
名
画
も
、
模
写
に
よ
っ

で
あ
る
程
度
観
賞
で
き
た
で
あ
ろ
う
し
、
当
時
の
洋
画
家
の
な
か
に
は
、
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
名
も
知
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
レ
ン
プ
ラ

ン
ト
と
日
本
の
関
係
は
別
の
面
か
ら
も
知
ら
れ
て
い
る
。
嘉
門
氏
は
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
一
六
四
二
年
か
ら
五
九
年
の
聞
に
、
四
三
点
の
エ
ッ
チ

ン
グ
作
品
に
和
紙
を
使
っ
て
い
た
乙
と
を
確
か
め
た
。

ζ

の
乙
と
は
江
戸
時
代
に
、
上
等
な
和
紙
が
長
崎
か
ら
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
輸
出
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
(
朝
日
新
聞
、
昭
四
五
・
ニ
・
ニ
掲
載
〉
。

「
ト
ゥ
ル
プ
の
解
剖
学
講
議
」
の
模
写
が
い
つ
は
じ
め
て
日
本
に
渡
来
紹
介
さ
れ
た
か
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、
わ
た
く
し
は
江
戸
時
代
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で
な
く
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
、
だ
と
推
察
し
て
い
る
。
氏
一
0
0
白
口
忠
0
8
2
n
yo
z
m
〈
釦
ロ

ロ

同

-
z
k
。
】白血
印
叶
己
℃
3

は
通
常
「
ト
ゥ
ル
プ
博
士

の
解
剖
学
講
義
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
と
の

仏
02
2
は
と
く
に
「
博
士
」
の
意
味
で
な
く
、
む
し
ろ
「
医
師
」
の
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
う

ハM
W
〉

か
。
富
士
川
に
よ
れ
ば
、
大
化
改
新
の
あ
と
に
撰
定
さ
れ
た
大
宝
令
に
「
医
博
士
」
の
名
が
あ
り
、
博
士
(
は
か
せ
)
は
医
人
の
う
ち
優
秀
な

も
の
が
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
室
町
時
代
よ
り
の
ち
江
戸
初
期
ま
で
、
わ
ず
か
に
朝
庭
医
官
の
う
ち
に
博
士
の
名
を
残
す
だ
け
と
な
り
、
以
後
消
滅

し
た
。
明
治
二

O
年
(
一
八
八
七
)
の
学
位
令
発
布
に
よ
っ
て
、
再
び

「
博
士
」
(
は
く
し
〉
の
呼
名
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
広
義
の

円
同

O

の昨日

は
「
医
師
」
全
般
に
、
狭
義
の

仏
0
2
2
が
「
博
士
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
学
位
令
発
布
前
な
ら
ば
、

ロ『・、叶己目
V

の
円四
ona

件。円

を
「
博
士
」
で
な
く
、
単
に
「
医
師
」
と
訳
し
た
だ
ろ
う
と
推
定
す
る
と
、
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
名
画
「
解
剖
学
講
義
」
の
模
写
が
日
本
に

わ
れ
わ
れ
の
先
輩
医
師
が
乙
れ
に
接
し
得
た
の
は
、

学
位
令
発
布
の
一
八
八
七
年
よ
り
あ
と
の
乙
と
で
あ
ろ
う
。

渡
来
紹
介
さ
れ
、

嘉
門
氏

も
、
レ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
作
品
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
明
治
三

O
年
ご
ろ
、
即
ち
一
九
世
紀
末
だ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

嫡

要

レ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
名
画
「
ト
ゥ
ル
プ
の
解
剖
学
講
義
」
は
、
ト

コ

カ
メ
ル

l
ン
、
ア
ジ
マ
ン
の
切
手
図
案
に
採
用
さ
れ
た
。
乙
の
画
は

ト
ゥ
ル
プ
の
要
請
に
よ
り
、

一
六
三
二
年
レ
ン
プ
ラ
ン

ト
が
二
六
歳
の
若
さ
で
描
い
た
か
れ
の
出
世
作
で
あ
る
。
解
剖
を
見
学
し
て
い
る
人
た

ち
の
氏
名
は
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
現
在
ハ

l
グ
の
王
立
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
、
多
く
の
人
び
と
に
観
賞
さ
れ
て
い
る
。

「デ

l
マ
ン
の
解
剖
学
講
義
」
も
ト
l
ゴ
の
切
手
図
案
と
な
っ
た
が
、
乙
の
画
は
一
六
五
六
年
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
が
五

O
歳
の
円
熟
期
に
描
い

た
も
の
で
あ
る
。
画
の
大
部
分
は
、

一
七
二
三
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
外
科
医
組
合
の
講
堂
の
火
災
で
焼
け
た
。
現
在
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美

術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
そ
の
一
部
だ
が
、
原
画
の
ス
ケ
ッ
チ
に
よ
っ
て
、
全
景
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ド
イ
ツ
の
医
師
で

画
家
の

し
「
自
』

o
E
は
と
の
函
を
模
型
的
に
描
き
、
解
説
を
加
え
て
い
る
。

レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
肖
像
は
多
く
の
国
の
切
手
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
ζ

乙
に
は
オ
ラ
ン
ダ
で
発
行
さ
れ
た
二
種
の
肖
像
切
手
写
真
を
供
覧
し

(19) 307 



た
。
ま
た
著
者
は
ト
ゥ
ル
プ
、
デ
!
?
ン、

レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
三
者
の
相
互
関
係
を
わ
か
り
や
す
く
知
る
た
め
に
、
表
を
作
製
し
て
参
考
に
供

308 

し
た
。

一
七
|
一

八
世
紀
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
解
剖
学
の
絵
画
は
、

美
術
的
に
す
ぐ
れ
た
も
の
と
し
て
後
世
に
残
さ
れ
て
い
る
。

「
ト
ゥ
ル
プ
の

解
剖
学
講
義
」
の
画
は
、
と
く
に
わ
れ
わ
れ
医
師
に
親
し
み
深
い
も
の
だ
が
、
日
本
の
先
輩
医
師
が
は
じ
め
て
乙
の
名
画
の
模
写
に
接
す
る
乙

と
が
で
き
た
の
は
明
治
の
中
期
で
、

一
九
世
紀
末
の
ζ

と
と
推
定
す
る
。

レ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
二
つ
の
解
剖
の
名
画
は
、
立
派
な
美
術
品
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、

一
七
世
紀
に
お
.
け
る
医
師
た
ち
の
知
識
欲
を
表
現
し
た

も
の
で
も
あ
り
、
芸
術
と
医
学
史
の
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
世
界
の
人
び
と
か
ら
い
つ
ま
で
も
、
観
賞
し
続
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

本
稿
の
大
要
は
日
本
医
史
学
会

・
蘭
学
資
料
研
究
会
の
合
同
例
会
(
昭
和
四
五

・
=

了
一
九
)
で
口
演
し
た

(
日
医
史
二
ハ
、
三
O
四
、

蘭
学
資
料
研
究
報
告
二
四

一、

昭
四
五
〉
。

ン
ダ
大
使
館
に
謝
意
を
表
す
る
。

座
長
緒
方
富
雄
博
士
と
同
例
会
に
映
画
「
レ

ン
プ
ラ
ン
ト
、

人
間
の
画
家
」
を
供
覧
さ
れ
た
オ
ラ

美
術
方
面
よ
り
、
嘉
門
安
雄
氏
(
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
美
術
館
)
の
教
示
と
風
間
完
画
伯
の
作
品
贈
与
を
受
け

(20) 

た
。
医
史
学
方
面
よ
り
、
小
川
鼎
三
、
大
鳥
蘭
三
郎
、
新
井
正
治
、
八
十
島
信
之
助
、
三
井
但
夫
、
石
原

明
、
酒
井
シ
ヅ
、
岡
西
順
二
郎
の

そ
の
他
の
方
が
た
の
指
導
、
援
助
を
頂
い
た
。
文
献
の

コ
ピ
ー
に
は
、
宮
門
的
-
T
S
F
E
n
-
B
S
(毛
色
-
n
O
B
O
H
ロ笠
z
zy
p
o同・

ω・冨
-
E
z
o
E円
σ
(Z
O
H
p
d『

g芯
E
C
E
S
3
5コ
n
z
g
m。
)
岡
山
大
学
医
学
部
図
書
館
の
特
別
な
配
慮
を
得
た
。
以
上
の
方
が
た
に
厚
く

各
博
士
、

御
礼
を
申
し
上
げ
る
。文

献

(1
)
 
古
川

明

日
メ
デ
ィ
カ
ル

・
フ
ィ
ラ
テ
リ
l
と
初
期
の
医
学
切
手

五
|
四
五
七
、
一
九
七
三
。

出

mnznF巾
♂

当

・

ω-
一一mm
g
F司
田
口
向
日
ぺ
∞
〉
口
三

O
B可

D向
。
円
・

ZHnDE曲
師
叶
三
官
・
〉
ロ

Hnoロロ
-o同一口同
-
m
g
内々
-
Z
2司
4
0『
r

d
口
一
〈
而
叫
曲
目

Q
H
M
B師団
-

H
申
印
∞
・

医
学
の
あ
ゆ
み
八
四
、
六
五
O
l
六
五
四
、
八
五
、
二
六
四
|
二
六
六
、
四
五

(2
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Rembrandt's Famous Painting “Anatomy 

Lessons of Dr. Tulp and Deyman " 

by' .Akira FURUKA W A， M.D. 

Remtbandt's famous painting “Anatomy lesson of Dr. Tulp>> was taken up as the design for the 

postage stamps of Togo， Caeroun and Ajman (Fig.1). This painting was drawn in 1632 by Rembrandt 

in his youth (26 years old) at the request of Dr. Tulp， anafor this work， his name became world famous. 

The names of the inspectors in this anatomy lesson were recorded (Fig.2). Now it hangs in the Maurits-

huismuseum in the Hague， admired by many people. 

“Anatomy lesson of Dr. Deyman>> was also taken up as the design for the stamp of Togo (Fig.3). 

This painting was drawn in 1656 by Rembrandt， in his mature period (50 years old).. A large part of the 

painting was burned in 1723， by the fire of the Surgeron's Guild in Amsterdam. Now its remaining part 

hangs in the Rijksmuseum in Amsterdam. We can imagine its original picture from its sketch which is 

left now in this museum (Fig.4). The schematic drawing of this picture was drawn by the German phys-

ician-artist Jan Johl (Fig.5). 

Rembrandt's self-portrait has been copied many times in the postage stamps of the world. 1 am 

showing two of them， issued in the Netherlands (Fig.6). The relation between Tulp， Deyman and Rembr-

'andt is listed by the author (Tab.1). 

Dutch anatomical paintings from the 17 th to the 18 th centuries are kept as excellent works of art 

(
的

N
)

吋
【
円



(Tab.2).“Anatomy lesson of Dr. Tulp>> is especially fami1iar to ]apanese physicians. It was at the end 

of the 19 th century when the copy of this picture was introduced for the first time in ]apan and our 

senior physicians could admire it. 

Rembrandt's two anatomical paintings are not only great works of art， but also the representation of 

the appetite for medical knowledge of physicians in the seventeenth century. They wi11 always be admired 

by many people in the world， as treasures of fine art and medical history. 

(Shinohara Hospital， Suginamiku， Tokyo) 
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日
本
医
史
学
維
誌

・
第
二
十
巻

第
四
号
・
昭
和
四
十
九
年
十
月

昭
和
四
十
九
年
五
月
三
十
一
目
受
付

庶
民
史
料
に
み
る
江
戸
時
代
の
疾
病

ー

l
「
日
本
人
の
病
歴
」
覚
書

立

i
 
l
 

---ar
 

昭

一一

lま

じ

め

当
世
は
貧
者
富
者
悉
く
偏
り
て
、

富
者
も
多
く
出
来
貧
者
も
多
く
出
来
て
双
方
に
疾
病
起
り
、

ま
ず
富
者
は
安
逸
儒
弱
に
暮
し
常
に

美
味
に
飽
き
淫
酒
に
度
を
過
し
、
ひ
た
も
の
(
す
べ
て
)
煩
い
を
な
し
、
ま
た
貧
者
は
寒
風
に
犯
さ
れ
炎
暑
に
焦
れ
或
は
日
夜
朝
暮
の
心

，み

労
に
倦
な
し
て
、
煩
を
生
ず
る
な
り
。
其
内
貧
者
の
煩
い
は
富
者
の
煩
よ
り
も
数
多
き
事
な
れ
ど
も
、
存
分
の
薬
を
呑
む
乙
と
能
わ
ず
。

富
者
は
柳
の
乙
と
に
も
身
を
囲
い
て
薬
を
呑
み
、
或
は
楽
薬
慰
薬
な
ど
い
う
て
、
栄
耀
に
も
薬
を
用
る
な
り
。
ま
た
医
者
も
富
者
の
病
気

(25) 

と
い
え
ば
、

喜
び
て
種
々
に
い
い
な
し
て
薬
を
用
る
な
り
。

ま
た
留
飲
と
い
え
る
を
煩
う
も
の
多
し
。

乙
の
病
以
前
は
な
か
り
し
と
い

ぅ
。
当
世
は
人
々
安
逸
に
し
て
身
体
を
遣
は
ず
気
を
遣
う
と
い
い
、
ま
た
好
味
暴
食
す
る
故
と
も
い
う
。
昔
は
身
体
を
遣
は
ぬ
も
の
も
暴

食
す
る
も
の
も
な
け
れ
ば
、
い
か
に
も
此
病
は
な
か
り
し
な
り
。
是
は
何
様
太
平
の
世
の
疾
な
ら
ん
。
当
時
も
と
か
く
貴
人
と
福
人
と
の

煩
な
り
。
ま
た
当
世
所
々
に
売
女
余
多
出
来
た
る
故
搭
毒
を
煩
う
も
の
多
く
、
ま
た
虚
労
の
症
な
る
も
の
多
し
と
い
う
。
其
外
の
疾
に
も

品
々
出
来
た
り
と
聞
く
。

と
れ
は
、
武
陽
隠
士
と
名
乗
る
匿
名
の
筆
者
が
、
封
建
制
解
体
期
の
世
相
を
熱
っ
ぽ
い

口
調
で
責
め
立
て
た
見
聞
記
と
し
て
名
高
い

『
世
事

313 



見
聞
録
』
(
文
化
一
三
年
)
の
「
医
業
の
事
」
の
一
節
で
あ
る
。

乙
乙
で
、
下
級
武
士
出
身
の
市
井
人
で
あ
る
筆
者
は
、
い
み
じ
く
も
疾
病
の
階
級
性
、

314 

そ
し
て
疾
病
構
造
の
歴
史
性
と
い
う
重
大
な
事
実
を

み
ご
と
に
指
摘
し
て
い
る
。

乙
の
一
文
で
、
病
名
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
売
春
婦
を
病
巣
と
す
る
「
箔
毒
」
と
は
梅
毒
で
あ
り
、
ま
た
「
虚
労
」
の
症
と
は
労
咳
と
お

な
じ
肺
結
核
と
考
え
て
い
い
し
、
さ
ら
に
、
普
は
な
く
「
太
平
の
世
の
疾
」
と
い
う
「
留
飲
」
は
、
飲
食
の
不
摂
生
に
よ
る
慢
性
胃
カ
タ
ル
と

考
え
ら
れ
る
が
、
と
も
か
く
、
と
と
で
と
く
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
以
上
、
乙
の
三
つ
の
疾
病
が
当
時
権
患
率
の
高
い
疾
病
で
あ
っ
た
と
考
え
て

い
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
と
乙
で
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
「
品
々
出
来
た
る
と
聞
く
其
外
の
疾
」
に
は
、
い
か
な
る
疾
病
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
時
代

そ
の
病
気
を
ど
う
認
識
し
て
い
た
の
か

l
l
i。
以
下
は
、
庶
民
生
活
を
っ
た
え
る
史
料
を
て
が
か
り
に
、

日
本
人
は
い
か
な
る
病
気
を
病
み
、
死
ん
で
い
っ
た
の
か
。
ま
た
、
当
時
の
庶
民
は
か
れ
ら
自
身

乙
の
問
題
に
い
さ
さ
か
の
接
近
を
試

(26) 

が
大
き
く
変
ろ
う
と
す
る
江
戸
時
代
後
期
、

み
た
も
の
で
あ
る
。江

戸
時
代
の
疾
病
構
造
|

|
ひ
と
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

江
戸
時
代
に
は
、
疫
病
が
大
流
行
し
た
時
期
に
お
け
る
限
定
さ
れ
た
地
域
の
死
者
数
の
記
録
な
ど
を
除
い
て
は
、
全
国
は
も
と
よ
り
各
藩
に

か
ぎ
っ
て
み
て
も
、
今
日
の
疾
病
統
計
の
よ
う
な
も
の
は
ま
っ
た
く
な
い
。
で
は
、
江
戸
時
代
の
疾
病
構
造
を
知
る
て
が
か
り
を
、
ど
と
に
も

と
め
た
ら
い
い
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
時
代
の
疾
病
を
知
る
に
は
、
そ
の
時
代
に
書
か
れ
た
医
書
を
見
る
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
専
門
家
に
よ
る
医
書

は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
医
学
の
専
門
的
な
水
準
と
関
心
か
ら
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
か
な
ら
ず
し
も
そ
の
時
代
の
民
衆
レ
ベ
ル
で
の
疾
病
構
造

を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
ま
た
、
専
門
的
な
用
語
は
当
時
の
民
間
の
用
語
と
か
な
り
異
っ
て
い
る
た
め
、
庶
民
の
日
常



生
活
的
な
病
像
を
さ
ぐ
る
の
に
適
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
、

た
々
い

一
次
史
料
と
し
て
は
個
人
の
日
記
や
回
想
録
の
類
が
も
っ
と
も
価
値
が
高
い
が
、

そ
と
で
は
あ
る
個
人
あ
る
い
は
か
ぎ
ら
れ

の
史
書
た
と
え
ば

『
徳
川
実
記
』
、

や
は
り
時
代
の
全
般
的
な
疾
病
の
あ
り
か
た
を
つ
か
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
官
接

あ
る
い
は
民
間
人
の
手
に
な
る
年
代
記
た
と
え
ば
『
武
江
年
表
』
な
ど
は
、
疫
病
流
行
の
記
録
に
つ
い
て

た
あ
る
一
族
の
病
歴
を
さ
ぐ
る
乙
と
は
で
き
て
も
、

は
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
が
、
疫
病
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
疾
病
は
乙
れ
ら
で
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
欠
落
し
て
い
る
。

乙
う
考
え
て
き
た
と
き
、
そ
の
時
代
の
疾
病
構
造
、
と
り
わ
け
江
戸
時
代
の
そ
れ
を
知
ろ
う
と
す
る
と
き
、
ひ
と
つ
の
て
が
か
り
と
し
て
考

え
ら
れ
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
見
聞
記
の
類
で
あ
る
。

文
運
さ
か
ん
な
江
戸
時
代
に
は
、
数
多
く
の
見
聞
記
が
書
か
れ
、
あ
る
い
は
出
版
さ
れ
た
。
名
高
い
も
の
で
は
、
三
浦
浄
心
の
『
慶
長
見
聞

集』
、
喜
多
川
守
貞
の
『
守
貞
漫
稿
』
な
ど
が
知
ら
れ
、
さ
き
の
武
陽
隠
士
の
『
世
事
見
聞
録
』
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

乙
れ
ら
見
聞
記
は
い
ず
れ
も
そ
の
時
代
の
世
相
を
あ
り
の
ま
ま
に
，
つ
つ
し
だ
し
た
も
の
だ
け
に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
当
時
の
疾
病
の
あ
り

(27) 

ょ
う
が
あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
で
出
て
く
る
。
も
と
よ
り
そ
れ
は
、
医
学
に
は
素
人
で
あ
る
民
間
人
の
筆
に
な
る
だ
け
に
、
医
学
的
に
正
確
さ

を
欠
く
乙
と
も
あ
り
・、
ま
た
、
そ
の
と
り
と
め
も
な
い
記
述
に
統
計
的
な
怠
味
を
も
と
め
る
乙
と
は
か
な
ら
ず
し
も
で
き
な
い
。
し
か
し
、
世

事
風
俗
の
生
ま
の
事
象
を
没
主
観
的
に
随
間
随
-
記
し
た
見
聞
記
の
類
に
は
、
お
の
ず
か
ら
そ
の
時
代
の
民
衆
生
活
の
な
か
の
疾
病
の
生
ま
の
す

が
た
が
う
つ
し
だ
さ
れ
て
い
る
乙
と
も
た
し
か
な
乙
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
乙
こ
で
試
み
に
、
江
戸
時
代
後
期
の
見
聞
記
の
な
か
か
ら
、
名
高
い
『
謂
海
』
を
ま
ず
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

『
語
海
』
は
、
寛
政
七
年
(
一
七
九
五
)
夏
に
、
津
村
涼
庵
(
正
恭
)
が
二
十
年
間
の
筆
録
を
十
五
巻
に
と
り
ま
と
め
た
見
聞
記
で
あ
る
。

著
者
津
村
涼
庵
(
文
化
三
年
没
〉
は
、
京
都
に
生
ま
れ
、
江
戸
に
住
み
、
佐
竹
侯
(
秋
田
)
の
御
用
達
を
つ
と
め
た
文
人
で
、
い
く
つ
か
の
雅

文
詩
歌
の
著
作
も
あ
る
が
、
そ
の
名
を
な
が
く
と
ど
め
た
の
は
、

「
時
々
人
の
物
語
を
聞
置
し
わ
ざ
の
わ
す
れ
が
た
き
事
を
書
と
め
」

た
『
諦

海
』

一
書
で
あ
っ
た
。
涼
庵
は
自
身
全
国
を
ひ
ろ
く
旅
行
し
、
体
験
も
豊
富
で
あ
っ
た
が
、
本
蓄
に
は
直
接
の
体
験
談
は
稀
れ
で
、
ほ
と
ん
ど

315 



が
他
人
か
ら
の
伝
聞
で
、
そ
の
聞
書
は
あ
ま
り
に
も
雑
然
と
し
て
い
る
が
、
そ
乙
に
は
不
思
議
に
選
択
的
偏
向
が
な
く
、
上
は
皇
室
大
名
か
ら

316 

下
は
賎
民
乞
食
に
い
た
り
、
場
所
も
江
戸
京
坂
K
か
ぎ
ら
ず
遠
国
辺
地
に
お
よ
び
、
天
明
寛
政
期
の
世
相
を
知
る
一
大
宝
庫
と
い
え
る
。
そ
の

と
り
と
め
も
な
い
噂
話
や
風
説
の
な
か
に
は
、
た
と
え
ば
「
平
賀
源
内
ヱ
レ
キ
テ
ル
を
造
る
事
」
「
若
州
医
杉
田
玄
白
解
体
新
書
の
事
」
な
ど

歴
史
上
の
重
要
事
件
も
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
。

と
乙
ろ
で
、

そ
う
し
た
人
事
世
事
の
な
か
に
は
、
当
然
疾
病
の
話
が
随
所
に
出
て
く
る
し
、
ま
た
疾
病
や
薬
方
の
乙
と
が
主
題
と
し
て
語
ら

れ
て
い
る
条
項
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、

さ
き
の
源
内
の

エ
レ
キ
テ
ル
の
と
と
ろ
で
は
(
巻
二
〉
、
乙
れ
が
頭
痛

・
腰
痛
を
療
治
す
る
乙
と
に
ふ

れ
て
お
り
、
ま
た
清
国
か
ら
き
た
白
牛
の
糞
を
庖
請
の
薬
に
用
い
る
ζ

と
が
、
ひ
と
つ
の
話
題
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
(
巻
二
三

さ
ら
に
、
本
書
が
医
史
学
の
面
で
と
く
K
利
用
価
値
の
高
い
理
由
は
、
全
十
五
巻
の
う
ち
の
さ
い
ど
の
巻
十
五
を
「
諸
病
妙
薬
聞
書
」
と
し

て
、
あ
げ
て
疾
病
の
療
法
・薬
方
の
覚
書
に
あ
て
て
い
る
と
と
で
あ
る
。
筆
者
涼
庵
は
医
薬
に
つ
い
て
の
専
門
家
で
は
な
い
が
、
文
中
「
回
虫
・

水
虫

・
し
ら
く
も
・
あ
せ
も
の
家
法
」
が
あ
る
と
と
を
記
し
て
い
る
の
で
、
ま
っ
た
く
の
素
人
と
い
う
よ
り
医
薬
に
つ
い
て
多
少
の
知
識
と
関

(28) 

心
を
も
っ
て
い
た
人
物
と
お
も
え
る
。
と
う
し
た
人
物
が
当
時
の
民
間
流
布
の
薬
方
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
の
が
、
本
書
巻
十
五
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
は
本
書
は
江
戸
時
代
後
期
の
民
間
療
法
を
知
る
ひ
と
つ
の
有
力
な
材
料
で
あ
り
、
そ
れ
と
と
も
に
、
当
時
の
庶
民
の
日
常
生
活
の
な

か
に
あ
っ
た
疾
病
の
す
が
た
を
読
み
と
る
有
力
な
手
が
か
り
で
も
あ
る
。

つ
ま
り
、
あ
る
疾
病
に
つ
い
て
い
く
つ
も
の
話
題
や
薬
方
が
記
さ
れ

て
い
る
乙
と
は
、

そ
れ
だ
け
そ
の
疾
病
の
罷
患
率
が
高
か
っ
た
と
い
う
乙
と
が
で
き
、
ま
た
病
名
の
表
現
法
は
当
時
の
民
衆
が
日
常
感
覚
的
に

い
だ
い
て
い
た
病
識
あ
る
い
は
疾
病
認
識
の
あ
り
か
た
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
も
い
え
る。

そ
乙
で
、
ま
ず
乙
の
『
語
海
』
巻
十
五
に
あ
げ
ら
れ
た
疾
病
を
ほ
ぼ
そ
の
記
載
順
に
し
た
が
っ
て
あ
げ
、
そ
れ
に
た
い
す
る
療
法

・
薬
方
に

つ
い
て
の
項
目
数
を
か
ぞ
え
、
さ
ら
に
巻

一
か
ら
巻
十
四
に
い
た
る
他
の
十
四
巻
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
お
な
じ
疾
病
の
出
度
数
を
か
ぞ
え
、
そ

れ
ぞ
れ
に
加
え
て
み
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
五
回
以
上
の
出
度
数
の
疾
病
、
つ
ま
り
罷
患
率
の
高
い
と
お
も
わ
れ
る
疾
病
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
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乙
の
ほ
か
、
疾
病
と
し
て
は
っ
き
り
あ
っ
か
う
に
は
多
少
問
題
が
の
乙
る
が
、
出
度
数
の
多
い
病
気
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ

う
ち
身

鼻
血

と
ζ
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で、
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『
諦
海
』

お
な
じ
江
戸
後
期
の
お
な
じ
よ
う
な
見
聞
記
と
し
て

一
書
の
数
字
で
推
計
す
る
の
は
い
さ
さ
か
心
も
と
な
い
の
で
、

も
う
一

冊

『
耳
袋
』
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
な
か
に
出
て
く
る
疾
病
を
拾
い
あ
げ
、
『
諦
海
』
の
お
な
じ
病
名
の
と
乙
ろ
に
あ
て
は
め
て
み
よ
う
。

(3
〉

や

す

も

り

『
耳
袋
』
(
あ
る
い
は
『
耳
嚢
』
)
は
、
文
化
十
一
年
(
一
八
一
四
〉
に
根
岸
鋲
衡
が
永
年
の
聞
書
を
十
巻
千
条
に
ま
と
め
た
見
聞
記
で
あ
る
。

(29) 

著
者
の
根
岸
鎮
衛
(
文
化
十
二
年
没
〉
は
佐
渡
奉
行
か
ら
勘
定
奉
行
を
経
て
江
戸
町
奉
行
に
ま
で
累
進
し
た
官
界
の
要
人
で
、
そ
の
情
報
網
か

ら
お
の
ず
と
耳
に
入
っ
た
奇
談

・
紀
聞
を
細
大
も
ら
さ
ず
あ
り
の
ま
ま
に
筆
録
し
た
の
が
本
書
で
、
『
諦
海
』
と
お
な
じ
よ
う
に
、

そ
の
話
題

の
範
囲
は
き
わ
め
て
ひ
ろ
く
、
主
観
的
な
要
素
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
そ
の
千
条
の
な
か
に
は
、
「
積
爽
の
事
」
「
容
い
つ
の
妙
薬
の
事
」

と
い
っ
た
よ
う
に
、
疾
病
を
主
題
と
し
た
条
項
が
い
く
つ
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
他
の
話
題
で
も
疾
病
に
ふ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
み
ら
れ
る
。

と
の
『
耳
袋
』
の
な
か
の
疾
病
と
し
て
は
、
庖
宿
泊
(
叩
〉
・
応
気

(5
〉
・
浮
腫

(5
)
・
痔

(4
〉
な
ど
が
出
度
数
の
高
い
疫
病
と
し
て
あ
げ

さ
ら
に
乙
乙

で、

ら
れ
、
ま
た
『
語
海
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
病
気
と
し
て
、
た
と
え
ば
「
は
や
う
ち
か
た
」
(
狭
心
症
)
な
ど
が
み
え
る
。

乙
れ
ら
見
聞
記
二
書
に
、
江
戸
時
代
後
期
の
庶
民
生
活
を
う
つ
し
だ
し
た
文
学
と
し
て
小
拙
(
笑
話
〉
と
川
柳
を
と
り
あ

げ
、
そ
う
し
た
世
界
で
疾
病
が
ど
の
よ
う
に
と
り
あ
っ
か
わ
れ
て
い
る
か
を
、

病
名
に
加
え
て
み
た
い
。

お
な
じ
よ
う
に
出
度
数
を
し
ら
ベ
、
乙
れ
を
さ
き
の
見
聞
記
の
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小
唱
の
史
料
と
し
て
は
、
宮
尾
し
げ
を
編
『
江
戸
小
附
集
1
・
2
』
(
東
洋
文
庫
)
に
よ
っ
た
。
同
書
は
「
俗
談
今
歳
花
時
」
(
安
永
二
年
〉

か
ら
「
忠
臣
蔵
開
帳
拙
」
〈
嘉
永
田
年
)
に
い
た
る
二
十
四
冊
の
小
地
本
(
笑
話
本
〉
が
あ
つ
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
川
柳
の
史
料
と
し
て
は
、

さ
い
わ
い
山
本
成
之
助
著
『
川
柳
医
療
風
俗
史
』
が
あ
る
の
で
、
同
書
か
ら
抽
出
し
た
。

ζ

う
し
て
、
小
哨
・
川
柳
と
い
う
庶
民
生
活
の
な
か
に
出
て
く
る
病
気
を
、
前
記
見
聞
記
二
書
の
病
名
に
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
度
数
を
あ

げ
、
表
示
し
て
み
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

盲 片 め も 雪 風 てコ や と 限
の 電量

ま も き み り
ら

人 眼 b、 し、 め 眼 め め め 病 海

2 1 1 2 1 1 7 Z 1 9 

盲 盲 も 眼
の 耳

も. 
り

目 人 し、 病 袋

1 1 1 1 
一 一 一

め 限f 眼

く

り 一ー、ち，、 病
地

1 1 3 
一一一

J午
JII 

相P

一一
計

歯 歯 か こ 日因 口 耳 界

ぐ く 喉 中
E事

き つ
腫 麗

t!. 
lま 痛

れ 痛 症 ひ 痛 痛 れ 血 海

2 8 4 4 I 1 1 3 6 

歯 客 ロ 鼻

唖
耳

し、 中

痛 てコ 痛 血 袋

3 1 1 1 2 
一

聾l S平

血 P出
4 1 

一 一
近まJII 
限め
柳
1 

19 I I 5 I I I I I I I 9 計

318 (30) 



ま 足 わ 手 腹 腹 腹 腎 応 肩 頭 魚 く し し、 頭 虫
足

り
の

の き の は の 出
痛 fミ く

来
め 腫 カf み 潟 り 痛 虚 気 り 痛 目 さ も ぽ 物 歯

3 1 
直 一
2 1 5 1 1 13 3 5 1 2 1 3 8 5 

腹 応 頭 魚 し、 虫

の

病 気 痛 自 ぽ 歯

1 5 1 1 6 1 
一 一 一

腎 1苗 頭

虚 気 痛

3 3 w- 一 一
腎 応 面2

虚 気
腹2ぴ

5 L土 一ーーートーーー ト一一一一 ー、Jーーーーー_.，. 一
8 9 25 7 9 8 

除 産 血 陰所 痢
淋 寝 大 風 す 雁 主主 く

If If 
児 門 後 便 便 ね みの

の
腫

痔
不

カま じ
胎 虫 の 腫

ハミ 不 く ぬ
府
毒 気 疲 気 道 成 病 病 ん 通 通 疾 さ さ き き

5 2 
は 一
1 1 3 8 I 8 12 6 1 ~ 6 I 1 I 1 3 I 2 1 一一一一一

血 淋 寝 踏

痢 痔 fこ

道 病 使 て

一一一ト一一
1 
ト一一
1 4 2 1 

ド一一
1 

一 一一一
淋 寝

痔

病 便

1 2 1 
一 一

淋

病

レ一一 一
2 

一
8 9 17 12 5 6 
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労 し、 河 魚 き 食 輸 賞 茨 疲 茨 風

" の 児 il 

も 豚 胆 ζ 
ひ
馬乙 ま

毒 毒

風
わ 牌

咳 、』ノ $ 毒 傷 息、 病 占主 血 咳 邪 り 風 海

2 1 3 3 2 7 2 3 2 1 2 9 1 1 

一 一 一解 茸 ぜ 吐 風 iま

ん や
耳

咳
そ く

議 毒 く 血 邪 さ 袋

1 1 2 1 2 2 1 

一一一 一食 風

傷 P出
2 

2 
1-- 一一lま労 食 目指 や JII 

咳 傷 .Iil、 風り 相P
5 =1_11_1 5 
= ー一、ノ- -1一一「7 11 10 I 5 18 計

下 溺 酒 頬 乱 狂 気 餓 疫 疫 震 中 重量 気

ち 気 ~I 

カ1
m 

中

血 死 主撃 摘 ，c"、 気 し、 死 腐 病 乱 風 積 欝 海

1 ~ 1 4 1 2 1 3 2 1 1 3 5 5 2 一冨- 溺 狐 乱 寒 積 E事
か 耳

つ く

り

死 死 き ，心 ん 事長 病 袋

1 4 5 1 1 2 1 

酒 中 癒

差
乱 気 込 P出
1 

‘ら 1 4 

一 繍 狐 m Z霊 中 111 てコ 癒
摘 き 乱 風

2 相P
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し E霊 ね 腫 水 回 麻 庖 水 腫 風 あ ひ 霜 つ や つ

や ぽ か
る
し

ちぷ
ぎ

や
か
け

ま ろ
..s~ 

つ 庁 と 物 虫 虫 疹 癒 腫 し、 し れ び け れ ど 身

5 1 2 4 1 3 I 1 6 1 6 1 1 1 1 2 11 8 

湿 回 麻 庖 脚 水 浮 焼 打

睡

病 虫 疹 癒 気 病 腫 床 身

1 止 2 1 10 1 2 2 
ト一一

2 1 
一 一 一

あ
か
ぎ
れ

1 
一一一 一 一麻は 庖 脚

し

疹金、 箔 気

2 6 2 

=i~71=1- 一
6 13 9 

白 牌 癒 蜂 鼠 ま 病 E雪 ひ

さ く
む 犬

蛇 酔 胃 し
か ぜ

さ わ さ まさ
纏 折 し、 虚 病 れ れ れ オt 毒 ん
1 1 1 2 1 1 2 4 5 7 1 

痛 舌 産 lま 船 駕 繍 毒 虫 鼠 ま 病 梅
や む

犬つ 篠
し
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か さ
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海

耳

附

JII 

袋

柳

322 

環

乙

の
表
の
A 
ロ
計
を
み

~ I カ I~ 袋

一

一

計

一

一

一

ゴ

一

一流

一

「」
一

ヲ

つ
ぎ
の
よ
う
な
疾
病
が
高
い
数
字
を
し
め
し
て
い
る
。

相P

調

海

耳

飲

1
一

症

1
一

陥

JII 

l寸子

-;-I~I 

ン

さ
て
、

腫限
病病

14 28 

火応
傷気

13 25 

淋泡
病箔

12 22 

痢食
病傷

9 21 

腎歯
虚痛

9 19 

中風
風邪

18 

腹癒
痛毒

18 

労痔
咳

7 17 

頭績
痛

7 17 

8 

8 

ま
ず
、
自
に
つ
く
の
は
第
一
位
が
服
病
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
日
本
人
に
眼
病
が
多
い
と
い
う
と
と
は
、
の
ち
に
来
日
し
た
ボ
ン
ペ
な
ど
も

(
4〉

指
摘
し
て
い
る
と
お
り
で
、
日
本
に
眼
病
が
風
土
病
的
に
淫
侵
し
て
い
た
こ
と
を
、
乙
ζ

で
あ
ら
た
め
て
お
も
い
し
ら
さ
れ
る
。
な
お
、
目
と

歯
の
病
気
は
き
わ
め
て
日
常
的
な
疾
病
で
あ
り
、
ま
た
民
間
療
法
に
も
ー
と
も
依
存
し
や
す
い
疾
病
で
あ
っ
た
と
い
う
ζ

と
も
、

料
の
性
質
か
ら
こ
の
二
つ
の
疾
病
の
出
度
数
の
高
い
理
由
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

と
う
し
た
史

(34) 

ベ
ス
ト

・
テ
ン
の
な
か
に
入
っ
て
い
る
疫
病
ハ
流
行
病
〉
と
し
て
、
庖
搭
(
痘
搭
〉

-
風
邪
(
流
行
性
感
冒
〉

搭
主
骨
(
梅
毒
)
の
三
つ
が

あ
る
が
、
お
そ
ら
く
伝
染
病
の
な
か
で
乙
の
三
者
は
も
っ
と
も
ひ
ろ
く
ふ
か
く
日
本
人
を
侵
し
て
い
た
と
推
測
し
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら

に
、
ζ

乙
で
は
順
位
は
低
い
が
労
咳
ハ
肺
結
核
〉
が
乙
れ
ら
と
な
ら
ぶ
伝
染
病
と
し
て
大
き
な
力
を
ふ
る
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

食
中
毒
は
素
人
で
も
診
定
で
き
る
と
い
う
理
由
も
あ
る
が
、
食
傷
が
第
四
位
の
疾
病
で
あ
っ
た
と
い
う
と
と
も
記
憶
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
ま
た
、
栄
養
障
碍
が
主
因
と
考
え
ら
れ
る
腫
病
ハ
脚
気
〉
が
第
九
位
で
高
い
擢
患
率
で
あ
っ
た
乙
と
を
示
唆
し
て
い
る
し
、
さ
ら
に
生
命

に
直
接
か
か
わ
ら
な
い
が
、
日
本
人
の
食
生
活

・
住
生
活
に
起
因
す
る
と
お
も
わ
れ
る
疾
病
と
し
て
痔
が
第
八
位
を
占
め
て
い
る
と
い
う
乙
と

も
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
さ
い
ど
に
自
に
つ
く
の
は
第
二
位
の
描
気
と
第
八
位
の
巌
の
二
つ
の
疾
病
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
今
日
の
医
学
辞
典
に
は
な
い
病
名

で
あ
る
。
し
か
し
、
乙
う
し
た
病
名
で
呼
ば
れ
た
疾
病
が
今
日
な
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
当
時
の
医
学
的
水
準
か
ら
は
っ
き
り
と
診



定

・
判
別
で
き
な
い
ま
ま
、
と
く
に
胸
部

・
腹
部

・
下
腹
部
の
察
痛
を
と
も
な
う
各
種
の
疾
病
が
、
乙
う
し
た
俗
称
で
一
括
さ
れ
、
江
戸
時
代

の
庶
民
の
あ
い
だ
で
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ζ

の
両
者
は
、
描
態
と
一
体
化
し
て
い
わ
れ
る
乙
と
も
あ
る
が
、
と
も
か
く
第
二
位
と

第
八
位
と
い
う
高
い
順
位
を
占
め
て
い
る
と
い
う
乙
と
は
、
庶
民
史
料
と
い
う
性
質
上
当
然
の
乙
と
と
は
い
え
、
き
わ
め
て
興
味
ぷ
か
い
ζ

と

で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
の
医
学
用
語
と
し
て
は
か
な
り
一
般
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
乳
岩
(
乳
ガ
ン
)
な
ど
の
病
名
が
み
ら
れ
な
い
の
も
、

べ
つ
の
意
味
で
興
味
ぶ
か
い
。

と
こ
ろ
で
、
乙
う
し
た
数
字
が
、
た
だ
ち
に
江
戸
時
代
の
疾
病
構
造
を
し
め
し
て
い
る
と
主
張
す
る
乙
と
は
で
き
な
い
し
、
い
わ
ん
や
死
因

構
造
を
し
め
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

お
そ
ら
く
、
江
戸
時
代
に
も
っ
と
も
高
い
死
亡
率
を
し
め
し
た
疾
病
と
い
え
ば
、
い
う
ま
で
も
な
く
疫
病
で
あ
る
。
さ
き
の
庖
箔

・
風
邪

・

語
毒
も
も
と
よ
り
日
本
人
を
侵
し
た
大
き
な
疫
病
で
あ
る
が
、
よ
り
激
甚
な
惨
禍
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
た
び
た
び
お
そ
っ
て
き

た
飢
縫

・
災
害
な
ど
の
前
後
に
流
行
し
た
い
わ
ゆ
る
時
疫
と
よ
ば
れ
る
疫
病
で
、
乙
れ
に
よ
っ
て
一
時
に
一
国
で
な
ん
万
と
い
う
人
び
と
が
大

(35) 

量
死
亡
し
た
惨
事
が
、
江
戸
時
代
に
は
繰
り
返
し
お
ζ

っ
た
。

乙
の
時
疫
と
は
な
に
か
、
と
い
う
問
題
は
、
別
に
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
乙
こ
で
は
、
そ
れ
は
腸
チ
フ
ス
な
ど
を
主
症
と
し
、

(

5

)

 

さ
い
ど
に
肺
炎
な
ど
を
併
発
し
た
も
の
と
だ
け
い
う
に
と
ど
め
て
お
く
。

そ
れ
に
感
冒
な
ど
が
合
併
し
、

ま
た
、
飢
健
に
よ
る
餓
死
は
、
い
わ
ば
急
性
の
栄
養
欠
乏
症
と
い
う
べ
き
で
、
乙
れ
を
疾
病
の
な
か
に
入
れ
る
と
す
れ
ば
、
と
れ
が
江
戸
時

代
の
死
亡
率
の
も
っ
と
も
高
い
疾
病
と
い
う
意
味
で
、
死
因
第
一
位
の
疾
病
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
民
衆
総
体
に
と
り
つ
い
て
い

た
慢
性
栄
養
失
調
も
当
然
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
諒
海
』
に
は
、
天
明
飢
鐘
に
ふ
れ
、
ζ

の
疫
病

・
餓
死
と
い
う
言
葉
が
そ
れ
ぞ
れ
一
度
だ
け
出
て
く
る
。

と
う
し
た
飢
餓
と
疫
病
と
は
あ

ま
り
に
も
日
常
的
な
風
景
で
あ
っ
た
た
め
か
、
あ
る
い
は
奇
談

・
異
聞
を
主
題
と
す
る
乙
う
し
た
見
聞
記
、
ま
た
調
刺
的
な
話
題
を
内
容
と
す

る
小
咽
や
川
柳
で
は
、
そ
の
記
載
は
お
の
ず
と
欠
落
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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と
は
い
え
、

周
期
的
に
お
こ
る
乙
う
し
た
突
発
的
な
飢
餓
と
疫
病
の
発
生
を
の
ぞ
け
ば
、

さ
き
の
表
K
あ
ら
わ
れ
た
出
度
数
の
高
い
疾
病

324 

が
、
当
時
の
日
本
人
の
大
多
数
を
日
常
苦
し
め
て
い
た
擢
患
率
の
高
い
疾
病
で
あ
っ
た
乙
と
、
ま
た
死
因
に
つ
な
が
る
疫
病
、
た
と
え
ば
抱
搭

-
搭
毒

・
風
邪

・
食
儲

・
中
風
(
脳
卒
中
)

-
労
咳
な
ど
の
疾
病
が
死
因
順
位
の
高
い
疾
病
で
あ
っ
た
と
い
う
乙
と
は
、
い
ち
が
い
に
否
定
す

る
乙
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

江
戸
時
代
の
庶
民
の
病
識
|

|
描
気
と
癒
を
め
ぐ
っ
て

見
聞
記
そ
れ
に
小
拙
や
川
柳
と
い
っ
た
庶
民
生
活
史
料
の
な
か
に
あ
ら
わ
れ
た
江
戸
時
代
の
疾
病
と
し
て
、

は
、
三
つ
の
疫
病
〈
伝
染
病
〉
を
の
ぞ
く
と
、
今
日
の
い
わ
ゆ
る
内
科
的
な
疾
患
と
し
て
ベ
ス
ト

・
テ
ン
に
入
っ
て
い
る
の
は
、
応
気
と
績
そ

前
掲
の
表
で
み
る
か
ぎ
り
で

れ
に
食
傷
(
食
中
毒
〉
と
腫
病
(
脚
気
あ
る
い
は
腎
臓
病
な
ど
〉
だ
け
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
当
時
の
民
間
の
医
学
知
識
の
水
準
か
ら
、
あ
き
ら

か
に
食
中
毒
と
診
定
さ
れ
る
食
傷
、
浮
腫
の
症
候
を
し
め
す
腫
病
と
を
別
に
す
れ
ば
、
英
、
痛
を
と
も
な
う
胸
部

・
腹
部

・
下
腹
部
の
内
臓
疾
患

(36) 

の
ほ
と
ん
ど
を
、
応
気
あ
る
い
は
嬢
(
積
衆
)
の
名
称
で
呼
ん
で
い
た
乙
と
が
わ
か
る
。

し
た
が
っ
て
、
人
び
と
が
い
わ
ば
自
分
流
儀
で
つ
か
っ
た
ζ

の
茄

・
療
の
名
で
よ
ん
だ
症
候
群
が
、
今
日
の
い
か
な
る
疾
病
に
あ
た
る
か
ぞ

推
定
す
る
乙
と
は
き
わ
め
て
む
つ
か
し
い
。
ま
た
、
医
家
も
応

・
績
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
ふ
る
く
は
平
安
時
代
の

『
医
心
方
』
〈
九
八

年
)
に
、
ま
た
江
戸
時
代
で
は
『
病
名
葉
解
』
三
六
八
六
年
)

家
の
議
論

・
解
説
だ
け
か
ら
、
ζ

う
し
た
民
間
用
語
に
診
断
を
く
だ
す
と
と
も
ま
た
妥
当
で
な
い
。

な
ど
に
も
、
応
気

・
積
爽
に
つ
い
て
の
解
説
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
医

そ
乙
で
、
ζ

乙
で
は
見
聞
記
な
ど
の
庶
民
生
活
史
料
に
み
ら
れ
る
と
う
し
た
疾
病
の
症
例

・
薬
方
を
い
く
つ
か
ひ
ろ
い
、
医
家
の
説
と
も
照

合
さ
せ
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
疾
病
の
正
体
に
い
さ
さ
か
で
も
接
近
し
て
み
た
い
。



茄

気

応
気
の
薬

大
便
の
と
き
、
白
き
虫
う
ど
ん
を
延
し
た
る
や
う
な
る
物
、
く
だ
る
事
有
。
此
虫
甚
な
が
き
も
の
な
れ
ば
、
気
短
に
引
出
す
べ
か
ら
ず
、

箸
か
竹
な
ど
に
巻
付
て
、
し
づ
か
に
巻
付
々
々
、
く
る
く
る
と
し
て
引
出
し
、
内
よ
り
は
い
け
み
だ
す
や
う
に
す
れ
ば
出
る
也
。
必
気
を

い
ら
ち
て
引
切
べ
か
ら
ず
。
半
時
斗
に
て
や
う
や
う
出
切
る
物
也
。
此
虫
出
切
た
ら
ば
、
水
に
て
よ
く
洗
て
、
黒
焼
に
し
て
貯
置
べ
し
。

せ
ん
き
に
用
て
大
妙
薬
也
。
此
虫
せ
ん
き
の
虫
也
。
め
っ
た
に
く
だ
る
事
な
し
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
く
だ
る
人
は
、

一
生
せ
ん
き
の
根
を
き

り
、
二
た
び
お
乙
る
事
な
し
。
長
生
の
し
る
し
也
。

こ
れ
は
『
語
海
』
巻
十
五
に
出
て
い
る
脂
気
に
つ
い
て
の
説
明
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
筆
者
津
村
涼
庵
は
、
乙
の
説
を
よ
ほ
ど
思
い
込
ん
で
い

た
の
か
、
巻
十
三
に
も
乙
れ
と
ほ
と
ん
ど
お
な
じ
文
章
が
出
て
い
る
。

乙
の
文
章
か
ら
み
る
か
ぎ
り
で
は
、
排
池
に
と
も
な
っ
て
出
て
く
る
白
い
細
長
い
虫
と
は
あ
き
ら
か
に
条
虫
な
ど
の
寄
生
虫
で

と
こ
ろ
で
、

あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
虫
が
出
き
る
と
脂
気
が
お
さ
ま
る
と
い
う
意
味
で
は
、
茄
気
は
寄
生
虫
病
と
乙
乙
で
は
考
え
ら
れ
る
。

日
本
人
は
最
近
ま
で
寄
生
虫
保
有
率
の
高
い
国
民
で
あ
っ
た
が
、
肥
料
に
尿
尿
を
使
用
し
て
い
た
江
戸
時
代
は
非
常
な
高
率
の
寄
生
虫
病
が

浮
侵
し
て
い
た
乙
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
寄
生
虫
が
ひ
き
お
乙
す
症
状
に
は
、
激
し
い
描
痛
を
と
も
な
う
腹
痛
が
あ
り
、
乙
れ
は

と
き
に
胃
潰
蕩
の
穿
孔
や
胆
石
症
と
間
違
え
ら
れ
る
。
ま
た
胃
の
中
に
入
れ
ば
胃
症
療
を
お
乙
し
、
腸
に
入
っ
て
腸
閉
塞
を
お
乙
す
。
さ
ら
に

回
虫
は
移
動
し
や
す
く
、
虫
垂
炎
や
胆
嚢
炎
な
ど
も
お
乙
す
。
今
日
の
医
学
で
い
う
妬
痛

no--n
の
う
ち
も
っ
と
も
多
い
胃
茄
痛

・
胆
道
茄
痛

に
は
、
寄
生
虫
症
の
も
の
が
あ
る
。
茄
気
に
は
ま
ず
、
乙
う
し
た
寄
生
虫
に
起
因
す
る
疾
病
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
『
語
海
』
に
は
、
応
気
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
薬
方
が
記
さ
れ
、
「
せ
ん
き
腰
い
た
み
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。
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せ
ん
き
腰
い
た
み
忽
な
お
す
方
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鳥
も
ち
を
大
丸
薬
ほ
ど
に
ま
る
め
、
砂
糖
に
で
も
沖
お
ろ
し
に
で
も
ま
ぶ
し
、
五
粒
程
さ
ゅ
に
で
も
茶
に
で
も
用
べ
し
。

せ
ん
き
腰
い
た
み
に
は

ま
た
た
び
一
味
せ
ん
じ
て
、
其
湯
を
飲
べ
し
、
即
功
有
。

乙
れ
と
お
な
じ
表
現
は
、
『
耳
袋
』
の
「
応
痛
を
治
す
る
妙
薬
の
事
」
と
い
う
条
項
に
、
「
脂
気
に
て
腰
を
痛
め
候
事
度
々
成
し
が
、
ま
た
た

び
壱
匁
、
酒
を
茶
碗
に
一
盃
用
ひ
て
即
効
を
得
し
」
と
い
う
文
章
に
み
ら
れ
る
。

も
〈
て
ん
り
よ
う

と
こ
で
、
応
気
に
腰
痛
と
い
う
随
伴
症
状
の
あ
る
乙
と
が
は
っ
き
り
と
観
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
ま
た
た
び
(
木
天
夢
)
は

今
日
の
漢

方
で
も
、
腰
痛

・
茄
痛
の
処
方
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
腰
痛
に
は
原
因
も
症
状
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
今
日
の
医
学
で
も
、
精
密
な
検
査
を
し
な
い
と
正
確
な
診
断
が
く
だ
せ
な

い
。
江
戸
時
代
に
い
わ
れ
た
腰
い
た
み
も
、川
そ
の
原
因
は
直
接
に
腰
の
筋
肉
や
脊
椎
あ
る
い
は
神
経
系
に
も
と
ず
く
も
の
、
た
と
え
ば
椎
間
板

ヘ
ル
ニ
ア
や
坐
骨
神
経
痛
ば
か
り
で
な
く
、
内
臓
の
潰
癒
や
胆
石
あ
る
い
は
糖
尿
病
、
ま
た
ひ
ろ
く
泌
尿
系
の
疾
病
や
婦
人
科
の
疾
患
か
ら
く

る
腰
痛
も
、
当
然
ζ

の
せ
ん
き
腰
い
た
み
の
な
か
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
茄
気
に
は
、
脊
椎
や
筋
肉
の
局
所
性
疾
患

(38) 

に
よ
る
腰
痛
は
も
と
よ
り
、
腰
痛
を
随
伴
症
状
と
す
る
全
身
性
疾
患
、
ま
た
反
射
的
な
腰
痛
を
し
め
す
内
臓
諸
器
官
の
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
が
、

そ
の
な
か
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
描
気
に
よ
る
終
痛
は
、
寒
冷
に
あ
う
と
と
く
に
激
し
く
な
る
と
と
が
し
ば
し
ば
記
さ
れ
て
い
る
。

わ
ら
い
a
，£

，

じ

ゃ

げ

た
と
え
ば
、
小
哨
本
の
ひ
と
つ

『
笑
ド
長
者
』
(
安
永
九
年
)
に
は
、
「
茄
気
」
と
題
し
た
小
拙
に
、
「
妬
気
気
の
隠
居
が
、

と
し
は
な
し

お
こ
る
と
雪
が
か
な
ら
ず
降
る
」
と
い
っ
た
話
が
あ
り
、
ま
た
、
『
今
歳
花
時
』
(
安
永
二
年
〉
に
は
、
脂
気
持
の
男
が
女
郎
買
い
に
行
っ
て
、

か
さ
ね
い
づ
っ

「
あ
ま
り
冷
え
る
か
ら
火
鉢
で
き
ん
玉
を
あ
ぶ
っ
て
居
る
」
な
ど
と
い
う
状
景
が
み
え
、
近
松
門
左
衛
門
の
作
品
『
重
井
筒
』
に
も
「
冷
え
る

自
分
の
応
気
が

加
減
か
俄
に
猫
気
が
起

っ
た
」
と
あ
る
。
去
来
に
「
夕
涼
み
茄
気
お
乙
し
て
か
へ
り
け
り
」
と
い
う
発
句
が
あ
り
、
つ
ぎ
の
川
柳
な
ど
も
応
気



と
寒
冷
と
の
因
果
を
し
め
し
て
い
る
。

冬
を
隣
り
に
宿
気
芽
を
出
す

雪
あ
た
り
ば
っ
た
り
と
寝
る
脂
気
持
ち

(

6

)

 

ふ
る
く
か
ら
、
茄
(
ア
ダ
ハ
ラ
〉
は
寒
の
侵
入
に
よ
っ
て
お
ζ

る
と
考
え
ら
れ
、
か
つ
て
『
医
心
方
』
に
、
「
茄
ハ
痛
ナ
リ
、

ミ
テ
大
小
便
ヲ
得
ズ
、
或
ハ
手
足
蕨
冷
シ
テ
鰐
ヲ
繰
り
テ
痛
ミ
テ
白
汗
山
山
デ
、
或
ハ
冷
気
逆
上
シ
テ
心
腹
ヲ
槍
キ
、
心
痛
又
ハ
裏
急
シ
テ
腸
痛

或
ハ
小
腹
痛

セ
シ
ム
」
と
自記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
終
痛
に
寒
冷
と
の
関
連
を
示
し
、
ま
た
『
医
心
方
』
で
は
、
七
茄
の
う
ち
の
寒
茄
の
説
明
で
、「寒

一
遇
エ
パ
発
ス
ル
ガ
故
ニ
寒
茄
ト
云
ウ
」
と
も
あ
る
。

日
本
の
冬
季
の
寒
冷
な
気
象
、
と
り
わ
け
江
戸
時
代
後
期
に
出
現
し
た
異
常
厳
冬
、
そ
れ
に
、
総
じ
て
臼
本
人
の
生
活
環
境
の
低
さ
が
、
乙

(39) 

う
し
た
脂
気
多
発
の
引
金
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
ら
に
、
近
世
初
頭
の
医
師
曲
直
瀬
玄
朔
(
一
五
四
九
|
一
六
三
一
)
の
『
済
民
記
』
で
は
、
茄
の
証
と
し
て
、

た
と
え
ば
「
寒
描
は
嚢
冷

て
硬
く
玉
に
ひ
く
。
陰
経
萎
て
痛
む
。
是
れ
は
水
を
渡
り
湿
り
た
る
処
に
臥
し
風
寒
に
お
か
さ
れ
て
痛
む
な
り
」
、
ま
た
、
「
狐
応
は
腫
れ
て
瓦

の
如
し
、
臥
す
時
に
は
小
腹
に
入
り
立
つ
は
へ
の
こ
に
入
る
」

と
い
う
よ
う
に
記
し
、

泌
尿
器
疾
患
ま
た
は
ヘ
ル
ニ
ア
と
し
て
理
解
し
て
い

た。
そ
し
て
、
見
聞
記
や
小
哨
の
書
か
れ
た
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
、

乙
の
応
気
に
つ
い
て
、
医
家
で
は
た
と
え
ば
香
川
修
徳
(
一
六
八
三
|

一
七
五
五
)
な
ど
は
、

そ
の
『
一
本
堂
行
余
医
言
』
巻
三
で
、
癌
は
内
臓
に
欝
気
が
凝
滞
し
て
終
痛
を
お
乙
す
も
の
で
、
お
も
に
下
腹
部
に
お

と
き
に
は
心
臓
を
衝
く
乙
と
も
あ
る
が
、
と
く
に
陰
嚢
あ
る
い
は
皐
丸
、
ま
た
背
脊
や
脇
腹
に
激
痛
を
与
え
る
、
と

と
り
、
四
方
に
移
動
し
、

説
い
て
い
る
。
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た
と
え
ば
浄
瑠
璃
『
源
平
布
引
滝
』
に
み
え
る
「
妬
気
の
筋
ば
り
」
と
い
っ
た
表
現
が
そ

b

e

ん

た

ま

-

e

ん

た

e

z

れ
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
小
咽
集
『
鹿
の
子
餅
』
(
明
和
九
年
)
に
あ
る
「
皐
玉
」
と
題
し
た
話
に
み
え
る
「
応
気
で
皐
玉
の
大
き
く
な

こ
と
と
っ
か

る
事
土
塚
の
ど
と
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
脂
気
に
は
皐
丸
が
腫
張
し
て
脱
腸
(
ヘ
ル
ニ
ア
)
を
お
乙
す
症
例
の
あ
る
と
と
を
し
め
し
て
い
る
。

(
9〉

ま
た
、
産
川
桂
洲
の
『
病
名
実
解
』
(
貞
享
三
年
〉
に
は
、
「
病
源
」
よ
り
の
引
用
と
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

諸
描
ハ
陰
気
内

ニ
積
テ
復
寒
気
ノ
タ
メ

ニ
加
へ
-
フ
レ
、
栄
衛
ヲ
シ
テ
調
ワ
ザ
ラ
シ
メ
テ
、
血
気
虚
弱
ス
、
故
ニ
風
冷
其
腹
内
ニ
入
テ
府
ヲ

と
う
し
た
平
滑
筋
の
筆
縮
性
の
終
痛
と
し
て
は
、

328 

ナ
ス
ナ
リ
。

さ
ら
に
、
『
病
名
実
解
』
で
は
、
乙
れ
に
つ
づ
い
て
、
「
入
門
」
か
ら
の
引
用
と
し
て
、
茄
気
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

酔
飽
労
役
房
慾
念
怒
火
ヲ
動
シ
、
火
欝
シ
テ
久
シ
キ
ト
キ
ハ
湿
ヲ
生
ジ
、
津
液
凝
テ
疾
療
ヲ
ナ
シ
、
流
テ
肝
経
ニ
入
ル
。
肝
ノ
性
ハ
急
速

ユ
ハ
a
N

ヲ
カ

ナ
リ
。
又
暴

ニ
外
寒
ノ
タ
メ
ニ
束
、
不
ラ
ル
。
是
ヲ
以
テ
痛
甚
シ
。
専
ラ
寒
ト
言
モ
ノ
ア
リ
。
其
標
ヲ
論
ズ
ル
ノ
ミ
。

じ
つ
は
、
『
語
海
』
巻
十
の
一
文
に
、
「
年
来
湿
気
お
ほ
く
、
殊
に
茄
気
を
く
る
し
み
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
乙
の
湿
と
か
湿
気
と
い
う
の

が
正
確
に
は
な
に
を
指
す
か
と
い
う
乙
と
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
慢
性
皮
膚
疾
患
あ
る
い
は
梅
毒
と
す
る
説
も
あ
り
、
と
も
か
く
と
う
し
た

文
章
か
ら
察
す
る
と
、
茄
気
の
な
か
に
肝
臓
病

・
腎
臓
病
そ
れ
に
性
病
な
ど
の
疾
病
も
ふ
く
ま
れ
て
い
た
と
と
が
暗
示
さ
れ
る
。

(40) 

た
と
え
ば
医
学
・植
物
学
者
の
ツ
ン
ベ
ル
グ
(
一
七
四
三

l
一
八
二
八
)
は
、
そ
の
旅
札
制
に
、

「
錨
の
療
法
の
主
な
効
力
は
セ
ン
キ
と
称
す
る
胃
痛
を
鎮
め
る
乙
と
で
あ
り
、
セ
ン
キ
は
酒
を
飲
む
結
果
だ
と
思
う
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
つ
ぎ

な
お
、
当
時
来
日
し
た
外
人
の
な
か
に
は
、

の
よ
う
な
観
察
を
記
し
て
い
る
。

最
も
一
般
に
あ
る
病
は
、
私
の
見
た
と
と
ろ
で
は
セ
ン
キ
の
病
で
あ
る
。
乙
の
固
に
暫
く
い
る
外
人
も
と
の
病
に
か
か
る
。
乙
の
病
は
滋

し
い
痛
を
起
し
、
体
の
各
部
に
腫
物
を
残
し
、
屡
々
水
腫
病
を
誘
発
し
、
続
い
て
眼
疾
を
起
し
、
療
震
が
固
く
な
る
。

乙
の
よ
う
に
、
応
気
は
、
今
日
の
医
学
で
い
う
と
乙
ろ
の
妬
痛
を
主
証
と
す
る
疾
患
、
た
と
え
ば
寄
生
虫
症
、
腹
部
・
下
腹
部
の
内
臓
諸
器

管
の
潰
療
や
胆
石
症
、

ヘ
ル
ニ
ア
、
皐
丸
炎
な
ど
の
性
尿
系
の
疾
患
、
婦
人
病
な
ど
、
さ
ま
ぎ
ま
の
疾
病
が
ふ
く
ま
れ
、
と
く
に
そ
の
終
痛
は



寒
冷
に
よ
っ
て
症
状
が
悪
化
す
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
を
人
び
と
は
医
学
的
に
診
別
で
き
な
い
ま
ま
、
今
日
の
い
わ
ゆ
る
症
候
群
の
ひ
と
つ
の
よ

う
に
、

一
様
に
茄
気
と
呼
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
あ
る
い
は
、
そ
う
し
た
症
状
が
悪
化
す
れ
ば
、
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
に
あ
る
よ
う
に
、
な
か
に
は
、
「
あ
そ
乙
の
番
頭
め
が
、
此
間

あ

た

ま

し

ん

茄
気
が
天
窓
へ
さ
し
こ
ん
で
、
そ
れ
な
り
に
あ
た
ま
が
し
ゃ
っ
き
り
と
な
っ
て
死
だ
」
と
い
う
と
と
も
間
々
お
と
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

繍『
需
海
』
巻
十
五
に
み
え
る
茄
気
の
条
項
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

応
気
の
薬
、
応
積
散
と
云
、
芝
新
橋
横
町
加
賀
町
に
て
商
ふ
。

右
土
用
に
入
目
、
寒
に
入
目
、

一
年
に
両
度
服
す
る
薬
な
り
。
此
日
に
此
薬
を
用
れ
ば
、

せ
ん
き

・
し
ゃ
く
根
を
き
り
て
お
と
ら
ず
。

茄
気
と
績
と
を
病
名
で
は
区
別
し
て
も
、

ζ

れ
を
み
る
と
、

と
き
に
は
療
法
で
区
別
し
て
い
な
い
乙
と
が
わ
か
る
。

さ
・
り
に
、

た
と
え
ば

『
耳
袋
』
の
一
節
、

「
応
類
胸
を
責
さ
し
込
て
時
々
苦
し
み
け
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
茄
績
と
一
体
化
し
た
病
名
と
し
て
も
ち
い
る
場
合
さ
え

で
て
く
る
。

と
こ
ろ
で
、
茄
気
が
お
も
に
腹
部

・
下
腹
部
の
癖
痛
を
主
証
と
す
る
の
に
た
い
し
、

い
ま
の
『
耳
袋
』

の
一
節
、
「
胸
を
責
さ
し
込
て
」
と

い
う
よ
う
に
、
癒
は
胸
部
の
雰
痛
を
暗
示
す
る
も
の
が
多
い
。
近
松
門
左
衛
門
の
作
品
『
用
明
天
王
職
人
鑑
』
に
も
「
胸
の
痛
が
さ
し
の
ぼ
り
」

と
い
う
表
現
が
あ
り
、
『
謂
海
』
の
婚
の
薬
方
の
と
乙
ろ
で
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
明
が
み
ら
れ
る
。

(41) 329 



積
の
張
薬
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楊
梅
皮
末

・
胡
倣
末

・
蕎
麦
粉

右
目
形
等
分
に
し
て
酢
に
と
き
、
め
し
粘
に
て
紙
に
付
て
、
胸
に
は
る
べ
し
。
夫
よ
り
胸
へ
差
込
事
な
し
。
但
此
粉
平
日
は
別
々
に
包
て

貯
ベ
し
。
ひ
と
つ
に
包
置
時
は
用
て
功
な
し
・

も
と
よ
り
、
と
れ
だ
け
で
は
い
か
な
る
疾
病
で
あ
る
か
は
診
定
す
る
と
と
は
で
き
な
い
が
、
胸
部
の
癖
痛
を
と
も
な
う
急
性
の
疾
患
と
い
え

ば
、
た
と
え
ば
心
筋
梗
塞
や
渉
出
性
肋
膜
炎
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

倉

い
っ
ぽ
う
、
績
に
は
胸
部
の
察
、
痛
だ
け
で
な
く
、
茄
気
と
お
な
じ
よ
う
に
、
腹
部
の
終
痛
を
示
す
表
現
も
多
い
。
た
と
え
ば
、
小
拙
本
『
喜

み

だ

ん

ご

美
談
語
』
(
寛
政
八
年
〉
で
は
、
績
と
い
う
の
は
「
腹
の
内
に
一
尺
ば
か
り
の
棒
が
あ
っ
て
、
つ
っ
ぱ
る
。

夫
が
つ
か
え
る
の
だ
」

と
い
う
表

現
が
あ
り
、
ま
た
当
時
の
川
柳
に
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
癒
を
よ
ん
だ
句
が
あ
る
。

(42) 

芋
虫
の
ζ

な
し
し
て
い
る
強
い
簸

奥
様
の
癒
が
さ
し
込
む
お
脇
腹

第
一
勾
は
芋
虫
の
よ
う
な
乙
な
し
(
し
ぐ
さ
〉
を
し
て
腹
部
を
丸
く
ま
げ
て
苦
し
ん
で
い
る
病
人
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
第
二
句
の
脇
腹
は

妾
腹
の
意
と
側
腹
部
の
意
と
を
か
け
て
い
る
と
乙
ろ
か
ら
、
や
は
り
腹
部
の
終
痛
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
表
現
か
ら
、

績
は
発
作
的
な
腹
痛
、
い
わ
ゆ
る
胃
撞
筆
あ
る
い
は
神
経
性
の
胃
痛
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

い
っ
ぱ
ん
に

他
方
、
専
門
の
医
学
の
分
野
で
も
、
績
に
つ
い
て
は
ふ
る
く
か
ら
論
ぜ
ら
れ
、
た
と
え
ば
『
医
心
方
』
で
は
、
陰
陽
の
気
が
内
臓
の
一
部
に

集
積
し
て
腫
塊
を
な
し
、
種
々
の
症
状
を
発
す
る
と
説
か
れ
、
そ
の
説
は
近
世
初
頭
の
曲
直
瀬
玄
朔
の
『
医
学
天
正
記
』
な
ど
に
う
け
つ
が



れ
、
江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
、
さ
き
の

『
病
名
禁
解
』
で
は
、
「
病
源
」

か
ら
の
引
用
と
し
て
、

積
車
内
に

つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
伝
統
的
な

説
を
あ
げ
て
い
る
。

シ
ヤ
タ
ク
フ

y
ム

積
来
五
積
六
車
内
ノ
分
チ
ナ
リ
。
病
源
ニ
云
、
五
臓
ノ
気
積
ヲ
名
テ
積
ト
云
、
六
府
ノ
気
衆
ヲ
名
テ
衆
ト
云
。
積
ハ
痛
テ
其
ノ
部
ヲ
離
レ
ズ
、
衆
ハ7
タ

其
ノ
痛
常
ノ
処
エ
ア
ル
事
ナ
シ
。
難
経
五
十
五
ノ
難
エ
云
、
積
ハ
陰
気
也
、
衆
ハ
陽
気
也
。
故
エ
陰
ハ
沈
テ
伏
シ
、陽
ハ
浮
テ
動
ク
也
。
五
積
ハ
肥
気
肝
伏

梁
心
箔
気
牌
息
賞
肺
賞
豚
腎
ナ
リ
。
六
衆
ハ
六
府
エ
ア
ヅ
カ
ル
也
。

乙
の
よ
う
に
、
積
衆
は
内
臓
に
気
が
積
ん
で
腫
癒
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
て
発
症
す
る
と
い
う
考
え
を
示
す
一
節
が
、

『
耳
袋
』

に
つ
ぎ
の

よ
う
な
奇
談
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

積
表
の
事

近
き
頃
の
事
と
か
や
、
在
辺
に
手
習
の
師
有
け
る
。
常
に
積
衆
を
愁
て
、
死
に
至
り
て
其
子
及
び
随
身
の
弟
子
近
隣
の
者
を
頼
け
る
は
、
我
死
せ
ば
火
葬
い

よ
し
何
卒
腹
中
の
積
衆
を
打
砕
給
る
べ
し
、
後
来
の
人
積
を
愁
ふ
助
養
手
段
に
も
な
ら
ん
と
呉
々
申
置
身
ま
か
り
ぬ
れ
ば
、
遺
言
に
任
せ
そ
の
死
骸
を
焼
け

る
に
、
背
中
に
一
一
塊
有
。
則
積
塊
也
と
て
、
子
弟
英
外
共
集
り
て
、
鉄
鎚
或
は
石
を
以
打
に
柳
も
不
砕
、
千
術
万
計
な
す
共
破
れ
ず
。
折
節
古
老
来
り
て
其

訳
を
尋
、
不
審
に
恩
ひ
、
手
に
持
た
る
杖
を
以
突
け
れ
ば
、
弐
ツ
三
ツ
に
破
れ
け
る
。
皆
々
不
審
に
思
ひ
、
破
れ
た
る
を
集
め
石
鉄
鎚
等
に
て
打
に
、
始
の

い
た
ど
り

ご
と
く
聯
も
不
割
也
。
杖
も
て
す
れ
ば
微
塵
と
な
る
故
、
右
杖
は
何
の
樹
な
り
と
尋
る
に
、
い
た
ど
り
を
以
て
造
り
候
よ
し
。
虎
杖
は
相
似
を
治
す
る
妙
薬
な

ら
ん
と
愛
に
記
す
。

(43) 

い
か
に
昔
で
あ
っ
て
も
、
火
葬
の
あ
と
に
病
変
組
織
が
残
る
と
い
う
と
と
は
な
く
、
鉄
槌
を
も
っ
て
も
打
砕
け
な
か
っ
た
そ
の
積
塊
が
、
虎

z，

い
た
ど

杖
の
杖
で
微
墜
に
打
砕
け
た
と
い
う
の
は
、
積
棄
の
鎮
痛
薬
に
用
い
ら
れ
た
イ
タ
ド
リ
(
痔
取
り
〉
に
か
け
た
作
話
で
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
し

日
本
人
に
多
い
胃
ガ
ン
、
後
腹
膜
腫
窮
あ
る
い
は
脊
椎
の
骨
腫
務
な
ど
に
よ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
推
察

か
し
、

こ
う
し
た
話
か
ら
、
癒
に
は
、

さ
れ
る。

い
っ
ぽ
う
、
癒
に
は
、
今
日
の
精
神
神
経
症
と
く
に
発
作
的
な
ヒ
ス
テ
リ
ー
な
ど
、
女
性
に
多
く
み
ら
れ
る
一
種
の
精
神
機
能
的
疾
患
を
指

331 



し
て
い
た
場
合
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
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切、傾
れ、城
る、の
と績
-z:;: 
ふ人
字を
、見

只て
見起
てる
も也
績

奥
様
の
お
績
、
妾
の
吐
逆
な
り

こ

と

し

は

な

し

と

'

つ

め

ま
た
、
小
拙
『
今
歳
花
時
』
に
も
、
「
御
新
造
様
が
績
を
引
付
て
目
を
取
詰
ま
し
た
」
と
い
っ
た
表
現
、

屋
場
で
、
「
お
か
る
績
の
起
り
し
体
に
て
反
り
返
る
」
な
ど
、
興
奮
的
発
作
に
よ
る
産
筆
的
症
状
を
績
と
よ
ん
で
い
る
表
現
が
み
ら
れ
る
。

以
上
、
績
は
、
脂
気
と
結
ん
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
府
気
の
下
腹
部
に
た
い
し
、
績
の
部
位
は
胸
部
を
主
と
し
、
そ
の
症
状
は

あ
る
い
は
『
忠
臣
蔵
』
七
段
目
茶

発
作
的
な
虚
綾
な
ど
を
主
証
と
す
る
終
痛
を
と
も
な
う
内
臓
の
局
所
的
疾
患
、
そ
れ
に
精
神
神
経
性
疾
患
を
ふ
く
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う

(44) 

か

* 

* 

* 

八
十
四
歳
を
迎
え
た
と
き
、
杉
田
玄
白
は
老
衰
の
わ
が
身
を
し
み
じ
み
と
み
つ
め
た
一
文
『
霊
童
独
語
』
を
書
き
残
し
た
が
、
そ
の
冒
頭
で
、

か
れ
玄
白
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

(
U
)
 

生
得
縫
実
な
る
に
あ
ら
ず
、
積
衆
な
ど
い
へ
る
宿
疾
も
あ
る
事
は
常
人

K
異
な
ら
ず
、
時
々
発
動
す
る
事
も
あ
り
し
。

玄
白
の
宿
疾
(
持
病
〉
で
あ
っ
た
積
衆
と
は
な
に
か
。
と
き
の
名
医
玄
自
に
し
て
す
ら
、
わ
が
身
の
持
病
を
、
じ
つ
は
ζ

う
し
た
庶
民
の
用

語
で
診
断
し
て
い
た
の
で
あ
る
ー
ー
ー
。



註
(1
)
『
世
事
見
聞
録
』
か
ら
の
引
用
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
写
本
に
拠

っ
た
。

(

2

)

『
認
海
』
か
ら
の
引
用
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
写
本
に
拠
っ
た
。

(
3
)

『
耳
袋
』
か
ら
の
引
用
は
、
鈴
木
裳
三
氏
校
訂
の
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
十
六
巻
所
載
の
文
章
に
拠
っ
た
。

(
4
)

『
ボ
ン
ベ
日
本
滞
在
見
聞
記
』
(
沼
田

・
荒
瀬
訳
)
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
:
:
:
世
界
ど
と
の
国
と
い
え
ど
も
、
日
本
ほ
ど
眼
病
患
者

の
多
い
と
と
ろ
は
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
長
崎
で
の
経
験
を
材
料
に
し
て
眼
病
に
関
す
る
一
つ
の
統
計
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に

よ
る
と
、
住
民
の
大
体
八
%
は
眼
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
も
ち
ろ
ん
と
れ
は
長
崎
だ
け
の
乙
と
で
、
他
の
地
方
で
は
そ
の
割
合

は
い
ろ
い
ろ
さ
ま
ざ
ま
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
全
国
を
通
じ
て
み
て
眼
病
は
ず
い
ぶ
ん
多
い
。
」

(5
)

拙
論
「
飢
鐙
の
な
か
の
疾
病
」
『
北
里
大
学
教
養
部
紀
要
』
第
八
号
参
照
。

(6
〉
『
医
心
方
』
か
ら
の
引
用
は
、
日
本
古
医
学
資
料
セ
ン
タ
ー
刊
行
の
翻
刻
本
に
拠
っ
た
。

(7
〉
曲
直
瀬
玄
朔
『
済
民
記
』
か
ら
の
引
用
は
、
慶
大
北
塁
記
念
医
学
図
書
館
所
蔵
の
写
本
に
拠
っ
た
。

(8
〉

香
川
修
徳
『
一
本
堂
一
行
余
医
言
』
巻
三
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
茄
ハ
幡
町
気
ノ
凝
滞
シ
テ
、
痛
ヲ
ナ
ス
者
ナ
リ
。
多
ク
ハ
小
腹
ニ
在

ッ
テ
、
或
ハ
上
逆
シ
テ
奔
突
急
痛
ス
。
或
ハ
四
方
ニ
走
注
シ
テ
痛
ヲ
ナ
ス
。
或
ハ
隣
下
ヨ
リ
升
奔
シ
テ
心
ヲ
衡
キ
テ
痛
ミ
、
或
ハ
下
ッ
テ
陰
嚢
エ
控
エ

テ
痛
ヲ
ナ
シ
、
或
ハ
背
脊
ニ
引
キ
、
或
ハ
脇
肋
ニ
牽
キ
、
或
ハ
小
使
縮
マ
リ
、
或
ハ
大
便
秘
シ
、
或
ハ
前
後
ス
ル
ヲ
得
ズ
、
或
ハ
大
使
忽
チ
潟
シ
忽
チ

秘
シ
、
或
ハ
久
池
ヲ
ナ
シ
、
或
は
久
秘
ヲ
ナ
シ
、
或
ハ
皐
丸
エ
控
エ
引
キ
テ
、
腹
ニ
入
レ
パ
則
チ
痛
忍
プ
ペ
カ
ラ
ズ
。
」

(
9
)

澄
川
桂
洲
『
病
名
乗
解
』
か
ら
の
引
用
は
、
慶
大
北
里
記
念
医
学
図
書
館
所
蔵
の
写
本
に
拠
っ
た
。

(日
〉
山
田
珠
樹
訳
『
ツ
γ
ペ
ル
グ
日
本
紀
行
』
(
昭
和
三
年
)
四
四
二
|
三
頁
。

(日
)
杉
田
玄
白
『
毒
蓋
独
一
諾
』
か
ら
の
引
用
は
、
慶
大
北
里
記
念
医
学
図
書
館
所
蔵
の
写
本
に
拠
っ
た
。

と
の
小
論
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
大
塚
恭
男
博
士
お
よ
び
慶
大
名
誉
教
授
島
田
信
勝
博
士
か
ら
貴
重
な
御
教
示
を
得
た
乙

と
、
ま
た
文
献
に
つ
い
て
は
と
く
に
慶
大
北
里
記
念
医
学
図
書
館
の
蔵
曹
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
乙
と
を
記
し
、
乙
乙
に
謝
意
を
表
さ

〔
後
記
〕

せ
て
い
た
だ
く
。

(45) 333 



Diseases in the Edo era as described in Popular Literature 
噌
門
的

by Sh吋iTATSUKAWA 

This paper is an attempt to trace the structure of diseases and the view of disease among the common 

people in the Edo era as described in personal records...TANDAI“諦海"and MIMIBUKURO“耳袋"・・・，

COlIlic stories and SENRYO“川柳"

By tabulating the names of the diseases found in the above mentioned literature， we were able to 

note the following diseases as serious diseases in the Edo era. (The number in parenthesis indicates the 

number of times of the diseases appearing in them)， 

Eye disease (28) SENKI (25) 

Smallpox (22) Food poisoning (21) 

Toothache (19) Influenza (18) 

Syphilis (18) Haemorrhoids (17) 

SHAKU (17) Edema (14) 

Burns ー(13) Gonorrohea (12) 

Diarrhea ( 9) Impotence ( 9) 

Cerebral apoplexy (8) Abdomical pain ( 8) 

Pulmonary tuberculosis (7) Headache ( 7) 

(Sv〉

According to the above-mentioned literatures we were able to surmise that the most serious epidemics 



in the Edo era were those of smallpox， influenza， syphilis， gonorrhea and pulmonary tuberculosis， and 

that eye disease， food poisnoing， haemorrhoids and edema prevailed widely among the ]apanese in those 

days. 

On the other hand， they called most internal diseases with pain by the names of SENKI (茄気)and 

SHAKU (績).It is very difficult to identify the exact name of both diseases. We， however， were able 

to surmise that they were the following syndromes. That is， SENKI included some abdominal diseases 

with colic which was caused by worms， ulcer or gallstones of internal organs， diseases of the urninary 

and reproductive sysetms and others and the pain took a turn for the worse in cold weather. SHAKU 

included some shest diseases with acute or paroxysmal pain which was caused by spasm of the heart or 

stomach and some tumours， and nervous or mental disorder. (
L

S

)
 

出
向
的



日
本
医
史
学
雑
誌
・
第
二
十
巻

第
四
号
・
昭
和
四
十
九
年
十
月

昭
和
四
十
九
年
五
月
二
日
受
付
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医
療
及
び
保
健
衛
生
面
に

b
け
る
検
査
技
術
者
の

歴
史
、
医
療
面
に
、
お
け
る
発
展
に
つ
い
て

谷

島

清

良日

衛
生
検
査
技
師
、
臨
床
検
査
技
師
は
、
い
わ
ゆ
る
パ
ラ
メ
デ
ィ
カ
ル
系
の
技
術
者
と
し
て
、
医
師
の
も
と
に
あ
り
な
が
ら
半
ば
そ
れ
か
ら
独

立
し
て
医
療
及
び
保
健
衛
生
面
に
お
け
る
医
学
的
諸
検
査
に
従
事
す
る
も
の
で
、
そ
の
重
要
性
は
次
第
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

乙
れ
ら
技
師
の
資
格
制
度
が
定
め
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
三
三
年
の
「
衛
生
検
査
技
師
法
」
が
最
初
で
、
そ
の
歴
史
が
新
し
く
、
同

し
か
し
、

(48) 

じ
職
種
で
あ
る
看
護
婦
や
放
射
線
技
師

κ比
べ
て
医
学
史
的
研
究
も
少
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
乙
う
し
た
資
格
制
度
が
で
き
る
以
前
に
も
、

も
ち
ろ
ん
そ
の
母
体
は
あ
っ
た
の
で
、

そ
れ
を
仮
に
、
，
医
療
及
び
保
健
衛

生
面
に
お
け
る
検
査
技
術
者
が
と
呼
ぶ
乙
と
に
し
て
、
我
固
に
お
け
る
発
生
を
調
べ
た
結
果
、
明
治
維
新
後
の
急
激
な
伝
染
病
の
流
行
な
ど
に

伴
う
衛
生
上
の
必
要
か
ら
、
先
ず
そ
う
し
た
方
面
で
誕
生
し
た
乙
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
彼
等
の
従
事
し
た
検
査
の
内
容
、
検
査
技
術

ハ
1
t
3
)

習
得
の
事
情
な
ど
に
つ
い
て
も
、
特
に
保
健
衛
生
面
に
お
け
る
発
展
を
乙
れ
ま
で
に
報
告
し
た
。

乙
の
よ
う
な
検
査
技
術
者
の
医
療
面
に
お
け
る
発
展
過
程
を
調
査
し
た
。

調
査
の
た
め
の
座
標
と
し
て
は
、
乙
れ
ま
で
の
報
告
と
同
様
、
検
査
室
な
ど
の
諸
検
査
機
関
の
存
在
、
検
査
技
術
者
の
名
称
及
び
彼
等
の
従

事
し
た
検
査
の
内
容
を
主
体
に
し
た
。
乙
乙
で
、
医
療
面
と
は
、
疾
病
の
診
断
、
治
療
、
予
防
な
ど
の
一
切
を
含
む
も
の
主
し
、
ま
た
検
査
と

今
回
は
、

は
、
ζ

の
医
療
面
で
行
わ
れ
て
い
る
科
学
的
な
も
の
一
切
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
医
師
が
直
接
行
う
聴
診
、
打
診
な
ど
に
類
す



る
も
の
は
除
外
し
た
。

(

一

)

明
治
二
十
年
頃
ま
で
の
医
療
面
に
お
け
る
検
査
及
び
検
査
機
関

医
療
面
の
検
査
技
術
者
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
知
る
た
め
に
、
先
ず
、
医
療
面
で
ど
の
よ
う
な
種
類
の
検
査
が
い

っ
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
調
べ
て
み
る
と
、
簡
単
な
も
の
は
既
に
江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
乙
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

尿
の
酸
性
、
糖
量
を
調
べ
る
物
理
化
学
的
な
検
査
や
寄
生
虫
の
観
察
な
ど
で
あ
る
。

明
治
に
入
っ
て
か
ら
は
、
さ
ら
に
、
顕
微
鏡
に
よ
る
寄
生
虫
卵
、
細
菌
、
尿
枕
査
の
観
察
及
び
血
球
計
数
な
ど
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

た
ん
ぱ
く
質
、
尿
索
、
尿
酸
の
測
定
な
ど
相
当
複
雑
な
も
の
ま

駐
(1
)

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
生
理
学
的
な
検
査
に
属
す
る
肺
気
量
計
の
乙
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

物
理
化
学
的
な
検
査
で
は
、
尿
の
性
状
や
成
分
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
糖
分
、

な
お
、
血
液
成
分
に
つ
い
て
の
検
査
は
殆
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
単
に
外
国
記
事
の
紹
介
と
し
て
、
血
中

コ
レ
ス
テ
リ
ン
量
の
測
定
な
ど
が
あ
る

に
す
ぎ
な
い
。
ち
な
み
に
、
注
射
器
は
、
明
治
六
年
に
は
既
に
今
日
の
原
型
を
な
す
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
乙
れ
は
主
に
薬
物
注
入
用

で
あ
っ
た
ら
し
い
。
先
の
血
球
計
数
に
用
い
ら
れ
た
血
液
は
、
指
先
よ
り
メ
ス
様
の
も
の
で
傷
つ
け
、
ス
ポ
イ
ド
で
採
取
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
検
査
を
行
っ
た
と
み
ら
れ
る
医
療
機
聞
に
つ
い
て
み
る
と
、
明
治
十
年
頃
ま
で
に
は
、
私
設
の
病
院
は
も
ち
ろ
ん
公
立
の
病
院
が
殆

(
4〉

ん
ど
の
府
県
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

(
5
t
M〉

し
か
し
、
ま
だ
そ
の
頃
、
病
院
の
中
に
検
査
室
は
み
ら
れ
な
い
し
、
検
査
技
術
者
も
存
在
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
医
療
面
の

諸
検
査
は
、
医
師
自
身
が
そ
れ
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

(

一
一

)

旧
日
本
軍
隊
病
院
に
お
け
る
検
査
室
の
出
現
と
検
査
担
当
兵
の
活
動

病
院
な
ど
医
療
機
関
の
中
に
検
査
室
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
に
医
師
で
な
い
専
門
の
検
査
技
術
者
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
明
治
二
十

(49) 337 



(m
t
m
)
註
(
2

)

年
代
に
入
っ
て
、
旧
日
本
軍
隊
の
病
院
に
お
け
る
も
の
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
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明
治
十
九
年
、
海
軍
病
院
に
薬
剤
掛
や
薬
剤
官
が
置
か
れ
て
、
医
事
に
関
す
る
試
験
、
分
析
を
担
当
す
る
よ
う
に
決
め
ら
れ
た
の
を
は
じ
め
、

そ
の
後
、
各
地
の
海
軍
病
院
や
陸
軍
病
院
ハ
昭
和
十
一
年
ま
で
は
衛
成
病
院
と
呼
ば
れ
た
)
に
試
験
室
、
試
験
所
、
理
化
学
的
試
験
室
、
衛
生

試
験
室
な
ど
と
い
う
検
査
室
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
乙
れ
ら
の
検
査
室
に
は
、
薬
剤
官
、
薬
剤
士
、
ま
た
階
級
に
応
じ
て
看
護
長
、
看
護
師
、
看
護
手
、
看
護
と
呼
ば
れ
る
検
査
担
当

の
兵
達
が
存
在
し
た。

し
か
し
、
行
わ
れ
た
検
査
は
、
薬
品
や
鉱
物
、
被
服
、
飲
食
品
に
つ
い
て
の
理
化
学
的
、
細
菌
学
的
試
験
や
裁
判
化
学
的
な
も
の
な
ど
軍
隊

生
活
に
お
け
る
環
境
衛
生
、
食
品
衛
生
、
薬
事
に
関
す
る
も
の
で
、
い
わ
ば
、
保
健
衛
生
面
の
検
査
に
属
す
る
も
の
が
主
体
で
あ
っ
た
。

医
療
面
の
検
査
に
関
し
て
乙
の
よ
う
な
検
査
室
が
み
ら
れ
た
例
を
、
軍
隊
病
院
の
中
に
求
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

明
治
二
九
年
、
東
京
衛
成
病
院
細
菌
研
究
室
、
細
菌
学
的
診
断
実
施
。

(50) 

同
三
六
年
、
横
須
賀
海
軍
病
院
病
的
検
査
室
、
略
疲
、
便
、
尿
の
細
菌
検
査
実
施
。

同
四
三
年
、
海
軍
病
院
規
則
第
二
二
条
、
細
菌
学
的
及
病
理
学
的
検
査
、
病
的
検
査
室
に
関
し
て
規
定
。

同
四
三
年
、
習
志
野
衛
成
病
院
病
理
試
験
室
、
パ
ラ
チ
フ
ス
菌
保
有
者
検
索
。

大
正
八
年
、
佐
世
保
海
軍
病
院
病
的
検
査
室
、
看
護
手
、
鍍
銀
染
色
の
一
新
法
報
告
(
写
真
左
)
。

以
上
の
事
例
に
み
ら
れ
る
通
り
、
海
軍
病
院
に
は
多
く
H

病
的
検
査
室
H

と
呼
ば
れ
る
検
査
室
が
存
在
し
、
陸
軍
病
院
で
は
乙
れ
に
対
し
、

グ病
理
試
験
室
u

と
呼
ば
れ
る
検
査
室
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
乙
れ
ら
の
検
査
室
で
は
、
特
に
病
的
人
体
材
料
に
つ
い
て
の
細
菌
学
的
、
病
理
学
的
検
査
す
な
わ
ち
医
療
面
の
検
査
が
行
わ
れ
た

の
で
あ
る
。
な
お
、
大
正
十
年
に
は
ζ

れ
に
加
え
て
医
化
学
的
な
検
査
を
行
う
よ
う
海
軍
病
院
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
病
理
試
験
室
の
方
で
飲
用
水
の
細
菌
検
査
が
行
わ
れ
た
例
も
あ
る
し
、
ま
た
、
先
の
試
験
室
、
試
験
所
な
ど
で
病
的
材
料
の
検
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当
初
か
ら
同
じ
よ
う
な
兵
達
が
そ
の
任
務
を
命
ぜ
ら
れ
て

い
た
(
写
真
右
)
。

後
に
海
軍
で
は
、

大
正
九
年
に
看
護

兵
、
看
護
兵
曹
、
看
護
兵
首
長
と
改
め
ら
れ
た
。

看
護
手
や
看
護
兵
達
の
検
査
技
術
に
関
す
る
教
育
に
つ

い
て
は
、
始
め
の
う
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
病
院
で
、
看

護
術
な
ど
と
共
に
行
わ
れ
が
叶

2
Vか
し
、
大
正
十
一
年
に
、

海
軍
で
は
軍
医
学
校
に
選
修
科
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
で
、

防
疫
(
細
菌
検
査
)
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
、

化
学
試
験
を
行
う

専
門
技
術
者
を
養
成
す
る
目
的
の
も
と
に
育
て
ら
匂
恥
)

結
局
、
ζ

れ
ら
の
検
査
担
当
兵
達
が
医
療
面
に
お
け
る

(
=
一

〉

一
般
病
院
に
お
け
る
検
査
室
の
設
置
と
検
査

技
術
者

軍
隊
病
院
に
お
け
る
検
査
室
の
機
構
は
、
後
に
、
海
軍

(51) 339 



(
幻
、
お
)

で
大
正
五
年
頃
か
ら
軍
艦
に
も
適
用
さ
れ
、
細
菌
検
査
担
任
鑑
な
ど
も
で
き
た
が
、
乙
の
頃
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
一
般
病
院
に
検
査
室
が
普

340 

及
す
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

次
に
そ
の
例
を
示
す
。

大
正
始
め
、
神
戸
市
立
東
山
病
院
試
験
室
、
鏡
検
室
、
医
化
学
室
あ
り
。

同
三
年
、
日
本
赤
十
字
社
病
院
病
理
試
験
室
で
き
る
。

同
五
年
、
共
済
病
院
病
的
検
査
室
あ
り
。

同
九
年
、
県
立
神
戸
病
院
臨
床
検
査
部
で
き
る
。

同
十
四
年
、
倉
敷
中
央
病
院
研
究
室
で
き
る
。

昭
和
始
め
、
東
京
衛
生
病
院
検
査
室
あ
り
。

同
四
年
、
金
沢
医
科
大
学
附
属
病
院
検
査
部
で
き
る
。

(52) 

同
十
二
年
、
東
京
逓
信
病
院
試
験
室
あ
り
、
外
来
及
び
病
室
に
小
検
査
室
附
属
。

乙
れ
ら
の
中
で
、
特
に
検
査
技
術
者
が
存
在
し
た
の
は
、
神
戸
市
立
東
山
病
院
の
細
菌
検
査
助
手
で
、
明
治
三
五
年
か
ら
雇
用
さ
れ
て
い
る

が
、
乙
れ
は
特
殊
な
例
で
、
そ
の
他
は
、
日
本
赤
十
字
社
病
院
病
理
試
験
室
の
技
手
(
昭
和
九
年
か
ら
〉
と
金
沢
医
科
大
学
附
属
病
院
検
査
部

の
検
査
員
(
昭
和
四
年
か
ら
〉
だ
け
で
あ
る
。

一
般
病
院
で
は
、
大
体
昭
和
の
始
め
頃
か
ら
次
第
に
検
査
室
に
検
査
技
術
者
が
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

大
学
病
院
で
も
、
外
来
検
査
室
や
各
科
の
研
究
室
に
診
療
、
研
究
の
手
助
け
を
す
る
用
員
が
置
か
れ
、
病
理
組
織
切
片
作
製
、
尿
、
便
の
検

査
な
ど
を
見
習
い
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
の
始
め
か
ら
だ
と
の
乙
と
で
あ
る
。

従
っ
て
、

以
上
の
他
に
、
病
院
で
は
な
い
が
、
検
査
機
関
の
一
つ
と
し
て
東
京
顕
微
鏡
検
査
所
、
九
州
伝
染
病
研
究
所
と
い
う
と
乙
ろ
が
あ
っ
た
。
前

(

4

)

 

者
は
明
治
二
四
年
、
遠
山
棒
吉
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
医
学
的
諸
検
査
を
事
業
と
し
た
が
、
そ
乙
に
検
査
技
術
者
が
存
在
し
た
か
ど



いう
TこQ か
0::;確

か
で
な
い。
後
者
lζ 
て〉

て
は

い
つ
ど
ろ
設
立
さ
れ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
大
正
十
一
年
に
は
確
か
に
検
査
技
術
者
が
在
職
し
て

と
れ
ら
一
般
病
院
に
お
け
る
検
査
技
術
者
逮
の
資
格
に
つ
い
て
は
、
大
学
病
院
に
お
け
る
と
同
様
、
単
な
る
見
習
い
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
は

軍
隊
病
院
な
ど
か
ら
移
行
し
て
き
た
人
達
で
あ
っ
た
。

結

語

医
師
で
は
な
く
、
半
ば
そ
れ
か
ら
独
立
し
て
医
療
及
び
保
健
衛
生
面
の
医
学
的
諸
検
査
に
従
事
す
る
検
査
技
術
者
、
す
な
わ
ち
今
日
の
衛
生

検
査
技
師
や
臨
床
検
査
技
師
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
特
に
保
健
衛
生
面
を
主
体
に
調
べ
た
と
乙
ろ
、
我
国
で
は
明
治
の
始
め
に

発
生
し
、
地
方
自
治
体
あ
る
い
は
国
の
職
員
と
し
て
主
に
環
境
衛
生
、
食
品
衛
生
、薬
事
面
の
検
査
に
活
躍
し
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

-
乙
れ
は
、
明
治
維
新
以
来
の
衛
生
行
政
上
の
政
策
と
深
い
つ
な
が
り
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
、
国
や
地
方
自
治
体
に
衛
生
試

(53) 

験
所
や
細
菌
検
査
所
な
ど
の
検
査
機
関
が
設
け
ら
れ
て
発
展
し
て
行
く
。

ま
た
、
こ
れ
ら
保
健
衛
生
面
に
お
け
る
検
査
技
術
者
の
知
識
技
能
の
向
上
に
対
し
て
は
、
当
時
の
内
務
省
衛
生
試
験
所
、
北
里
柴
三
郎
の
伝

染
病
研
究
所
が
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
た
乙
と
も
事
実
で
あ
っ
た
。

旧
日
本
軍
隊
で
は
、
最
初
、

(辺
、お
)

こ
う
し
た
衛
生
行
政
面
の
制
度
や
外
国
事
情
の
視
察
な
ど
か
ら
啓
発
さ
れ
て
、
軍
隊
病
院
内
に
、
環
境
食
品
、

薬
品
衛
生
に
関
す
る
検
査
機
関
と
し
て
試
験
室
、
試
験
所
、
理
化
学
的
試
験
室
な
ど
を
設
置
し
た
。

と
乙
ろ
が
、
後
に
、
軍
隊
病
院
で
は
こ
れ
を
医
療
の
面
に
ま
で
発
展
さ
せ
、
い
ち
早
く
病
理
試
験
室
、
病
的
検
査
室
の
制
度
を
整
え
る
。
そ

こ
に
検
査
担
当
の
看
護
兵
達
を
配
置
し
、
人
体
材
料
の
細
菌
学
的
、
病
理
学
的
、
医
化
学
的
検
査
な
ど
を
専
門
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

ζ

れ
は
、
、
単
に
医
療
面
に
お
け
る
検
査
技
術
者
の
発
展
の
み
な
ら
ず
、
医
療
面
に
お
け
る
検
査
(
一
般
に
は
臨
床
検
査
、
臨
床
病

従
っ
て
、

理
検
査
と
も
言
わ
れ
る
〉
や
検
査
室
の
発
展
に
対
し
て
、
実
に
先
駆
的
役
割
を
果
し
た
と
言
う
乙
と
が
で
き
る
が
、
検
査
技
術
者
と
し
て
の
看

341 



結
局
、
ζ

れ
ら
の
看
護
兵
達
が
、
医
療
面
に
お
け
る
検
査
技
術
者
の
母
体
で
あ
ろ
う
。

護
兵
達
の
活
躍
は
、
本
文
の
写
真
に
例
を
み
る
ご
と
く
、
当
時
た
い
へ
ん
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

342 

も
ち
ろ
ん
、
検
査
室
を
主
宰
し
た
の
は
軍
医
で
あ
り
、
看
護
兵
達
の
指
導
は
彼
等
が
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
乙
れ
も
見
逃
す
乙
と

が
で
き
な
い
。

軍
医
学
校
は
、
そ
う
い
う
意
味
か
ら
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。

軍
医
学
校
が
、
か
か
る
検
査
の
面
で
い
か
に
進
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
そ
れ
を
物
語
る
事
例
を
細
菌
検
査
に
つ
い
て
み
る
ζ

と
が
で
き

(
沼
〉

る
。
ま
た
、
当
時
軍
医
学
校
に
あ
っ
て
、
実
際
の
検
査
や
検
査
技
術
の
教
育
に
携
っ
て
お
ら
れ
た
方
々
の
回
想
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
も
の
が

(
お
、
お
〉

あ
る
。一

般
病
院
で
も
、
早
く
か
ら
ζ

の
よ
う
な
検
査
室
制
度
を
採
り
入
れ
た
跡
は
み
ら
れ
た
が
、
や
は
り
、

一
定
の
検
査
技
術
者
を
専
従
さ
せ
る

に
到
る
ま
で
に
は
時
聞
が
か
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

(54) 

な
お
、

一
般
病
院
に
お
け
る
検
査
技
術
者
の
知
識
技
能
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
先
に
記
し
た
伝
染
病
研
究
所
な
ど
が
定
期
的
な
講
習
会
を
開

〈

2
、8
)

乙
れ
ら
が
そ
の
一
役
を
担
っ
て
い
た
乙
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

い
て
い
た
か
ら
、

一
般
病
院
に
充
実
し
て
い
っ
た
検
査
技
術
者
は
、
昭
和
二
十
年
、
第
二
次
大
戦
の
終
了
と
と
も
に
、
軍
隊

病
院
は
現
在
の
国
立
病
院
に
改
組
さ
れ
、
や
が
て
多
く
の
病
院
に
中
央
検
査
室
が
生
れ
て
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
保
健
衛
生
面
の

検
査
技
師
と
一
体
に
な
っ
て
今
日
の
衛
生
検
査
技
師
、
臨
床
検
査
技
師
に
発
展
し
て
行
く
。

乙
の
よ
う
に
し
て
、
軍
隊
病
院
、

ζ

の
閣
の
事
情
は
追
っ
て
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
乙
の
乙
と
を
考
え
る
と
、
今
日
の
衛
生
検
査
技
師
や
臨
床
検
査
技
師
の
発
展
に
と
っ

て
、
ま
た
医
療
面
に
お
け
る
検
査
体
制
の
確
立
に
対
し
て
、
軍
隊
病
院
が
い
か
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
き
た
か
を
改
め
て
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

〈
本
報
告
の
要
旨
は
、
第
七
四
回
日
本
医
史
学
会
総
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

ζ

れ
に
対
し
金
沢
の
津
田
進
三
先
生
よ
り
懇
切
な
る
御
助
言
、



御
激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
稿
を
終
る
に
踏
み
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
〉

註(1
)
、
次
の
よ
う
な
臨
床
各
科
の
歴
史
や
疾
病
史
、
医
育
史
を
参
照
し
、
ま
た
診
断
学
、
病
理
学
、
医
育
関
係
の
古
書
、
定
期
刊
行
物
に
つ
い
て
調
査
し

た。O
藤
井
尚
久
、
本
邦
内
科
史
、
明
治
前
日
本
医
学
史
三
巻
、
日
本
学
術
援
興
会
、
東
京
、
昭
和
三
一
年
。

O
富
士
川
務
、
日
本
医
学
史
、
日
新
書
院
、
東
京
、
昭
和
十
六
年
。

O
荒

瀬

進

、
徳
川
幕
府
直
轄
の
長
崎
医
学
校
教
育
方
針
と
そ
の
附
属
病
院
運
営
の
回
顧
、
医
学
史
研
究
、
二
一
号
、

一
O
八
五
頁
、
昭
和
田
一
年
。

O
扶
欽
蘭
度
、
青
木
浩
斎
訳
、
察
病
亀
鑑
上
中
下
、
企
口
章
軒
蔵
版
、
安
政
四
年
。

O
緒
方
洪
庵
、
扶
氏
経
験
遺
訓
巻
之
九
、
巻
之
二
三
及
び
附
録
巻
之
二
、
適
ん
ベ
斎
蔵
版
、
安
政
四
年
。

O
本
間
期
間
軒
、
内
科
秘
録
巻
一
及
び
巻
九
、
自
準
亭
蔵
版
、
元
治
元
年
。

O
小
森
桃
潟
、
病
因
精
義
(
一
)
、
公
己
及
び
(
九
)
、
京
都
吉
田
屋
治
兵
衛
、
文
政
十
年
。

O
エ
ル
メ
レ
シ
ス
、
原
病
学
通
論
巻
之
一
及
び
巻
之
三
、
三
友
舎
蔵
版
、
明
治
七
年
。

O
小
林
義
直
、
内
科
必
携
理
学
診
断
法
、
英
蘭
堂
、
東
京
、
明
治
九
年
。

O
石
塚
友
玄
、
検
尿
必
携
、
英
蘭
堂
、
東
京
、
明
治
九
年
。

O
松
本
市
左
衛
門
、
医
療
器
械
図
譜
、
東
京
島
村
利
助
、
明
治
十
一
年
。

O
柴
図
示
枝
、
顕
微
鏡
用
法
、
東
京
島
村
利
助
、
明
治
十
二
年
。

O
吉
松
文
治
、
診
断
図
説
図
式
、
汎
愛
閣
、
明
治
十
二
年
。

O
森
鼻
宗
一
次
纂
訳
、
皮
下
注
射
要
略
、
大
阪
浅
井
吉
兵
衛
、
明
治
六
年
。

O
陸
軍
本
病
院
録
事
、
新
験
毒
虫
考
説
、
東
京
医
事
新
誌
、
三
十

I
二
一
号
、
明
治
十
一
年
。

O
万
国
医
学
会
議
記
事
、
肝
臓
ノ
排
池
機
能
論
、
東
京
医
事
新
誌
、
三
五
号
、
明
治
十
一
年
。

O
熊

谷

乾

、
血
球
計
ノ
説
、
中
外
医
事
新
報
、
十
号
、

一
頁
、
明
治
十
三
年
。

O
雑
報
、
済
生
学
舎
学
則
、
済
生
学
舎
医
事
新
報
、

一
号
、
七
三
頁
、
明
治
二
六
年
。

(2
)、
海
軍
衛
生
制
度
史
一
巻
、
帝
国
衛
生
法
令
、
現
行
日
本
法
令
大
全
に
は
次
の
よ
う
な
条
例
、
規
則
が
所
収
さ
れ
て
お
り
、
乙
れ
ら
を
参
照
し
た
。

O
海
軍
病
院
通
則
、
明
治
十
九
年。

(55) 343 
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O
海
軍
病
院
条
例
、
同
三
十
年
。

O
海
軍
病
院
規
則
、
同
三
十
年
。

O
海
軍
病
院
令
、
大
正
十
年
。

O
海
軍
々
医
学
校
令
、
同
十
一
年
。

O
衛
戊
病
院
条
例
、
明
治
四
一
年
。

ま
た
、
陸
軍
海
軍
の
軍
医
関
係
の
雑
誌
は
創
刊
か
ら
昭
和
の
始
め
ま
で
参
照
し
た
が
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

O
軍
医
学
会
雑
誌
一
号
(
明
治
十
九
年

)
I
二
七
号
(
明
治
二
二
年
)
。

O
陸
軍
々
医
学
会
雑
誌
二
八
号
(
明
治
二
二
年
)
1
一
七
五
号
(
明
治
四
二
年
)
。

O
軍
医
団
雑
誌
一
号
(
明
治
四
二
年

)
t
一二

O
号
(
昭
和
五
年
)
。

O
海
軍
医
事
報
告
撮
要
一
号
(
明
治
十
五
年
)
l
七
二
号
(
大
正
十
年
)
。

O
海
軍
々
医
会
々
報
一
号
(
明
治
四
五
年
)
1
一
一
一
号
(
大
正
七
年
)
。

O
軍
医
会
・
4

報
二
二
号
(
大
正
八
年

)
l
三
四
号
(
大
正
十
年
)
。

O
海
軍
々
医
会
雑
誌
三
五
号
(
大
正
十
一
年

)
t
五
十
号
(
大
正
十
四
年
)
。
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文

献

(1
)
 

(2
)
 

(3
)
 

(4
)
 

(5
〉

(6
)
 

(
7

)
 

(8
)
 

(9
〉

谷
島
清
郎
、
江
戸
時
代
の
衛
生
検
査
、
医
学
史
研
究
、
三
二
号
、

一
二
五
頁
、
昭
和
四
四
年
。

浦
智
恵
子
、
谷
島
清
郎
、
衛
生
検
査
技
師
の
歴
史
、
衛
生
検
査
、
十
九
巻
、
三
O
八
頁
、
昭
和
四
五
年
。

谷
島
清
郎
、
浦
智
恵
子
、
衛
生
検
査
と
の
言
葉
の
発
生
と
内
容
の
史
的
推
移
に
つ
い
て
、
衛
生
検
査
、
ニ
十
巻
、
二
ニ
頁
、
昭
和
四
六
年
。

日
本
科
学
史
会
、
日
本
科
学
技
術
史
大
系
何日、

医
学
I
、
第
一
法
規
出
版
、
東
京
、
昭
和
四
十
年
。

大
鳥
蘭
三
郎
、
近
世
日
本
病
院
略
史
、
中
外
医
事
新
報
、

=
=
二

t
一
二
二
六
号
、
昭
和
十
年
。

横
浜
市
役
所
、
横
浜
市
史
稿
政
治
編
三
、
丸
善
、
横
浜
、
昭
和
七
年
。

千
葉
大
学
医
学
部
八
五
年
史
、
同
創
立
八
五
周
年
記
念
会
、
千
葉
、
昭
和
三
九
年
。

堀

道

紀

、
佐
藤
静
馬
鑑
編
、
神
戸
市
立
東
山
病
院
史
、
神
戸
市
衛
生
局
、
神
戸
、
昭
和
三
一
年
。

臼
本
赤
十
字
社
、
日
本
赤
十
字
社
病
院
沿
革
、
日
本
赤
十
字
社
病
院
年
報
、
昭
和
一
冗
年
。



(ω
)
 

(
孔
)
(ロ
)

(
日
)

(U
)
 

(
日
)

(
日
)

(口
)

(
同
〉

(
印
)

(
初
)

(
幻
)

(
幻
)

(
お
)
(μ
)
 

(
お
)

(お
)

(
幻
)

(お
)

(
鈎
)
(ω
)
 

(
M

U
)
 

(
勾
)

(
幻
)

神
戸
医
科
大
学
史
、
同
史
編
纂
委
員
会
、
神
戸
、
昭
和
四
三
年
。

金
沢
大
学
医
学
部
百
年
史
、
同
創
立
百
年
記
念
会
、
金
沢
、
昭
和
四
七
年
。

日
野
原
重
明
、
橘

敏

也

、
聖
路
加
病
院
に
於
け
る
臨
床
検
査
室
運
営
の
実
際
、
臨
床
検
査
、

一
巻
、
二
四
三
頁
、
昭
和
三
二
年
。

田

村

清

、
北

林

滋

、
私
の
検
査
室
東
京
衛
生
病
院
、
臨
床
検
査
、

一
巻
、

一
二
二
頁
、
昭
和
三
二
年
。

川
西
功
弟
、
大
正
十
四
年
に
で
き
た
研
究
室
|
倉
敷
中
央
病
院
、

E
F・
司
コ

g
仏師

二
巻
、
二
三
頁
、
昭
和
四
六
年
。

壁
島
為
造
編
、
海
軍
衛
生
制
度
史
一
巻
、
海
軍
軍
医
会
、
大
正
十
五
年
。

博
文
館
編
輯
局
、
現
行
日
本
法
令
大
全
上
中
下
、
博
文
館
、
東
京
、
大
正
二
年
。

飯
尾
次
郎
、
帝
国
衛
生
法
令
、
丸
善
、
東
京
、
明
治
二
九
年
。

陸
軍
々
医
学
会
雑
誌
、
海
軍
々
医
会
々
報
。

都
築
宗
正
、
腸
窒
扶
期
ノ
細
菌
学
的
診
断
ニ
就
テ
、
陸
軍
々
医
学
会
雑
誌
、
八
五
号
、
六
七
一
頁
、
明
治
三
十
年
。

百
瀬
一
一

、
明
治
三
六
年
中
横
須
賀
海
軍
病
院
病
的
検
査
室
エ
於
ケ
ル
業
績
、
海
軍
医
事
報
告
撮
要
、
四
三
号
、
七
一
頁
、
明
治
三
六
年
。

鶴
岡
岩
三
郎
、
騎
兵
第
十
三
聯
隊
エ
於
ケ
ル
「
パ
ラ
チ
フ
ス
」
菌
保
有
者
検
窯
成
績
、
軍
医
団
雑
誌
、
十
八
号
、
九
三
九
頁
、
明
治
四
三
年
。

海
軍
病
院
条
例
第
二
条
、
明
治
三
十
年
。

衛
氏
病
院
条
例
第
二
条
、
明
治
四
一
年
。

石
田
同
大
介
、
病
院
付
看
護
卒
ノ
教
育
ニ
就
テ
、
軍
医
団
雑
誌
、
十
一
号
、

一
五
七
頁
、
明
治
四
三
年
。

海
軍
々
医
学
校
令
第
十
七
条
、
大
正
十
一
年
。

有

馬

玄

、
海
軍
奉
仕
五
十
年
回
顧
録
(
三
)
、
東
京
医
事
新
誌
、
七
五
巻
、
七
六
九
頁
、
昭
和
三
三
年
。

松
限
武
次
、
新
艦
犠
装
エ
就
テ
、
海
軍
医
事
報
告
撮
要
、
七
十
号
、

一一貝
、
大
正
八
年
。

有

馬

玄

、
海
軍
奉
仕
五
十
年
回
顧
録
(
四
)
、
東
京
医
事
新
誌
、
七
六
巻
、
四
九
頁
、
昭
和
三
四
年
。

東
京
逓
信
病
院
三
十
年
史
、
同
病
院
、
東
京
、
昭
和
四
四
年
。

土

屋

茂

、
金
沢
大
学
医
学
部
第
二
内
科
技
官
の
談
話
。

海
軍
々
医
会
雑
誌
、
三
七
号
、
二
三

O
頁
、
大
正
十
一
年
。

谷
口

謙
、
伯
林
衛
氏
病
院
嬰
記
、
陸
軍
々
医
学
会
雑
誌
、
三
三
号
、

一
頁
、
明
治
二
三
年
。

雑
録
、
陸
寧
々
医
学
校
ノ
任
務
、
同
前
誌
、
六
五
号
、
四
五
七
頁
、
明
治
二
六
年
。

(57) 345 



(;::!; ) 縫蛍~川波' 継匿E長制鴻5単線 l 各都総ü~~~' 印、入 、 Iト'" tヘ'十川講和， 1 1 g[¥II¥!1Jr:.'殴長田11母。

(~ ) {-t剛 健'醤蛍探勝蕊組昭'凶れQ崎会ぐ'同長線Eミ虐'堕長田 11廿。

(~ ) 4闘状 五時' 醤*~桝ü4r唱m ' 醤社長~桝' 十川講(0' 1附く限'堕占王国国社。
(司同日~-lくか凶習量諮gEZ同窓4くれ括経剥お提~)

The Rise and Development in ]apan of Medical Laboratory 

Technicians in the Clinical Area 

by Kiyoo T ANISHIMA 

The author reported in another paper that medical laboratory technicians in Japan had developed in 

the first part of the Meiji era (l868~ 1913) in the area of pu blic health. 

Today， however， many such technicians work in the clinical area， too. This paper is a short history 

of their development. 

1) In the middle of the Meiji era， medical or clinical laboratories were established in military 

hospitals. 

2) In these laboratories， there were hospital attendants， privates or sanitation soldiers. They were 

engaged in examining blood， urine， sputum， etc.， by bacteriological， pathological and biochemical methods. 

They were trained in the above laboratories or in the Army or Navy medical schools. 

3) For the first time， such laboratory technicians appeared in civil hospitals in the first part of the 

Showa era (1926一一一).

They were apprentices either from hospitals or from the military hospitaJs. 

由
噌
円

(
∞
由
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日
本
医
史
学
維
誌

・
第
二
十
巻

第
四
号

・
昭
和
四
十
九
年
十
月

昭
和
四
十
九
年
七
月
二
十
九
日
受
付

俳
句
の
季
語
に
投
影
し
て
い
る

本
草
網
目
の
薬
物
文
化

浦

良日

わ
が
国
個
有
の
庶
民
文
芸
で
あ
り
、
生
活
詩
で
も
あ
る
俳
句
は
、
そ
の
初
め
発
句
と
い
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
も
と
は
卑
近

・
滑
稽
を
モ
チ

ー
フ
に
す
る
連
歌
の
詠
み
初
め
の
句
、
す
な
わ
ち
発
句
(
第
一
句
)
を
意
味
す
る
用
語
で
あ
り
ま
し
た
。

(59) 

乙
れ
が
後
に
連
歌
か
ら
独
立
し
、
五

・
七

・
五
の

一
七
音
で
詠
む
「
言
い
切
り
の
句
」

(
完
結
し
た
表
現
形
態
)

と
な
り
、
ま
た
そ
の
詩
韻

の
聞
に
季
節
感
を
潜
ま
す
仕
来
り
と
し
て
踏
襲
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
江
戸
期
に
入
り
松
永
貞
徳
(
一
五
七
二

t
一
六
五
三
)
は
形
式
を
重
ん
じ
、松

尾
芭
蕉
(
一
六
四
四
l
一
六
九
四
)
以
降
は
幽
玄
関
寂
を
尊
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
期
に
入
り
、
短
歌
や
俳
句
の
革
新
会
称
え
、
短
歌
の
結
社
ア
ラ
ラ
ギ
、
ま
た
俳
句
に
お
い
て
は
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
結
成
し
て
お
り
ま
す
正

岡
子
規
(
一
入
六
七

t
一九
O
七
)
の
句
に

疲
一
斗
へ
ち
ま
の
水
も
間
に
合
わ
ず

と
い
う
作
品
が
あ
り
、
乙
の
句
意
が
子
規
の
没
後
、
門
下
生
が
師
を
敬
慕
し
造
業
を
讃
え
て
参
集
す
る
命
日
「
糸
爪
忌
」
の
名
称
の
由
来
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

と
ζ

ろ
が
糸
爪
な
る
作
物
を
紹
介
す
る
も
の
は
、農
書
は
別
と
し
て
中
国
本
草
に
お
い
て
本
草
綱
目
が
最
初
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち

347 



前
掲
、
子
規
の
句
に
お
け
る
「
へ
ち
ま
」
は
本
草
の
薬
物
で
あ
り
、
句
意
は
糸
爪
の
薬
物
利
用
を
内
容
に
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
中
国
本

草
の
薬
物
利
用
が
わ
が
国
に
招
来
し
、庶
民
の
基
居
文
化
、生
活
資
料
に
定
着
し
俳
句
に
詠
ま
れ
て
い
る
も
の
は
そ
の
他
に
も
沢
山
あ
り
ま
す
。

い
ま
、
わ
が
国
庶
民
の
生
活
詩
で
あ
る
俳
句
の
季
語
に
投
影
し
て
い
る
本
草
綱
目
の
薬
物
文
化
を
若
干
担
え
、
わ
が
国
庶
民
の
精
神
的
文
化

348 

を
構
成
す
る
要
素
と
そ
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
中
国
明
代
一
六
世
紀
、
万
暦
一
八
年
三
六
O
三
)
、
四
川
蓬
県
知
事
で
あ
っ
た
李
時
珍
が
、
二
六
年
の
歳
月
を
費
し
て
薬
物
一
八
九

八
種
に
つ
い
て
釈
名
と
集
解
、
気
味
、
主
治
、
修
治
、
発
明
、
正
誤
付
方
な
ど
七
項
に
わ
た
っ
て
解
説
し
て
い
る
、
古
今
無
双
の
本
草
書
『
本

草
綱
目
』
(
五
二
巻
)
(
金
陵
本
)
が
南
京
か
ら
上
梓
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
警
に
収
載
し
て
い
る
薬
物
は
、
神
農
本
草
経
以
来
の
仕
来
り
で
あ
る
薬
物
を
上
・中
・下
、
貴
賎
の
別
に
区
別
す
る
三
品
分
類
を
廃
し
、
代

(60) 

っ
て
近
代
博
物
学
的
セ
ン
ス
を
導
入
し
、
水
部
か
ら
人
部
に
至
る
一
六
部
に
大
別
し
、
そ
れ
ら
を
さ
ら
に
六

O
類
に
細
別
し
て
お
り
ま
す
。
加

え
て
在
来
薬
物
の
分
条
、
合
併
、
改
名
な
ど
も
李
時
珍
独
自
の
見
解
に
基
い
て
か
な
り
大
胆
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
引
用
し
た
本
草
書
に
お
い

て
は
従
来
の
八
四
書
に
さ
ら
に
二
七
六
書
を
加
え
て
計
三
六

O
書
の
多
き
に
達
し
、
古
今
経
史
百
家
書
自
に
お
い
て
も
一
五

一
書
に
四
四

O
書

を
加
え
て
五
九
一
書
を
引
用
し
て
お
り
ま
す
。

乙
の
引
用
書
の
中
に
四
書
五
経
を
は
じ
め
、
六
朝
の
時
代
思
想
の
投
影
物
で
あ
る
志
怪
小
説
、
あ
る
い
は
漢
民
族
の
宗
教
で
あ
る
道
教
の
テ

キ
ス
ト
か
ら
仏
典
の
金
光
明
経
な
ど
も
あ
り
、

一
方
、
華
北
乾
地
畑
作
地
帯
の
翠
耕
農
法
と
そ
の
展
開
文
化
を
説
く
古
代
農
法
の
決
定
版

・
斉

民
要
術
、
あ
る
い
は
庶
民
の
生
活
指
導
書
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
居
家
必
要
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
呂
氏
春
秋
の
十
二
季
の
首
章
を
源
流
に
仰
ぐ
、
支
配
者
の
側
か
ら
民
に
時
を
告
ら
す
性
格
の
礼
記

・
月
令
や
准
南
子

・
時
則
訓
、
そ

の
逆
に
富
農
的
農
家
経
営
に
お
け
る
農
作
業
の
手
順
を
説
く
四
民
月
令
、
ま
た
中
国
の
稲
作
発
祥
の
故
地
に
お
け
る
楚
俗
三
六
事
を
叙
し
た
荊



楚
歳
時
記
な
ど
、
古
歳
時
記
に
記
載
す
る
薬
物
民
俗
な
ど
も
チ
ッ
ク
し
て
い
る
と
い
う
具
合
に
、
い
う
な
れ
ば
本
草
網
目
は
中
国
歴
代
の
伝
統

的
医
学

・
薬
学
を
支
え
て
い
た
庶
民
の
生
活
文
化
史
で
も
あ
り
ま
す
。

と
の
本
草
網
目
が
わ
が
国
に
渡
来
し
た
の
は
慶
長
一
二
年
(
一
六
O
七〉
、
林
羅
山
が
長
崎
で
と
れ
を
得
て
駿
府
の
家
康
に
献
上
し
た
こ
と
が

伝
っ
て
お
り
ま
す
。
わ
が
国
の
慶
長
一
二
年
は
中
国
の
明
で
は
万
暦
三
五
年
、
本
草
綱
自
の
初
版

・
金
陵
本
が
上
梓
さ
れ
て
か
ら
一
一
年
目
、

ま
た
二
版
の
江
西
本
の
版
行
を
み
て
か
ら
四
年
後
に
当
り
ま
す
か
ら
、
道
春
の
得
た
も
の
は
何
れ
の
版
本
で
あ
っ
た
か
を
詳
ら
か
に
な
し
得
ま

せ
ん
が
、
恐
ら
く
初
版

・
金
陵
本
と
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
本
草
綱
目
の
和
刻
本
は
寛
永
一
四
年
(
一
六
三
七
)
以
来
、
し
ば
し
ば
板
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

何
れ
に
せ
よ
、
と
れ
ら
本
草
綱
目
の
和
刻
本
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
医
学
が
律
令
制

・
封
建
制
を
通
じ
て
一
部
特
権
階
級
独
占
の
支
配
か
ら

離
れ
、
実
用
の
学
と
し
て
初
め
て
庶
民
社
会
に
惨
透
し
、
江
戸
期
の
商
売
往
来
に
医
者
衆
も
一
枚
加
わ
っ
た
そ
の
当
初
、
巻
頭
の
序
例
に
わ
が

国
の
風
土
医
学

・
漠
方
医
た
ち
の
イ
ロ
ハ
と
し
て
心
得
て
お
く
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
金

・
元
医
学
の
薬
理
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ζ

と
と
相
倹

(61) 

っ
て
、
医
者
殿
た
ち
が
座
右
の
苔
と
し
て
大
い
に
活
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
乙
と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
江
戸
庶
民
の
生
活
文
化
の
構
成
要
業
に
は
上
方
文
化
の
移
植
が
あ
り
、

一
方
、
経
済
的
に
自
信
得
た
彼
ら
は
積
極
的
に
彼
ら
の
日
常

に
王
朝
文
化
の
復
元
を
試
み
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
地
域
的
に
ま
た
時
代
的
に
距
離
の
あ
る
文
化
の
導
入
に
逓
伝
体
の
役
割
り
を
果
し
た
も
の
に

門
つ
け
芸
人
、
唱
門
師
の
一
群
が
あ
っ
た
も
の
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

も
と
も
と
彼
ら
は
わ
が
国
奈
良
朝
の
大
宝
令
に
制
定
し
た
律
令
制
度
の
行
政
組
織
、
陰
陽
寮
の
官
職
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
思
わ
れ
る
民
間

陰
陽
師
の
系
統
に
属
し
、
卜
盤
、
相
地
、
祈
祷
、
厳
い
な
ど
を
業
と
し
、
ま
た
簡
単
な
暦
法
を
あ
っ
か
い
、
乙
れ
に
伴
う
特
種
な
儀
礼
や
芸
能

に
携
わ
る
部
民
で
あ
り
ま
し
た
。
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
わ
が
国
庶
民
文
化
の
形
成
に
少
な
か
ら
ぬ
足
跡
を
残
し
て
い
る
乙
と
は
諸
害
に
伝

349 



え
る
通
り
で
す
。
彼
ら
は
京
都
で
は
土
御
門
家
の
支
配
に
属
し
、
奈
良
の
唱
門
は
東
大
寺
、
輿
福
寺
の
二
寺
に
属
し
て
お
り
ま
す
。

ほ
う
び

-e

お

ま

、

ζ

れ
ら
唱
門
師
た
ち
の
主
唱
し
た
正
月
儀
礼
に
は
、
初
日
礼
拝
、
屠
蘇
、
門
松
、
注
連
飾
り
、
蓬
茶
、
春
箸
、
宝
引
、
若
水
、
白
米
詣
り
、

な

な

〈

き

か

ゆ

な

り

p
d
g

破
魔
矢
、
歳
徳
神
、
恵
方
詣
、
四
方
拝
、
寒
垢
離
、
七
種
粥
、
成
木
責
め
、
綱
曳
き
、
小
豆
粥
な
ど
が
あ
り
、
と
れ
ら
民
間
の
時
令
伝
承
は
何

350 

れ
も
古
代
大
陸
に
お
け
る
亙
系
医
学
思
想
の
具
象
物
、
す
な
わ
ち
庶
民
生
活
の
日
常
に
僻
邪

・
除
疫
を
祈
念
す
る
呪
術
的
本
草
文
化
に
外
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
三
月
の
桃
酒
、
五
月
の
菖
蒲
さ
し
ゃ
百
草
踏
、
土
用
の
桃
湯
、
九
月
の
菊
酒
や
菊
枕
な
ど
も
、
本
草
網
目
以
前
の
平
安
朝
貴
族

社
会
に
招
来
し
、
江
戸
期
に
庶
民
社
会
に
復
元
し
て
い
る
本
草
文
化
で
あ
り
ま
す
。
何
れ
に
せ
よ
、
乙
れ
ら
庶
民
の
生
活
慣
行
に
定
着
し
て
い

る
年
中
行
事
と
私
祭
は
、
詩
趣
に
季
節
感
を
伴
う
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
俳
句
の
詠
題
と
し
て
恰
好
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、

本
草
綱
自
に
初
見
し
、

わ
が
国
庶
民
の
生
活
慣
行
に
定
着
し
て
い
る
薬
物
民
俗
に
な
る
と
、

そ
の
時
代
区
分
の
作
業
に
手
間
ど

り
、
苦
労
し
ま
す
が
わ
が
国
庶
民
の
精
神
的
文
化
の
構
成
要
素
と
そ
の
性
格
を
知
る
上
に
、
見
逃
す
ζ

と
の
出
来
な
い
資
料
価
値
を
も
っ
て
お

り
ま
す
。

(62) 

回

僧
も
の
い
は
ず
歎
冬
を
呑
む
(
「
冬
の
日
」
炭
売
の
巻
)

乙
の
勾
K
詠
ま
れ
て
い
る
歎
冬
は
神
農
本
草
経
以
来
の
薬
物
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
わ
が
国
の
本
草
和
名
(
九
一
八
)
や
倭
名
類
衆
抄
(
九
三
一

-
八
)

に
も
組
介
さ
れ
、
そ
の
対
応
植
物
と
し
て
フ
キ
が
当
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
今
日
、
わ
が
国
の
生
薬
市
場
に
お
い
て
は
フ
キ
の
苔

を
以
っ
て
歎
冬
花
と
し
て
疎
通
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
と
ζ

ろ
で
歎
冬
は
植
物
分
類
学
上
、
同
じ
キ
ク
科
に
属
し
て
お
り
ま
す
が
、
フ
キ
と
は
そ

の
属
を
異
に
す
る
フ
キ
タ
ン
ポ
ポ
を
基
源
に
し
て
お
り
ま
す
。
属
名

、H，
z
g
u
g
m
o
は
ラ
テ
ン
語
の

叶ロ
gF凹
(
咳
)
と
白

m
O
(癒
す
)
の
合
成

語
で
す
か
ら
、
乙
の
植
物
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
初
め
か
ら
鋲
咳

・
桧
疲
の
目
的
に
供
さ
れ
て
い
た
薬
草
で
あ
り
、
そ
の
自
生
区
域
は
欧
州
か



ら
北
ア
フ
リ
カ
、
シ
ベ
リ
ヤ
、

ら
れ
て
お
り
ま
ま
せ
ん
。

イ
ン
ド
、
中
固
な
ど
北
半
球
の
殆
ん
ど
に
渉
っ
て
お
り
ま
す
が
、
独
り
わ
が
国
に
お
い
て
の
み
そ
の
自
生
は
知

一
方
、
フ
キ
は
大
陸
で
そ
の
自
生
を
み
な
い
、
日
本
個
有
の
風
土
植
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
乙
の
よ
う
に
日
本
の
国
土
に
影
も
姿
も
見
せ
な

い
異
地
植
物
、
フ
キ
タ
ン
ポ
ポ
を
基
源
に
す
る
生
薬

・
歎
冬
に
、
分
類
学
上
そ
の
属
を
巽
に
す
る
風
土
植
物
フ
キ
を
当
て
い
る
よ
う
に
、
薬
物

療
法
に
最
も
肝
腎
な
供
用
薬
物
の
基
源
を
暖
昧
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
処
に
わ
が
国
の
風
土
医
学

・
漢
方
の
「
泣
き
処
」
が
あ
り
、
乙
れ
が
ま
た

わ
が
国
生
薬
市
場
に
ト
ラ
ブ
ル
の
種
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
神
鹿
本
草
経
以
来
の
鋲
咳
桧
疾
薬
、
数
冬
花
の
薬
方
と
し
て
蒸
畑
吸
入
法
を
紹
介
す
る
も
の
は
本
草
綱
目
が
最
初
で
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
「
歎
冬
花
三
両
を
燃
や
し
、
風
の
無
い
処
で
筆
管
で
そ
の
姻
を
口
一
っ
ぱ
い
に
吸
っ
て
聴
む
が
よ
い
」
乙
と
を
述
べ
て
お
り
ま
す
。

前
掲
句
の
作
者
は
医
者
で
あ
り
、
「
も
の
い
は
ず
」
と
い
う
措
辞
は
本
草
綱
自
に
説
く
吸
引
療
法
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
乙
と
は
、

大
方
の
見

解
の
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

江
戸
期
に
お
け
る
文
化
人
、
俳
譜
師
た
ち
は
大
陸
の
と
の
民
間
療
法
に
着
目
し
、
あ
た
か
も
彼
ら
の
日
常
に
実
践
し
て
い
た
生
活
文
化
で
も

あ
る
か
の
よ
う
に
見
倣
し
て
、
生
活
詩
に
「
歎
冬
を
呑
む
」
と
詠
み
ζ

ん
で
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

五

ま
た、

俳
句
で
夏
の
季
語
に
登
場
す
る
動
物
に
、
神
間
民
本
草
経
以
来
の
漢
薬
、
駈
蛸
が
あ
あ
り
ま
す
。
現
在
、
わ
が
国
の
生
薬
市
場
で
は
名

医
別
録
の
呼
称
『
地
竜
』
を
慣
用
し
、
中
荊
志
に
お
い
て
も
本
草
綱
自
に
正
条
(
正
名
)
と
し
て
い
る
『
駈
矧
』
で
は
な
く
、
釈
名
(
異
名
)
に

あ
げ
て
い
る
『
地
竜
』
を
用
い
て
お
り
ま
す
。

本
草
綱
目
の
釈
名
の
条
に
は
、
乙
れ
ら
同
物
異
名
を
あ
げ
、
「
術
家
で
は
闘
は
雲
を
輿
し
、

ま
た
陰
晴
を
知
る
能
が
あ
る
と
い
う
。

そ
の
鳴

き
声
は
長
く
吟
ず
る
か
ら
歌
女
と
も
い
う
」
と
、
ミ
ミ
ズ
が
鳴
く
動
物
で
あ
る
と
い
う
術
家
の
説
と
そ
の
別
名
、
歌
女
の
名
称
の
由
来
を
紹
介

(63) 351 



し
て
お
り
ま
す
。
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そ
乙
で
平
賀
源
内
か
誰
か
が
、
ミ
ミ
ズ
に
声
帯
は
な
い
か
ら
鳴
く
筈
な
か
ろ
う
と
、
ミ
ミ
ズ
の
接
息
地
を
掘
り
返
し
た
と
と
ろ
、
ケ
ラ
が
飛

び
出
し
て
き
た
と
い
う
。
以
来
、
ミ
ミ
ズ
が
鳴
く
の
で
は
な
く
、
ケ
ラ
が
鳴
く
の
だ
ろ
う
と
伝
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
手
許
の
歳
時
記
を
紐
解
い

て
も
、
秋
の
季
語
「
駈
蛸
鳴
く
」
の
項
に
、

「
秋
の
夜
何
ん
の
虫
と
も
わ
か
ら
ず
:
:
:
ジ
!
と
鳴
い
て
い
る
虫
が
い
る
。
実
は
媛
姑
の
鳴
く
音

だ
ろ
う
と
も
い
う
が
:
:
:
」
と
述
べ
て
あ
り
ま
す
。
近
代
俳
句
に
も

駈
矧
鳴
く
六
波
羅
密
寺
し
ん
の
や
み

}II 
端

茅
舎

の
句
が
あ
り
、
作
者
は
わ
れ
と
わ
が
創
作
の
妙
味
に
感
じ
入
っ
た
と
い
う
ポ

i
ズ
で
、
大
い
に
俳
味
に
陶
酔
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

乙
の
季
語
に
し
て
も
も
と
は
本
草
綱
自
に
紹
介
す
る
、
中
国
の
未
聞
社
会
に
神
仙
を
唱
導
す
る
阿
設
の
輩
た
ち
の
、
駈
醐
に
仮
託
す
る
神
仙

思
想
に
匪
胎
し
た
大
陸
の
俗
説
に
外
な
り
ま
せ
ん
。

(64) 

ま
た
李
時
珍
は
駈
蛸
の
項
に
「
い
ま
小
児
の
陰
腫
に
、
乙
の
虫
に
吹
目
さ
れ
た
た
め
だ
と
い
う
も
の
が
多
い
」
と
、
小
児
の
陰
嚢
腫
張
の
病

源
説
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
江
戸
期
の
い
た
ず
ら
も
の
が
、
ζ

の
記
述
内
容
に
尾
鰭
を
つ
け
、

「
ミ
ミ
ズ
に
小
便
を
引
っ
か
け
る
と
罰
が
あ

た
り
、
ち
ん
ぼ
と
が
腫
れ
る
」
と
、
触
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
腫
れ
た
ち
ん
ぼ
乙
を
治
す
に
は
、
そ
の
ミ
ミ
ズ
を
洗
い
清
め
て
放
し

て
や
れ
ば
よ
い
と
か
、
女
の
ひ
と
に
お
願
い
し
、
腫
れ
た
ち
ん
ぼ
と
を
火
吹
き
竹
で
吹
い
て
貰
う
と
よ
い
な
ど
と
、
尤
も
ら
し
く
吹
聴
し
て
お

り
ま
す
。

文
化
人
で
あ
り
教
養
人
た
る
を
気
取
っ
て
か
、
外
来
崇
拝
の
傾
向
に
あ
っ
た
俳
譜
師
た
ち
も
さ
す
が
に
と
の
俗
信
ば
か
り
は
句
作
に
用
う
乙

と
を
跨
踏
し
て
お
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
し
か
レ
、
天
衣
無
縫
の
古
川
柳
作
家
た
ち
は

小
便
を
駈
蛸
に
し
か
け
て
か
く
の
態

(
川
柳
評
万
句
合

・
宝
暦
一
二
年
智
四
〉

と
、
遠
慮
し
て
お
り
ま
せ
ん
。



_._ ，、、

天
瓜
粉
肌
の
ほ
め
き
の
匂
は
し
く

星
野

麦
人

る
薬
物
の
名
称
で
す
が
、

真
夏
の
風
物
詩
に
登
場
す
る
大
衆
薬
に
天
花
粉
が
あ
り
ま
す
。
天
瓜
は
中
国
梁
代
六
世
紀
、
陶
弘
景
の
撰
し
た
名
医
別
録
に
収
載
さ
れ
て
い

乙
れ
は
神
良
本
草
経
に
い
う
枯
楼
〈
キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
)
の
別
名
で
あ
り
ま
す
。
乙
の
キ
カ
ラ
ス
ウ
リ
の
根
か
ら
採
っ

た
澱
紛
が
天
花
粉
で
あ
り
ま
す
。

ず

と
こ
ろ
で
李
時
珍
は
天
花
粉
を
、
中
国
宋
代
十
一
世
紀
、
蘇
頒
の
撰
し
た
図
経
本
草
(
一

O
六
二
)
に
収
載
す
る
薬
物
と
し
て
扱
っ
て
い
ま
す

*
 

が
、
と
れ
は
明
か
に
誤
り
、
明
初
に
周
憲
王
の
撰
し
た
救
荒
本
草
(
ニ
巻
)
に
登
場
す
る
野
草
の
呼
名
で
あ
り
ま
す
。

救
荒
本
草
に
は
約
四

O

O
種
に
及
ぶ
野
草
の
名
を
あ
げ
、
そ
の
形
態
を
模
写
し
、
栽
培
試
作
か
ら
そ
の
植
物
利
用
と
く
に
調
理
可
食
化
に
重
き
を
お
い
て
説
い
て
お
り

(65) 

ま
す
。

乙
の
名
著
は
日
中
と
も
に
侠
し
、
現
物
に
接
す
る
乙
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
幸
い
除
光
啓
が
中
国
に
お
け
る
三
大
良
書
の
一
つ
、
良
政

全
書
(
一
六
三
O
)
に
全
文
図
譜
と
も
再
録
し
て
お
り
、

そ
の
お
蔭
で
私
た
ち
は
日
中
両
民
族
の
生
命
を
今
日
に
あ
ら
し
む
る
に
力
の
あ
っ
た

救
荒
本
草
の
全
貌
を
窺
う
と
と
が
出
来
ま
す
。

本
草
網
目
は
天
花
粉
に
つ
い
て
『
周
憲
王
日
く
、
秋
、
冬
に
狼
を
採
っ
て
皮
を
去
り
、

一
寸
ほ
ど
に
切
っ
て
水
に
浸
し
、
日
毎
に
そ
の
水
を

換
え
て
四
五
日
で
取
出
し
、
鵠
い
て
泥
に
し
て
絹
布
で
漉
し
、
乙
の
汁
を
澄
ま
し
て
粉
を
取
り
、
晒
し
乾
し
て
用
い
る
』
と
、
野
草
の
根
を
加

工
調
整
し
、
保
存
食
糧
を
得
る
法
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

天
花
粉
は
中
国
の
伝
統
医
学
に
お
い
て
滋
養
強
壮
、
疲
労
回
復
な
ど
の
目
的
に
内
服
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
外
用
薬
と
し
て
は
『
天

花
粉

・
滑
石
等
分
に
末
に
し
て
、

水
に
調
え
て
捺
る
』

(
普
済
方
)
梅
毒
箔
の
治
療
薬
が
知
ら
れ
る
く
ら
い
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
草
綱
目

に
初
見
す
る
ζ

の
梅
毒
癒
治
療
の
塗
布
剤
が
、
一
角
温
多
湿
の
わ
が
国
に
招
来
し
、
皮
膚
の
撒
布
剤
「
汗
し
ら
ず
」
に
転
換
を
と
げ
、
庶
民
の
日
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常
に
生
活
資
料
と
し
て
重
宝
さ
れ
る
に
到
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

354 

そ
れ
に
し
て
も
俳
人
た
ち
が
慣
用
し
て
い
る
天
瓜
粉
は
、
本
草
学
的
に
正
し
く
天
花
粉
と
改
む
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

*
李
時
珍
は
本
草
綱
自
に
『
救
荒
木
掌
』
の
撰
者
を
周
盟
国
主
と
し
て
い
る
が
、
明
志
に
は
父
の
局
定
玉
と
な
っ
て
い
る
.

周
定
王
は
洪
武
帝
の
第
五
子
、
開
封
藩
の
朱
繍
で
あ
る
と
い
う
.
現
在
の
中
国
で
は
『
救
荒
本
草
』
の
撰
者
を
『
明
・
朱
繍
』
と
し
て
い
る
.

七

以
上
、
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
本
草
綱
自
の
記
述
内
容
は
、
江
戸
期
の
庶
民
社
会
に
有
形
無
形
の
影
響
を
及
ぼ
し
、
実
用
の
文
化
と
し
て
生
活

慣
行
に
定
着
し
、
あ
る
い
は
新
な
俗
信
を
形
成
し
て
い
る
例
は
他
に
も
多
い
と
存
じ
ま
す
。
乙
れ
ら
は
庶
民
の
生
活
詩
で
も
あ
る
俳
句
の
詠
題

に
な
る
の
も
蓋
然
性
あ
る
と
ζ

ろ
で
す
。

ま
た
本
草
綱
目
は
中
国
歴
代
本
草
の
中
で
最
も
わ
が
国
庶
民
文
化
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
理
由
と
し
て
そ
の
渡
来
期
が
わ
が
国
に
お
い
て

医
学
が
支
配
階
級
独
占
の
手
か
ら
離
れ
、
実
用
の
学
と
し
て
初
め
て
庶
民
社
会
に
惨
透
し
た
時
期
で
あ
り
、

極
的
に
上
方
文
化
の
移
植
と
王
朝
文
化
の
復
元
を
は
か
っ
た
江
戸
庶
民
の
聞
に
町
民
文
化
の
芽
生
え
初
め
た
時
期
で
あ
っ
た
乙
と
も
、
見
逃
す

一
方
、
経
済
的
に
自
信
を
得
て
積

(66) 

乙
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

本
報
告
の
引
用
雑
俳
に
、

お
教
示
賜
り
ま
し
た
大
磯
鴫
立
庵
々
主

・
山
路
閑
古
先
生
に
謝
意
を
表
す
。



Names of Drugs in the Pen-ts'ao-cang-mu being seen in the Haiku of Japan 

by Saburo MIURA 

The Pen-ts'ao-cang-rnu is the greatest Chinese Materia Medica， written and published by Li Shih-

chen near the end of the 16 th century. It was soon irnported into our country， and sorne of drugs rnen-

tioned in it becarne colloquial words for ]apanese people. Several of thern appeared as“season words" 

in the Haiku， as words hinting seasons. The Haiku is a poern style for the public. 

The period， when the Haiku becarne popular， corresponded with the tirne of corning of that great 

herbral book and also with the tirne， when rnedicinal knowledge was released in our country frorn 

rnonopoly of the higher class and infiltrated into the public. 

(
ド
由
)

白
山
的



日
本
医
史
学
雑
誌

・
第

二

十

巻

第
四
号

・
昭
和
四
十
九
年
十
月

昭
和
四
十
九
年
七
月
十
九
日
受
付
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バ
ル
禁
師
及
び
按
摩
師
に
つ
い
て
(
上
)

|
|
日
本
古
代
医
療
史
の
研
究
(
一
〉
8

新

村

拓

(
一
一)

回
凡
禁
師
の
職
掌

四
九
禁
師
は
宮
内
省
の
被
管
で
あ
る
典
薬
寮
の
職
員
で
あ
っ
て

四
九
禁
師
二
人
(
正
八
位
上
)
掌
冗
禁
、
冗
禁
博
士
一
人
(
従
七
位
上
〉
掌
教
冗
禁
生
、
間
ん
禁
生
六
人
掌
学
兇
禁

(68) 

が
置
か
れ
て
い
る
(
『
令
義
解
』
官
位
令
、

職
員
令
)
。

範
と
な
っ
た
唐
制
に
お
い
て
は
太
常
寺
太
医
署
(
『
大
唐
六
典
』
巻
十
四
〉

K
、
四九必需

博
士
一
人
ハ
従
九
品
下
)
、
児
禁
師
二
人
、
児
禁
工
八
人
、
児
禁
生
十
人
、
ま
た
殿
中
省
尚
薬
局
(
問
、
巻
十
一
)
に
児
禁
師
四
人
が
置
か
れ
、

掌
る
と
と
ろ
太
医
の
職
の
如
し
と
み
え
る
。

日
本
令
に
み
え
な
い
児
禁
工
は
児
禁
博
士
の
小
註
に

陪
太
医
、
有
児
禁
博
士

(
二
カ
〉
人
、
皇
朝
因
之
、
又
置
児
禁
師
児
禁
工
、
以
佐
之
、
教
児
禁
生
也

と
み
え
、
職
掌
に
お
い
て
児
禁
師
と
の
聞
に
区
別
が
み
ら
れ
ず
、
同
じ
く
究
禁
博
士
の
補
佐
で
あ
っ
た
。
日
本
と
同
じ
く
唐
制
の
影
響
を
強

く
受
け
た
朝
鮮
に
お
い
て
は
、
『
高
麗
史
』
(
志
、
巻
三
十
、
百
官
一
〉
に
児
禁
博
士
一
人
(
従
九
品
)
、
児
禁
師
二
人
、
児
禁
工
二
人
が
み
え

る
が
、
各
々
の
職
掌
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
唐
制
に
お
い
て
は
児
禁
博
士
、
児
禁
師
、
児
禁
工
の
三
者
聞
に
お
い
て
、
後
の
ニ
者
は
博
士

の
補
佐
と
い
う
だ
け
で
職
掌
上
明
確
な
区
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
日
本
令
に
お
い
て
は
、
児
禁
師
は
児
禁
を
掌
り
、同
ん
禁
博
士
は
児

禁
生
を
教
え
る
ζ

と
を
掌
る
も
の
と
区
別
さ
れ
、
あ
い
ま
い
な
児
禁
工
に
つ
い
て
は
省
く
と
い
う
改
更
が
み
ら
れ
る
。
実
際
上
は
と
も
か
く
、



規
定
の
上
で
は
は
っ
き
り
と
し
た
分
掌
体
制
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
日
唐
聞
に
お
い
て
児
禁
師
の
位
置
が
異
な
り
、
職
員
記
載
順
序
か
ら

み
る
な
ら
ば
、
唐
制
は
児
禁
博
士
を
も
っ
て
児
禁
科
を
代
表
さ
せ
、
日
本
令
は
児
禁
師
を
も
っ
て
代
表
さ
せ
て
い
る
と
み
ら
れ
、
ま
た
唐
制
の

問
ん
禁
師
は
無
品
で
あ
る
の
に
対
し
日
本
令
で
は
正
八
位
上
相
当
と
し
て
お
り
、
日
本
で
は
児
禁
師
が
特
別
な
意
味
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
児
禁
科
そ
れ
自
体
が
日
本
に
お
い
て
は
特
別
扱
い
さ
れ
た
こ
と
が
位
階
の
上
か
ら
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
唐
制
に
お
い
て
医
療

技
術
宮
人
と
し
て
は
最
高
の
医
博
士
が
正
八
品
上
で
あ
り
、
つ
づ
い
て
針
博
士
が
従
八
品
上
、
そ
し
て
按
摩
博
士
が
従
九
品
下
で
あ
り
、
位
階

の
上
で
は
按
摩
博
士
と
同
じ
で
あ
る
が
児
禁
博
士
が
最
後
に
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
日
本
令
で
は
、
医
博
士
の
正
七
位
下
に
つ
づ
い
て
す
ぐ

下
に
児
禁
博
士
の
従
七
位
上
が
き
て
お
り
、
つ
づ
い
て
針
博
士
の
従
七
位
下
、
児
禁
師
の
正
八
位
上
、
按
摩
博
士
の
正
八
位
下
、
按
摩
師
の
従

八
位
上
と
き
て
い
る
。
児
禁
師
で
さ
え
按
摩
博
士
の
上
位
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
位
階
の
差
は
待
遇
の
差
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
日
本
に
お
い
て
は
児
禁
科
は
特
別
に
優
遇
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
高
麗
に
お
い
て
は
児
禁
科
職
員
の
構
成
は
、
唐
制
の
そ
れ
を

若
干
規
模
の
縮
少
し
た
形
に
お
い
て
、
特
別
な
改
更
を
せ
ず
に
踏
襲
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
「
児
禁
」
の
具
体
的
な
内
容
を
検
討
す
る
乙
と
に
し
よ
う
。
医
疾
令
(
『
令
義
解
』
巻
八
〉
に
は

間
ん
禁
生
学
問
ん
禁
解
件
持
禁
之
法
鎖
、
持
禁
者
、
持
杖
刀
読
冗
文
、
作
法
禁
気
、
為
猛
獣
虎
狼
毒
虫
総
魅
賊
盗
五
兵
、
不
被
侵
害
、
又
以
冗
禁
固
身
体
、
不

傷
湯
火
万
刃
、
放
日
持
禁
也
、
解
杵
者
、
以
冗
禁
法
解
衆
邪
驚
杵、

放
日
解
件
也

と
あ
る
。
杖
万
を
以
て
呪
文
を
読
み
、
法
を
な
し
て
気
を
禁
じ
、
諸
宣
ロ
悪
か
ら
身
を
守
る
持
禁
と
衆
邪
の
驚
件
を
解
く
解
件
と
い
う
、
い
わ
ば

予
防
的
部
門
に
あ
た
る
持
禁
と
治
療
的
部
門
に
あ
た
る
解
杵
の
ニ
っ
か
ら
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
と
の
義
解
の
説
明
は
道
教
の
代
表
的
な

書
で
あ
る
『
抱
朴
子
』
内
篇
巻
五
(
至
理
)
に
み
え
る
児
禁
法
の
説
明
に
近
似
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
呉
越
に
禁
問
ん
の
法
が
あ
り
、

を
知
る
も
の
は
大
疫
の
中
に
入
り
病
人
と
同
床
し
で
も
感
染
し
な
い
。
数
十
人
の
従
者
を
つ
れ
て
い
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
気
が
天
災

を
払
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
気
は
鬼
神
を
禁
ず
る
乙
と
が
で
き
る
。
(
中
略
)
、

が
気
を
以
て
禁
ず
れ
ば
数
十
里
に
わ
た
っ
て
と
れ
ら
の
害
を
避
け
、
伴
の
も
の
も
皆
逸
れ
る
と
と
が
で
き
る
。
ま
た
虎
豹
や
蛇
蜂
を
禁
ず
れ
ば

ま
た
山
林
に
入
り
毒
虫
や
蛇
の
居
る
所
を
過
ぎ
て
も
、
善
禁
者

(69) 

ζ 

れ
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皆
伏
し
て
立
つ
ζ

と
が
で
き
ず
、
若
し
気
を
以
て
刃
物
の
傷
を
禁
ず
れ
ば
血
は
直
ち
に
止
る
。
ま
た
骨
を
接
ぎ
筋
肉
を
接
け
る
と
と
も
で
き

358 

る
。
気
を
以
て
白
刃
を
禁
ず
れ
ば
、
乙
れ
を
踏
ん
で
も
傷
つ
か
ず
、

日
本

ζ

れ
を
刺
し
て
も
入
ら
ず
云
々
、
と
い
う
ζ

と
で
あ
る
。
従
っ
て
、

《

1
v

令
に
み
え
る
児
禁
と
は
道
教
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
唐
制
に
お
い
て
は
(
『
大
唐
六
典
』
巻
十
四
〉

同
ん
禁
博
士
、掌
教
四
九
禁
生
、
以
究
禁
抜
徐
邪
魅
之
為
属
者
、
有
道
禁
出
於
山
居
方
術
之
士
、
有
禁
冗
出
於
釈
氏
、
以
五
法
神
之
、
一
日
存
忠
、
二
日
宙
開
歩

三
日
営
目
、
四
自
営
決
、
五
日
手
印
、
皆
先
禁
食
澄
血
、
斎
戒
於
壇
場
以
受
薦
、

と
あ
り
、
邪
魅
の
腐
を
な
す
も
の
を
払
い
除
く
方
術
の
乙
と
で
あ
っ
て
、
山
居
方
術
の
士
に
由
来
す
る
道
禁
と
釈
氏
に
由
来
す
る
禁
児
と
が
あ

る
乙
と
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
道
教
児
禁
と
仏
教
究
禁
の
二
者
か
ら
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
五
法
に
つ
い
て
は
『
抱
朴
子
』
内
篇
巻
十
七

〈
登
渉
〉
に
特
殊
な
歩
き
方
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
鬼
も
見
る
乙
と
能
わ
ず
、
そ
れ
故
に
邪
鬼
か
ら
身
を
守
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
再
歩
法

の
詳
細
な
説
明
が
み
え
る
が
、
後
の
四
法
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
と
乙
ろ
は
わ
か
ら
な
い
.

と
と
ろ
で
、
日
本
の
僧
尼
令
第
二
条
に

(70) 

凡
僧
尼
卜
相
吉
凶
、
及
小
道
忍
術
、
療
病
者
皆
還
俗
、
其
依
仏
法
持
児
救
疾
、
不
在
禁
限

と
あ
り
、
乙
れ
に
対
す
る
『
令
集
解
』
の
該
条
文
註
釈
に
は
、
「
釈
云
、
亙
者
行
事
也
、
前
令
制
湯
薬
、
今
令
不
在
制
限
」
「
穴
云
、
問
依
医
方

治
者
何
、
答
、
古
令
、
依
道
術
符
禁
湯
薬
救
療
者
、
今
除
湯
薬
字
」
と
あ
っ
て
、
養
老

・
大
宝
僧
尼
令
の
相
違
が
み
え
、
古
令

・
前
令
が
何
を

さ
し
、
「
道
術
符
禁
湯
薬
」
の
字
句
の
有
無
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
細
か
な
考
証
は
乙
乙
で
は
省
き
、
少
し
問
題
は
残
る

が
二
葉
氏
の
説
を
と
り
た
い
。
即
ち
、
飛
鳥
浄
御
原
令
で
は
、
「
凡
僧
尼
卜
相
吉
凶
、

及
小
道
亙
術
依
道
術
符
禁
湯
薬
救
療
者
皆
還
俗
、

其
依

仏
法
持
児
救
疾
不
在
禁
限
」
と
い
う
条
文
が
あ
っ
た
と
し
、
ま
た
大
宝
令
で
は
「
凡
僧
尼
卜
相
吉
凶
、
及
小
道
亙
術
療
病
者
皆
還
俗
、
其
依
仏

法
持
児
救
疾
、
依
道
術
符
禁
湯
薬
救
療
者
不
在
禁
限
」
の
条
文
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
浄
御
原
令
で
は
道
術
符
禁
湯
薬
は
小
道
忍
術
と
と
も

に
禁
ぜ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
大
宝
令
で
は
小
道
亙
術
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
道
術
符
禁
湯
薬
に
つ
い
て
は
容
認
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
養

老
令
で
は
小
道
亙
術
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
道
術
符
禁
湯
薬
に
つ
い
て
は
明
文
を
有
し
な
い
が
別
に
禁
止
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
み



ら
れ
る
。
そ
乙
で
、
道
術
符
禁
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
「
古
記
云
、
持
児
調
経
之
児
也
、
道
術
符
禁
、

謂
道
士
法
也
」
と
あ
っ
て
、

持
四
ん
は

経
叩
ん
〈
仏
四
九
〉
で
あ
る
の
に
対
し
、
道
術
符
禁
は
道
士
法
(
道
児
〉
を
い
う
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
小
道
に
つ
い
て
は
「
古
記
云
、
小
道
、
調
小
厭

小
符
之
類
」
「
穴
云
、
小
道
、
調
符
造
左
道
是
也
九
中
略
)
其
呪
禁
、
解
除
等
、
約
小
道
耳
」
と
あ
っ
て
、
大
宝
令
の
注
釈
書
で
あ
る
古
記
で
は

小
服
小
符
の
類
で
あ
る
と
し
、
養
老
令
の
注
釈
書
で
あ
る
穴
記
で
は
左
道
を
な
す
と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
、
間ん禁
、
解
除
を
そ
の
類
と
し
て
い

る
。
亙
術
に
つ
い
て
は
「
謂
、
萩
一
者
之
方
術
、
既
是
淫
耶
(
邪
カ
)
多
端
、
不
可
具
言
」
と
あ
っ
て
、
亙
者
に
よ
る
淫
四
ん
と
し
て
い
る
。
小
道

亙
術
と
道
術
符
禁
と
は
手
段
方
法
に
お
い
て
同
内
容
の
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
志
向
性
に
お
い
て
左
道
と
考
え
ら
れ
た
も
の
が
小
道
亙
術
の
範

障
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
僧
尼
が
治
病
行
為
を
な
す
に
あ
た
っ
て
左
道
と
一
括
さ
れ
る
小
道
亙
術
に
つ
い
て
は
一

貫
し
て
行
な
う
と
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
が
、
道
術
符
禁
(
湯
薬
)
、
即
ち
道
m
ん
に
つ
い
て
は
浄
御
原
令
に
お
い
て
は
禁
止
さ
れ
て
は
い
た
が
、

大
宝

・
養
老
令
に
お
い
て
は
容
認
さ
れ
、
仏
国
ん
に
つ
い
て
は
一
貫
し
て
容
認
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
ζ

ろ
で
、
穴
記
に
み
え
た
兇
禁

(
3〉

に
つ
い
て
は
、
少
く
と
も
穴
記
の
で
き
た
と
思
わ
れ
る
延
暦
期
の
段
階
に
お
い
て
は
左
道
の
範
時
に
入
れ
ら
れ
、
僧
尼
の
み
な
ら
ず
一
般
に
お

(71) 

い
て
も
禁
圧
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
(
穴
記
の
い
う
児
禁
が
典
薬
寮
の
兇
禁
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
か
は
多
少
疑
問
も
残
る
が
)

そ
乙
で
前
に
も
ど
っ
て
、
日
本
令
の
児
禁
は
道
凹
凡
で
あ
り
、
唐
制
の
そ
れ
は
道
冗
と
仏
間
ん
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
乙
と
を
み
て
き
た
が
、
僧

尼
令
第
二
条
の
結
論
と
併
考
す
る
と
き
、
唐
制
の
児
禁
は
道
m
ん
の
み
を
主
宰
す
る
典
薬
寮
の
児
禁
師
よ
り
も
む
し
ろ
僧
尼
に
お
い
て
重
な
る
部

分
が
多
い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
少
く
と
も
延
暦
期
に
お
い
て
は
究
禁
は
左
道
の
範
障
に
入
れ
ら
れ
て
禁
圧
の
対
象
と
な
っ
て
き
て
い
る
乙
と
が

知
れ
る
の
で
あ
る
。

朝
鮮
に
お
い
て
は
三
国
時
代
の
児
禁
師
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
『
高
麗
史
』
(
士
山
、
巻
二
七
、
選
挙
一
)
仁
宗
十
四
年
十
一
月
に

凡
四
九
禁
業
式
、
貼
経
二
日
、
内
初
日
貼
除
経
十
条
、
翌
日
貼
劉
滑
子
方
十
条
、
並
通
六
条
以
上
、
読
小
経
癌
痕
論
七
巻
明
堂
経
三
巻
、
内
兼

義
理
通
六
机
、
読
大
経
針
経
十
机
、
・
内
兼
義
理
通
六
机
、
又
読
七
巻
本
草
経
二
机
、

と
み
え
る
。
同
時
に
定
め
ら
れ
た
医
業
式
中
に
み
え
る
医
書
(
素
閉
経
、
甲
乙
経
、
本
草
経
、
明
堂
経
、
脈
経
、
針
経
、
難
経
、
灸
経
〉
と
重

359 



複
す
る
も
の
が
多
く
、
ま
た
『
劉
精
子
方
』
、
『
搭
痘
論
』
は
痴
痕
の
治
療
法
を
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、

『
明
堂
経
』

は
針
灸
書
で
あ
る
と

360 

乙
ろ
か
ら
医
業
と
児
禁
業
は
ほ
と
ん
ど
大
差
な
く
、
強
い
て
い
う
な
ら
ば
呪
禁
業
は
治
腫
治
癒
を
主
と
す
る
外
科
方
面
を
掌
っ
た
も
の
と
考
え

(
4〉

ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
乙
乙
に
み
ら
れ
る
試
験
科
目
(
ま
た
は
学
習
書
と
い
っ
て
も
よ
い
〉
か
ら
は
医
師
と
児
禁
師
と
の
明
確
な
区
別
は
つ
け

に
く
い
。
こ
れ
ら
の
書
は
日
本
の
医
疾
令
に
み
え
る
医
針
生
の
学
習
書
及
び
『
唐
令
拾
遺
』
に
み
え
る
医
疾
令
(
開
元
七
年
令
)
の
そ
れ
と
も

近
似
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
朝
鮮
の
児
禁
師
は
範
と
な
っ
た
唐
制
と
も
、
ま
た
日
本
の
そ
れ
と
も
内
容
的
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
と
が
推

制
さ
れ
る
。

同
じ
児
禁
師
と
い
え
ど
も
職
掌
の
点
に
お
い
て
、
唐
で
は
道
児
と
仏
児
か
ら
な
り
、
日
本
で
は
道
児
の
み
か
ら
な
り
、
朝
鮮
で
は
医
針
業
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
り
の
な
い
純
医
学
的
な
も
の
と
、
三
者
性
質
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(

一
一

〉

究
禁
師
の
系
統
と
衰
亡

(72) 

乙
の
項
に
つ
い
て
は
下
出
氏
の
論
稿
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
山
『
日
本
書
記
』
の
敏
遥
天
皇
六
年
十
一
月
庚
午
朔
に

百
済
国
付
還
使
大
別
王
等
、
献
経
論
若
干
巻
、
並
律
師
、
禅
師
、
比
丘
尼
、
児
禁
師
、
造
仏
工
、
造
寺
工
六
人

と
み
え
る
の
が
児
禁
師
の
初
見
で
あ
る
、
同
時
に
伝
来
さ
れ
た
物
件
等
か
ら
み
て
仏
教
関
係
者
と
思
わ
れ
、
問
題
と
し
て
い
る
医
療
官
と
し
て

〈

6
V

の
児
禁
師
で
は
あ
る
ま
い
。
次
に
、
同
持
統
天
皇
五
年
十
二
月
己
亥
に

賜
医
博
士
務
大
参
徳
自
珍
、
回
ん
禁
博
士
木
素
了
武
、
沙
宅
万
首
銀
人
二
十
両

と
み
え
る
。
天
武
天
皇
四
年
春
正
月
に
外
薬
寮
ハ
近
江
令
官
制
下
〉
を
既
に
み
て
い
る
か
ら
、
持
統
天
皇
五
年
十
二
月
条
に
み
え
る
児
禁
博
士

は
浄
御
原
令
制
下
の
典
薬
寮
(
あ
る
い
は
外
薬
寮
〉
の
職
員
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
医
博
士
の
務
大
参
(
天
武
十
四
年
冠
位
制
)
は
大

宝
令
制
下
の
従
七
位
上
に
相
当
し
、
大
宝
令
制
下
の
医
博
士
が
正
七
位
下
で
あ
る
の
に
近
い
位
階
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
間
ん
禁
博
士
の
二
人
は

無
階
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。



と
こ
ろ
で
、

乙
の
三
名
の
者
は
そ
の
姓
か
ら
し
て
明
ら
か
に
帰
化
人
と
思
わ
れ
る
。
『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、

木
素
姓
に
は
他

に
木
素
貴
子
(
天
智
二
年
〉
が
お
り
、
百
済
滅
亡
時
に
本
朝
に
帰
化
し
て
い
る
。
ま
た
沙
宅
姓
に
は
沙
宅
己
婁
(
欽
明
四
年
)
、
沙
宅
紹
明
(
天

智
十
年
)
、
沙
宅
千
福
(
斉
明
六
年
)
な
ど
が
お
り
、
い
ず
れ
も
百
済
人
で
あ
る
。
ま
た
徳
姓
に
つ
い
て
み
て
も
、
徳
頂
上
(
天
智
十
年
〉
、
徳

佐
王
(
姓
氏
録
〉
、
徳
執
得
(
天
智
二
年
)
、
徳
繭
〈
欽
明
十
二
年
〉
な
ど
い
ず
れ
も
百
済
人
で
あ
り
、
難
波
薬
師
の
祖
で
あ
る
徳
来
も
も
と
は

高
麗
人
で
あ
っ
た
が
百
済
に
帰
化
し
た
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
百
済
系
帰
化
人
に
よ
っ
て
児
禁
業
が
な
さ
れ
た
の
は
、
本
朝
に
お
い
て
道

四
ん
に
通
じ
た
人
が
い
な
か
っ
た
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
帰
化
氏
族
の
も
つ
教
義
は
六
朝
文
化
の
も
の
で
あ
り
、
道
仏
思
想
を
含
む

〈

7
V

も
の
で
あ
っ
て
、
特
に
百
済
滅
亡
時
に
帰
化
し
た
百
済
の
高
官
を
父
祖
と
し
、
『
懐
風
藻
』
に
伝
え
る
よ
う
に
有
能
な
士
達
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、

児
禁
業
に
通
じ
て
い
て
も
奇
と
す
る
に
は
あ
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
児
替
市
師
の
動
き
に
つ
い
て
み
る
と
、
藤
原
武
智
麻
呂
伝
(
『
寧
楽
遺
文
』
〉
に
有
為
の
能
吏
の
穀
出
し
た
乙
と
を
讃
じ
、
そ
の
中
に
「
神

亀
五
年
六
月
間
ん
禁
有
余
仁
軍
、
韓
国
連
広
足
等
」
と
み
え
、
ま
た
称
徳
天
皇
改
元
の
時
の
功
労
者
行
賞
の
詔
中
に
「
神
護
景
雲
元
年
八
月
突
巳

(中
略
)
児
禁
師
末
使
主
望
足
並
外
従
五
位
下
」
(
『
続
日
本
紀
』
)
に
従
五
位
下
に
昇
叙
さ
れ
、
末
使
主
望
足
も
外
従
五
位
下
と
技
術
官
と
し
て

は
き
わ
め
て
高
い
位
階
で
あ
り
、
持
統
朝
の
木
素
・
沙
宅
の
無
階
で
あ
っ
た
の
に
比
し
て
も
き
わ
め
て
特
異
な
乙
と
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

(
8
)
 

ぃ
。
帰
化
人
の
系
譜
を
引
く
余
及
び
末
使
主
の
有
す
る
児
禁
の
能
力
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
乙
の
神
護
景
雲
を
最
後
に

『
令
義
解
』

に
み
え
る
か
ら
平
安
初
期
ま
で
は
官
制
上
そ
の
職
が
設
置
さ
れ

し
て
、
と
れ
以
後
の
児
禁
師
の
勤
き
に
つ
い
て
は
分
明
で
な
い
。

て
い
た
と
と
は
確
実
で
あ
り
、
ま
た
九
世
紀
半
ば
の
『
令
集
解
』
職
員
令
に
も
み
え
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
う
。
し

そ
の
後
の
『
延
菩
式
』
に
は
み
え
な
い
か
ら
、
十
世
紀
に
は
官
制
上
か
ら
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
、
十
三
世
紀
の
『
官
職
秘

(
9〉

抄
』
に
も
み
え
な
い
か
ら
、
そ
の
職
の
復
活
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
の
よ
う
な
消
滅
の
動
き
は
既
に
奈
良
朝
に
お
い
て
み
ら
れ
、

実
学
尊
重
の
気
運
の
う
ち
に
あ
っ
て
関
係
者
に
し
ば
し
ば
賞
賜
の
事
実
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
針
関
係
者
に
は
賞
賜
が
あ
っ
て
も
児

(
凶

〉

禁

・
按
摩
の
関
係
者
に
は
そ
の
乙
と
が
み
え
な
い
の
で
あ
る
。
と
の
消
滅
の
動
き
に
つ
い
て
下
出
氏
は
、
余
仁
軍
や
韓
国
連
広
足
な
ど
の
没
後

か
し
、
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に
は
優
秀
な
伝
術
者
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
術
者
の
新
し
い
渡
米
を
み
る
乙
と
が
な
か
っ
た
た
め
に
自
然
と
児
禁
が
衰
え
て
、
結

局
、
最
後
に
は
官
制
か
ら
も
削
除
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
い
う
よ
う
な
単
純
な
推
理
で
片
づ
け
て
し
ま
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
し
、
そ

そ
れ
は
児
禁
が
個
人
的
身
体
的
の
防
衛
が
基

底
に
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
他
面
に
お
い
て
悪
鬼
粘
霊
を
駆
使
し
て
外
部
へ
適
用
し
よ
う
と
す
る
自
己
保
全
の
積
極
的
防
衛
方
向
の
マ
ジ
ッ

の
基
因
は
児
禁
そ
の
も
の
の
内
部
と
日
本
に
お
け
る
そ
の
展
開
方
向
に
あ
っ
た
と
思
う
と
さ
れ
、

そ
の
こ
と
は
治
病
目
標
の
方
術
と
背
反
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
特
に
児
禁
の
も
っ
て
い
た
厭
魅
的
性
格
は
当
時
の
数
々
の
厭
魅

を
め
ぐ
る
事
件
と
も
関
連
し
、
四
九
禁
抹
殺
の
た
め
の
中
央
政
府
に
よ
る
弾
圧
方
針
が
う
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
宝
亀

豆
現
を
構
え
合
せ
て
、
妄
り
に
淫
把
を
山
(
一
m
め
、
努
狗
の
設
、
符
書
の
類
、
百
方

ク
を
も
ち
、

十
一
年
十
二
月
の
勅
(
『
類
衆
三
代
格
』
〉
は
「
無
知
の
百
姓
、

佐
を
作
し
て
街
路
に
填
ち
溢
る
。
事
を
求
福
に
託
し
て
還
っ
て
厭
魅
に
渉
れ
り
、
唯
に
朝
憲
を
畏
れ
ざ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
誠
に
ま
た
長
く
妖

乙
の
勅
は
少
く
と
も
奈
良
末
の
宝
包
十
一
年
ま

妄
を
養
へ
り
、
今
よ
り
以
後
、

で
は
、

よ
ろ
し
く
厳
に
禁
断
を
加
う
べ
し
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、

乙
れ
以
後
今
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
た

(74) 

そ
の
マ
ジ
ッ
ク
は
厭
魅
掻
毒
を
除
い
て
非
合
法
の
も
の
で
な
か
っ
た
と
と
を
逆
に
示
す
わ
け
で
、

も
の
も
す
べ
て
厭
魅
の
名
に
含
め
ら
れ
て
禁
止
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
と
し
、
間
ん
禁
が
と
の
年
を
境
と
し
て
非
合
法
の
存
在
と
な
り
、
地
下
に

(ロ〉

も
ぐ
り
、
民
間
信
仰
と
の
結
合
を
深
め
、
修
験
道
と
し
て
中
世
に
再
び
浮
上
し
て
く
る
と
い
う
展
望
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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仏
教
思
想
史
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、
頁
二
八

(4
)

『
朝
鮮
医
学
史
及
疾
病
史
』
三
木
栄
、
頁
五
二

(5
)

下
出
前
掲
香
、
『
奈
良
時
代
の
方
術
』
金
沢
大
法
文
学
部
論
集
、

史
学
編
十
四
、
『
究
禁
師
考
』
日
本
歴
史
五
二
号

(
6
)

下
出
前
掲
宮
、
頁
二
二

O

(
未
完
)

(7
)

『
玉
台
新
詠
と
律
令
及
び
医
心
方
』
滝
川
政
次
郎
、

国
語
と
国

文
学
、
S
三
九

・
八
1
九
号

(
8
)

下
出
前
掲
書
、
頁一一一一一

(9
)

右
問
、
二
二
ニ

I
三

(日
)
右
同
頁
二
二
三

I
四

(日
)
右
同
頁
二
二
四
1
二
三

O

(
ロ
)
右
同
頁
二
三
五

I
八



緒方富雄/現代語訳注 四六判 128頁 2，500円 (干160円)

享和2年(1802)に書かれた本書は、玄白宿直のある夜、自分そっくりの影法

師と対話をするというかたちで、医学 ・医術について玄白自信の見識 ・信念を

綴ったものであるが、そこには、おそろしいまでにきびしい、徹底して論理的

で実証的な玄白と、倫理的な玄白が伺い知れる 。その筆致のてらいなさには、読

者のこころにしみじみとくい入り 、 とらえてはなさないものがある 。

それゆえ本容は、蘭学50年の発達のあとを回想して著した 「蘭学事始」 とと

もに、かならず読まれる べ き玄自の著作である 。

本害発行に際しては、 できるだけ多く注を取り入れ、原文とその背景の理解

を大いにたすけている。 また各問答の後の簡にして要を得た解説も貴重である。

.問答の内容一一こころがけ/名人上手というもの/医の近/脈というもの/腹候という

もの/経絡というもの/医・予の原測を知lるということ/医予の原J1Ilと治療/治療する もの
のこころ/処万というもの/病名 という もの/医J守に大切なもの/業の完成ということ

1Dr'伏屋琴坂著

V和蘭医 4 一一.，. -tII .~1広三舌羽倉敬尚/内山孝一解読 i主内山孝一解説
， '.......I~.ι~..I=I A 5 100頁 2，200円 (干16附

本，咋はわがl司尖験生J'llγ:の組、伏)従来;1火 (->j 琴坂、通称JjSIT縦之Jlt < 1747- 1811 年) の i立 ~}
というべき咋(文化2年<1811>flJ)のみ:)，lllIfJ;ーのi'tlffな覆真IJ版である。
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1 伏Ml"~桜町「利 I崎医;tfïJ と x験記録町概袈

2. r干口融1医務」肉体l止と内芥
3. r千日f嗣医事!日1答」 にみ られるI'f機能

4.寛政的婦人解剖図 と「相f崎医話J との関係
製作品本F
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・
体系・世界医学史 医学博士 三木栄著

/一都内350円¥
(書誌的研究)医学とは何か・医学史とは何か B5 900頁 12，000円¥T地方690円j

生命1皇敬のー穏につきる医の本質を係り J全科の医学知識を統合して、細分化に迷
う医学史の本幹を示す。また、これを実証に移すため、 世界医学編年史 ・世界医学史
的機績目録・ 世界医学原著目録をも 明細に合わせ編んだ著者多年の制魂をこめた研究
成来。医学史研究の源泉を究的、医学の般本理念を採るに格好の指標である。

朝鮮医学史及疾病史 65同よ?:。;f干ZZ
著者30数年にわたる知識と努力を結集し、これま で顧みられなかった朝鮮'1".':，¥の医

学の康史を初めて明らかにした不滅の才』帯。
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日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
巻

第
四
号

・
昭
和
四
十
九
年
十
月

昭
和
四
十
九
年
四
月
二
七
日
受
付

364 

越
後
の
蘭
方
医
森
田
兄
弟
に
つ
い
て

(二)

長

谷

ー

l
 

，EE
，J 

夫

さ
ら
に
、
越
後
で
の
千
庵
の
活
動
を
探
っ
て
み
た
い
。

(

日

目

)

千
庵
よ
り
円
治
宛
尺
閉

ハ
封
の
上
書
〉

「
栃
尾
町
ニ
而

(76) 

森
田
円
治
様

(
封
の
裏
書
)

貴
下
用
書

同
千
庵

従
賀
茂
」

随
而
草
屋
老
母
は
し
め
一
同
不
-
一
相
変
-消
光

罷
在
候
間
乍
v
惇
御
静
心
可
ν
被
ν
成
候
、
然
ハ
兼
市
害
状
差
出
シ
申
候
へ
ど
も
相
届
不
ν
申
候
哉
否
不
エ
相
分
-
候
間
重
而
申
上
候
、
此
程
蘭

学
遊
歴
医
町
方
滞
留
致
し
居
候
而
井
上
玄
問
、
野
崎
謙
随
等
随
身
致
し
居
候

ニ
付
、
健
三
郎
意
庵
等
に
も
為
-
一
見
置
-病
症
等
為
ν
覚
申
度
候

問
、
此
度
冨
喜
蔵

へ
別
紙
之
通
リ
御
渡
し
被
ν
遣
被
ν
下
度
候
、
尚
書
外
冨
喜
蔵
口
上
可
ニ
申
上
-
候
、
頓
首

一
翰
啓
上
仕
候
、

時
下
秋
冷
日
々
相
催
候
処
弥
御
清
安
可
ν
被
ν
成
-
一
御
座
一
万
福
奉
ν
賀
候
、

九
月
廿
九
日

お
ほ
え



一
和
蘭
医
方
纂
要

五
冊

一
和
蘭
薬
鏡

吉
那
部

一
ス

ポ
イ
ト

右
御
遣
し
被
ν
下
度
候
、

昨
日
竹
山
氏

8
五
十
金
被
v
遺
候
、
其
分
町
方
夫
是
五
十
金
も
心

宛
候
問
、
無
-
一
遠
慮
-
御
買
付
可
ν
然
奉
v
存
候
、
左
候
へ
ば
此
辺
ニ
而
之
国
米
は
少
々
買
付
跡
は
見
合
可
v
申
奉
ν
存
候
、
以
上

自

の

上

斡

尚
々
書
外
其
地
下
直
之
品
も
有
ν
之
候
は
h

十
分
御
買
付
被
ν

下
度
候
、

「
栃
尾
町
ニ
而

加
茂

森
白
円
治
様

玉
下
用
書

同
千
庵
」

(
封
の
裏
書
)

(77) 

一寸

外
ニ
熊
胆
六
匁
弐
分
添
ル

L 

時
下
寒
冷
日
々
相
催
申
候
処
弥
御
清
栄
可
v
被
v
成
二
御
座
-
珍
重
之
至
奉
-
一
賀
上
-候
、

相
変
-
消
光
罷
在
候
間
御
静
慮
可
ν
被
v
下
候
、

冨
喜
蔵
飛
脚
を
以
一
翰
啓
上
仕
候
、

随
而
草
字
不
二

(濃〉

一
兼
而
御
頼
之
熊
胆
先
月
大
坂
泉
宗
参
候
間
相
尋
候
処
農
州
琉
泊
半
枚
有
ν
之
候
間
求
め
置
申
候
処
、
近
在
無
ν
拠
御
方

8
右
之
品
聞
受
無

理
ニ
少
々
な
り
と
も
相
分
ケ
呉
候
様
御
頼
-
一付
無
ν
拠
三
匁
分
ケ
遺
候
間
其
段
先
方
へ
不
v
悪
御
通
音
被
ν
下
度
候
、

極
上
之
品
請
合

ニ
而

《濃〉

直
段
九
十
五
匁
に
仕
切
申
候
、
近
年
ハ
農
州
も
追
々
不
足
ニ
市
直
段
引
上
ケ
候
趣
御
存
之
通
ニ
候
、
泉
や
宗
平
事
故
直
段
ハ
精
々
引
合
申

候
へ
共
引
不
ν
申
候
、
泉
宗
申
置
候
-
一
者
如
何
成
ル
熊
胆
ニ
而
も
懐
中
被
ν
成
候
而
ハ
是
非
ゆ
る
み
参
候
、
又
湿
り
受
候
而
ハ
是
又
同
断
之

義
に
御
座
候
問
、
能
々
紙
ニ
御
包
被
ν
成
錫
の
壷
に
で
も
御
入
置
被
v
成
候
へ
ば
夏
中
と
て
も
請
合
之
趣
申
置
候
間
此
段
御
申
通
し
被
ν
下

度
候
、先
日
御
返
し
之
胆
干
上
ケ
候
処
存
外
之
品
ニ
相
成
候
間
懸
=
御
目
-
度
奉
ν
存
候
へ
共
、拙
者
持
用
ニ
仕
皮
を
取
と
ぐ
し
侯
間
差
上
不
ν

365 



申
候
、

366 

一
兼
而
御
頼
申
置
候
羽
織
表
出
来
仕
候
ハ

h

御
遣
し
被
ν
下
度
候
、
若
出
来
不
ν
仕
候
ハ

h

後
音
ニ
て
も
宜
敷
御
座
候
、

一
林
東
馬
事
兼
市
遊
歴
に
参
候
様
申
置
被
ν
成
候
へ
と
も
、
此
節
矢
代
田

8
五
泉
へ
参
候
間
来
月
十
五
六
日
頃
さ
へ
参
り
不
ν
申
候
間
其
段

御
差
合
被
ν
下
度
趣
浅
の
・
5
申
間
候
、
且
時
に
よ
り
明
田
川
徳
次
郎
殿
同
道
も
可
ν
有
ν
之
哉
と
も
被
ν
存
候
、

一
当
年
ハ
唐
船
余
程
参
リ
申
候
ニ
付
大
坂
表
な
ど
ハ
唐
薬
追
々
引
下
ケ
可
ν
申
趣
と
も
相
聞
申
候
、

当
秋
・
5
米
直
段
追
々
引
上
ケ
廿
四
俵

半
当
金
迄
引
上
ケ
候
処
、
両
三
日
此
方
少
々
相
ゆ
る
み
壱
俵
計
も
下
落
仕
候
、
酒
造
家
大
迷
惑
之
年
柄

ニ
御
座
候
、
今
日
も
夷
講
努
内
外

用
向
大
混
雑
早
々
申
残
候
、
書
外
尚
期
=
後
音
之
時
-
候
、
恐
憧
謹
言

十
月
廿
日

尚
々
市
川
俊
次
郎
事
も
十
月
六
日
帰
宅
仕
候
間
乍
ν
序
烏
渡
申
上
置
候
、
以
上

蘭
学
医
の
越
後
遊
歴
を
機
会
に
、
彼
に
随
行
し
て
き
た
井
上
玄
問
、
野
崎
謙
随
と
共
に
、
千
庵
自
身
、
息
子
健
三
郎
(
千
庵
の
兄
宣
徳
の
第

一
子
で
A

千
庵
の
養
子
、
専
庵
と
号
す
〉
や
筒
井
窓
庵
に
も
研
修
の
場
を
与
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
と
に
お
い
て
は
『
和
闘
薬
鏡
』
の
よ
う

(78) 

lζ 
千
庵
が

〆}尽
善都
中警
に子

25 
廿』ζ

量購
馬入
はし
ゃ Tこ
はも
り 0)
τ~ 1U 

蔀活
遊用
学さ

中全
警よ
石毛
あ
つ

ナこ
ひ
と
り
で

ま
た
、

千
庵
の
人
名
録
中
に
も
み
え
る
。

し
か
し
、

そ
の
職

業

森村学
田杭間
千斎な
庵よど
様りに
千つ
庵い
宛て
尺は
閉さ不
明
で
あ
る

• 

玉
案
下

小
郁
椋
斎

〆
二
月
五
日

当
月
二
日
之
芳
墨
昨
日
相
違
候
拝
読
仕
候
、

如
v
仰
新
年
之
御
慶
千
里
一
般
芽
出
度
申
納
候
、

先
以
御
軍
家
御
揃
御
超
歳
之
由
奉
-
訟
朴

候
、
随
市
弊
屋
無
v
慈
加
算
仕
候
、
御
放
慮
被
ν
下
度
候
、

此
方

8
可
v
得
-
一
貫
窓
-
之
所
返
而
預
一
面
祝
詞
一
奉
二
痛
却
]
候
、

次
に
被
一
一
仰
越



候
分
量
考
則
差
上
申
候
、
御
心
静
に
御
騰
写
可
v
被
ν
成
候
、
乍
v
併
座
右
書
に
御
座
候
間
御
写
済
次
第
御
返
可
v
被
v
下
奉
v
存
候
、
右
本
中

に
と
ぢ
込
置
候
点
類
考
ハ
格
庵
未
校
之
書
ニ
御
座
候
間
差
上
兼
候
へ
共
合
本
に
致
置
候
、
無
ν
拠
差
上
申
候
、
少
し
ハ
御
考
之
益
ニ
は
相
成

可
v
申
哉
に
候
得
共
草
稿
蓄
に
候
間
御
引
証
被
v
下
候
て
ハ
字
格
迷
惑
可
ν
仕
候
、
其
心
に
て
御
ら
ん
被
ド
下
度
候
、
掠
々
御
心
に
か
け
ら
れ

銘
茶
一
折
御
恵
被
ν
下
千
万
辱
拝
受
仕
候
、
倦
学
之
節
手
煎
相
楽
ミ
可
v
申
候
、

雪
消
候
ハ

Y
何
れ
ニ
茂
御
面
会
可
v
仕
白
日
解
氷
之
節
を

屈
指
相
待
申
候
、
如
ニ
貴
諭
-俗
事
紛
々
に
は
当
惑
仕
候
、
先
は
御
報
ま
で
如
ν
此
御
座
候
、
尚
期
一
量
一
便
之
時
-候

勿

々

頓

首

仲

春

五

日

小

村

椋

斎

智

杵

(

花

押

)

森
田
千
庵
様

玉
案
下

尚
々
時
下
春
寒
候
、
御
自
愛
専
一
奉
存
候

千
庵
と
長
岡
藩
牧
野
侯
の
侍
医
小
村
椋
斎
は
、
江
戸
字
国
川
塾
の
同
窓
の
間
柄
で
あ
り
、
千
庵
江
戸
遊
学
中
の
人
名
録
に
そ
の
名
も
み
え
、

親
交
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
郷
里
に
戻
っ
た
両
者
は
江
戸
滞
在
中
と
同
様
、
書
中
に
見
え
る

『
分
量
考
』
の
貸
与
の
よ
う
に
、
書
籍
の
貸
借
や

(79) 

相
談
相
手
と
し
て
し
ば
し
ば
往
復
が
あ
っ
た
。
な
お
、
円
治
の
努
系
に
あ
た
る
栃
尾
市
の
森
田
家
に
は
、
続
斎
の
義
父
に
当
た
る
小
村
英
庵
と

の
交
流
を
示
す
資
料
も
あ
る
。
現
に
「
子
ν
時
文
政
十
三
庚
寅
夏
五
月
廿
日

長
岡

小
部
馨
英
庵
識

六
十
三
歳
」
と
奥
書
き
さ
れ
た

『
製
塩

剤
篇
録
』
(
秘
録
聞
書

・
製
薬
篇

・
楽
焼
格
様
之
伝

・
薬
泉
翠
法

・
製
塩
剤
篇
の
五
部
か
ら
な
る
〉
が
残
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
英
庵
か
ら

千
庵
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
係
、
千
庵
か
ら
円
治
宛
尺
慣

花
章
拝
見
仕
候
、
如
三
高
輪
-
時
下
寒
気
日
々
相
催
候
処
弥
御
清
福
被
ν
成
ニ
御
座
-
候
由
万
福
奉
v
賀
候
、
然
ハ
太
之
吉
事
御
申
越
ニ
候
間
猪

之
吉
へ
申
聞
候
処
、
廿
二
日
に
差
遣
候
趣
相
申
候
間
其
段
冨
川
氏
へ
御
通
声
被
ν
下
度
候
、
且
御
国
家
・
8
為
二
御
土
産
目
小
紙
御
恵
投
被
ν
下

是
夫
御
礼
御
通
音
願
上
候
、
太
之
吉
事
当
秋
壮
司
平
内
暇
願
之
節
・
8
引
取
等
之
始
末
平
内
同
服
に
て
不
ニ
相
済
一
取
計
等
有
ν
之
-
一
付
、

当

時
拙
者
方
出
入
差
留
置
候
間
其
段
御
心
得
置
可
v
被
ν
下
候
、
且
給
料
之
義
ハ
町
方
ハ
月
金
壱
分
ツ
h

ニ
御
座
候
、
且
太
之
吉
事
庖
賃
不
ニ
相

済
-
是
迄
年
々
致
し
来
候
へ
共
、
普
詰
以
来
三
貫
三
百
文
位
之
処
壱
貫
弐
百
文
も
日
雇
銭
有
ν
之
候
問
、
残
り
之
分
右
給
料
ニ
而
御
引
取
置

367 
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被
v
下
度
候
、
太
之
官
へ
相
渡
候
市
ハ
迎
も
不
ν
為
ニ
相
済
-
候
間
其
段
是
又
御
承
知
被
ν
下
度
候
、

一
一
鮭
之
塩
引
井
魚
子
共
太
之
古
参
候
節
為
v
持
遣
し
可
v
申
候
間
左
様
承
知
被
ν
下
度
候
、

一
先
日
専
庵
船
越
へ
参
候
節
小
川
元
奥
参
り
合
候
而
申
越
候
ニ
者
、
先
年
元
奥
へ
貸
置
候
今
日
方
熱
病
論
ヘ
ヱ
ス
テ
ル
内
科
書
三
部
筒
井

窓
庵
ニ
封
印
し
頼
遺
候
趣
申
遣
候
問
、

意
賂
方
御
取
調
被
ν
下
近
便
に
御
遣
し
被
ν
下
度
奉
-
両
棚
上
一候
、
右
御
報
迄
早
々
如
ν
此
ニ
御
座
候
、

猶
書
外
期
ニ
後
音
-候

頓

首

十
一
月
廿
日

円
治
様

尚
々
珍
敷
鮎
之
す
し
御
恵
投
被
ν
下
早
速
賞
味
可
ν
仕
候

重
ね
て
千
庵
よ
り
円
治
宛
尺
憤

以
上

(
端
裏
書
)

「
栃
尾
ニ
而

森
田
円
治
様

御
玉
下

一
翰
啓
上
仕
候
、

時
下
暖
気
日
々
相
催
候
処
弥
御
清
安
奉
-
一
賀
上
-候
、

悦
安

加
茂

(80) 

人
直

ニ
同
人
方
へ
案
内
致
し
候
、

其
節
帰
り
御
尋
も
無
ν
之
候
聞
返
書
も
差
上
不
v
申
侯
如
何
相
成
候
哉
、

然
ハ
先
日
醤
油
斗
司
仁
蔵
義

ニ
付
御
申
越
被
ν
成
候
へ
共
御
使
之

同

悦
安
」

御
使
之
人
よ
り
可
ν
申
候
間
左

様
御
承
知
可
v
被
ν
成
候
、

一
兼
市
意
庵
預
り
参
候
書
物
之
内
熱
病
論
今
日
方
ハ
此
程
入
用
之
義
有
ν
之
候
間
此
も
の
へ
御
遣
し
可
ν
被
ν
成
候
、

延
引

ニ
相
成
候
而
も
宜
候
間
右
二
部
ハ
無
ニ
間
違
-様
頼
上
候
、
右
申
上
度
迄
早
々
如
v
此
-
一
御
座
候
、
屯
首
謹
言

月
十
六
日

ヘ
イ
ス
テ
ル
は
少
々

の
三
部
の
書
籍
の
返
却
を
催
促
し
た
も
の
で
あ
る
。

ζ

の
二
通
の
尺
閣
は
い
ず
れ
も
『
今
日
方
』
即
ち
千
庵
の
恩
師
藤
林
普
山
の
訳
『
西
医
今
日
方
』
、
『
熱
病
論
』
即
ち
加
賀
藩
前
田
侯
の
侍
医

吉
田
長
淑
の
訳
『
泰
西
熱
病
論
』
及
び
『
ヘ
イ
ス
テ
ル
の
内
科
書
』

「
泰
西
熱
病
論
」
は



江
戸
遊
学
中
の
千
庵
が
父
甫
三
宛
の
尺
膿
の
中
に
引
用
文
献
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
親
交
の
あ
っ
た
吉
田
長
淑
の
も
の
を
筆
写
し
て
持
帰
っ

た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
既
述
の
森
田
家
に
は
普
山
著

『
和
蘭
今
日
方
』

自
筆
写
本
、
や
は
り
千
庵
と
親
交
が
あ
っ
た
坪
井

信
道
『
遠
西
二
十
四
方
』
自
筆
写
本
な
ど
が
遺
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
千
庵
の
そ
れ
を
弟
円
治
が
借
用
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
も
の
と
察

れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
森
田
兄
弟
は
医
学
関
係
だ
け
で
な
く
、

せ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
千
庵
の
遊
学
の
成
果
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
森
田
兄
弟
が
相
互
に
研
鑓
を
積
ん
で
い
た
様
子
を
伝
え
て
く

そ
の
外
の
面
で
も
そ
の
探
求
心
は
旺
盛
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
断
簡
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
を
次
に
示
す
。

千
庵
よ
り
円
治
宛
尺
慣

(
不
カ
)

一
一
翰
致
ニ
啓
上
-
候
、
未
残
暑
退
兼
侯
処
弥
御
安
泰
奉
ν
賀
候
、
幣
字
老
母
は
し
め
一
同
口
相
変
消
光
候
間
乍
ド
惇
御
静
心
可
ν
被
ν
下
存
候
、

然
者
御
繁
用
ニ
付
盆
中
御
入
来
無
v
之
義
御
閑
暇
次
第
御
待
申
居
候
、
信
過
日
御
恵
投
之
砿
者
未
タ
質
験
不
ν
仕
候
へ
ど
も
ア
ン
チ
モ
ニ
と

ア

ラ

カ

子

(

虫

損

〉

は
様
子
途
候
様
被
ν
存
候
、
何
れ
後
音
相
識
可
否
可
ニ
申
上
一
候
、
ア
ン
チ
モ
ニ
の
砿
は
鉛
の
砿
の
如
き
も
の
ニ
て
口

ニ
焼
候
へ
ば
、
硫

黄
の
臭
気
有
ν
之
硫
黄
の
火
の
も
ゆ
る
物
ニ
御
座
候
、

一
笠
巻
長
福
寺
御
内
閣
先
月
廿
二
日
病
死
被
ν
致
候
間
為
一
一
御
知
-申
上
候
、

一
拙
家
新
婦
之
義
も
来
ル
八
月
廿
二
日
引
越
婚
礼
之
積
ニ
取
極
候
間
其
節
御
都
合
出
来
申
候
は
h

乍
ニ
御
苦
労
-御
取
持

ニ

(81) 

(
以
下
欠
損
)

硫
黄
の
臭
気
の
有
無
か
ら
、
円
治
寄
贈
の
鉱
物
が
ア
ン
ム
モ
ニ
と
様
子
の
異
る
も
の
ら
し
い
と
の
見
解
を
伝
え
て
い
る
乙
と
が
分
る
。
乙
の

よ
う
に
、
鉱
物
関
係
に
も
話
が
及
ん
で
お
り
、
森
田
兄
弟
の
多
才
さ
を
窺
う
ζ

と
が
で
き
る
。

千
庵
は
晩
年
に
和
歌
に
親
ん
で
い
る
。
和
歌
を
通
じ
て
親
交
の
あ
っ
た
人
に
つ
い
て
、
今
に
遺
る
『
無
題
和
歌
集
』
に
み
え
る
人
名
を
あ
げ

れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
小
島
住
吉
屋
三
豆
元
、
五
十
嵐
久
栖
、
真
木
屋
久
八
、
中
沢
津
治
春
樹
、
高
馬
保
内
和
言
、
小
林
要
七
百
世
、

石
井
重
枝
、
紺
屋
惣
五
郎
、
小
日
向
中
清
、
五
十
嵐
伊
左
衛
門
伴
雄
、
青
本
喜
内
義
隆
、
小
林
彦
兵
衛
さ
か
ゆ
、
森
田
守
古
、
大
枝
千
入
、
志

田
久
錦
、
明
田
川
懐
徳
、
大
漆
広
雄
、
紙
屋
清
蔵
高
安
、
光
明
院
住
、
可
津
子
、
三
鏡
、
佐
藤
水
穂
貞
助
、
浅
野
貞
雄
、
保
内
熊
倉
弘
冬
の
人

た
ち
で
あ
る
。

ハ
未
完
〉
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資

料伴
道
与
法
眼
栄
藩
の
実
系
と
そ
の
子
孫

伴

七
三
雄

私
の
家
の
遠
祖
に
あ
た
る
伴
道
与
に
つ
い
て
は
、
中
野
操
著
『
日
本
医
事

大
年
表
』
の
元
禄
三
年
(
一
六
九

O
)
の
項
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
九
月
二
十
三
日

町
医
舟
橋
長
庵
、
喜
多
村
慶
庵
、
伴
道
与
、
数
原
通
玄

:
:
:
幕
府
エ
召
出
サ
ル
」

乙
乙
で
は
、
伴
家
の
第
六
代
栄
富
が
天
保
十
三
年
(
一
八
四
二
)
九
月
に

書
き
記
し
た
伴
家
の
家
譜
を
主
と
し
て
紹
介
し
て
み
た
い
。

伴
家
の
姓
は
大
伴
、
苗
字
は
伴
、
大
彦
命
の
後
胤
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い

る
が
、
詳
し
い
と
と
は
不
明
で
あ
る
。

(註
)
大
彦
命
は
八
代
孝
元
天
皇
の
長
男
で
、
第
九
代
開
化
天
皇
の
長
兄

に
当
る
。
(
宮
内
庁
書
陵
部
調
べ
)

下
野
の
国
日
光
の
住
人
、
伴
意
楽
を
父
と
し
た
が
、
母
は
日
光
山
神
職
大

森
官
官
の
娘
で
あ
る
。
弱
年
よ
り
江
戸
へ
参
り
、
今
大
路
道
三
玄
淵
の
門
人

と
な
り
、
医
術
を
修
得
し
、
そ
の
後
召
し
出
さ
れ
て
、
五
代
将
軍
綱
吉
〈
常

憲
院
)
の
と
き
、
元
禄
三
年
こ
六
九

O
)
九
月
廿
三
日
に
、
御
切
米
弐
百

俵
を
給
さ
れ
、
寄
合
医
師
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
元
禄
九
年
九
月
二
十
五
日
、

奥
医
師
と
な
っ
た
。
翌
、
元
禄
九
年
九
月
二
十
六
日
に
、
さ
ら
に
御
番
料
と

し
て
、
弐
百
俵
の
加
増
が
あ
り
、
同
年
十
二
月
九
日
、
法
眼
の
位
に
叙
せ
ら

れ
た
。
元
禄
十
年
四
月
廿
六
日
に
御
匙
役
と
な
り
、
同
年
十
二
月
十
八
日
、

三
百
俵
を
加
増
さ
れ
、
尚
薬
奉
行
と
な
っ
た
。

元
禄
十
一
年
七
月
三
日
に
は
地
方
と
し
て
武
州
榛
沢
郡
之
内
五
ケ
村
賀
矢

郡
之
内
弐
ケ
村
、
合
計
七
ケ
村
の
知
行
を
賜
わ
り
、

(
現
在
の
埼
玉
県
神
保

原
町
附
近
)
年
月
日
は
不
詳
で
あ
る
が
、
綱
吉
直
筆
の
掛
軌
を
拝
領
し
、
現

在
に
至
る
ま
で
家
蔵
し
て
い
る
。
掛
軸
は
縦
一
尺
四
寸
五
分
、
横
弐
尺
六
す

三
分
で
あ
り
、
金
箔
地
に
「
成
寧
」
と
横
に
大
脅
さ
れ
、
そ
の
脇
に
「
忠
信

礼
之
本
也
義
理
之
本
也
」
と
二
行
に
香
か
れ
て
い
る
。

猶
、
住
い
は
浅
草
の
鳥
越
の
八
軒
屋
敷
(
現
在
の
鳥
越
神
社
附
近
)
の
一

画
を
拝
領
し
た
。九

州
川
棒
、
二
与
し
と
武
バ

.. 
'し
句ル

嗣
冬
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宝
永
六
年
(
一
七

O
九
)

将
軍
綱
吉
苑
御
に
伴
い
、

瑞
春
院
(
綱
吉
側
室
お
伝

の
方
)
の
御
附
き
役
と
な

っ
た
が
、
六
代
将
軍
家
宣

(文
昭
院
)
の
と
き
、
正

徳
元
年
こ
七
一
一
)
、
病

気
と
の
為
願
い
出
て
、
御

役
御
免
、
寄
合
と
な
る
。

八
代
将
軍
吉
宗
(
有
徳
院

の
と
き
、
享
保
二
年
(
一

七
一
二
)
十
二
月
八
日
、

病
没
し
た
。
享
年
七
十
一

才
、
法
名
宣
山、

浅
草
龍

宝
寺
に
葬
る
。

二
代
目
、
伴
栄
宣
は
、

初
代
栄
藩
の
長
男
と
し
て

(82) 



惇
信
院
(
九
代
将
軍
家
重
)
の
と
き
、
宝
磨
三
年
(
一
七
五
三
)
十
二
月
三

日
相
続
を
相
済
せ
菊
之
聞
に
於
て
御
老
中
が
御
列
座
の
上
、
西
尾
隠
岐
守
か

ら
寄
合
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
宝
暦
十
年
九
月
三
日
病
死
し
た
。
享
年
五

O
才

で
あ
っ
た
。

栄
章
の
委
に
妹
が
三
入
居
り
、
次
女
は
御
書
院
番
、
斎
藤
伊
予
守
組
の
川

勝
勘
左
衛
門
広
典
の
妻
と
な
り
、
三
女
は
大
御
番
米
倉
丹
後
守
組
頭
河
尻
与

三
郎
鎮
恒
の
妻
と
な
っ
て
い
る
。
四
女
は
奥
医
師
林
良
適
法
眼
茂
承
に
嫁
し

て
い
る
。
女
子
四
人
の
末
に
男
子
栄
慶
が
誕
生
し
た
た
め
、
こ
れ
を
四
代
目

に
据
え
た
。

四
代
栄
慶
は
一
つ
橋
附
医
師
団
沢
宗
伯
安
久
の
娘
を
嫁
り
、
さ
ら
に
弟
の

良
香
は
後
に
寄
合
医
師
増
田
寿
慎
の
養
子
と
な
り
、
奥
医
師
増
田
寿
得
と
な

っ
て
い
る
。

惇
信
院
(
九
代
将
軍
家
重
)
の
御
代
宝
暦
三
年
三
月
十
四
日
、
三
代
目
栄

章
に
男
子
な
く
、
祖
父
の
栄
室
が
お
願
い
し
て
居
っ
た
通
り
、
順
養
子
を
仰

せ
付
け
ら
れ
、
宝瞬間
十
年
十
二
月
四
日
、
栄
眠
棋
は
養
父
栄
章
の
跡
目
を
相
続

し
、
菊
之
聞
に
於
て
、
御
老
中
御
列
座
、
秋
元
但
馬
守
(
秋
元
涼
朝
)
よ
り

四
代
目
道
与
を
継
承
す
る
旨
仰
せ
渡
さ
れ
、
小
譜
諮
組
大
久
保
与
七
兵
衛
の

支
配
に
入
り
、
其
の
子
土
岐
大
学
の
支
配
の
節
、
宝
暦
十
二
年
五
月
十
日
、

御
番
医
師
を
仰
渡
さ
れ
、
御
右
筆
部
屋
縁
類
に
於
て
、
御
老
中
御
列
座
、
松

平
右
京
太
夫
(
老
中
松
平
輝
高
)
よ
り
仰
せ
渡
さ
れ
た
が
、
明
和
六
年
十
二

月
廿
一
目
、
三
十
四
才
に
て
病
死
し
た
。

五
代
目
、
道
与
栄
清
は
十
代
将
軍
家
治
(
波
明
院
〉
の
御
代
、
父
道
与
栄

慶
の
御
番
医
師
の
節
、
明
和
六
年
十
二
月
廿
七
日
、
ハ
ス
道
与
の
願
通
り
、
菊

之
聞
に
於
て
、
御
老
中
御
列
座
、
松
平
周
防
守
(
松
平
忠
順
)
か
ら
跡
目
相

元
禄
三
年
(
一
六
九

O
)江
戸
で
生
ま
れ
、
幼
名
は
豊
松
、
長
じ
て
道
朔
と
改

名
、
母
は
酒
井
讃
岐
守
医
師
山
本
玄
広
の
娘
で
あ
る
。
妻
は
御
堂
同
院
番
戸
田

若
狭
守
組
の
川
勝
勘
兵
衛
広
英
の
娘
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
に
大
御
番
八
木
十

三
郎
組
の
大
同
数
馬
光
義
の
養
女
を
後
妻
と
し
た
。

八
代
将
軍
吉
宗
(
有
徳
院
)
の
と
き
、
享
保
二
年
十
二
月
廿
六
日
に
、
相

続
の
儀
を
相
済
せ
、
管
合
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。
同
年
間
三
月
十
九
日
に
月

光
院
(
六
代
将
軍
側
室
輝
子
の
方
)
の
御
附
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。

輝
子
の
方
逝
去
に
よ
り
、
九
代
将
軍
家
重
(
惇
信
院
)
の
と
き
宝
暦
二
年

(
一
七
五
二
〉
十
一
月
十
四
日
御
右
筆
部
屋
縁
類
に
於
て
老
中
列
座
の
う
ち
に
、

酒
井
左
衛
門
尉
殿
か
ら
寄
合
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
宝
暦
三
年
九
月
十
八
日
病

死
し
た
。
享
年
六
十
四
才
。
浅
草
龍
宝
寺
に
葬
る
。

と
の
こ
代
目
栄
宣
に
は
二
人
の
妹
と
二
人
の
弟
が
あ
り
、
長
女
は
本
多
主

税
忠
昭
に
嫁
し
、
次
女
は
小
普
請
組
小
田
切
喜
兵
衛
支
配
の
井
上
順
庵
に
嫁

し
て
い
る
。
次
男
完
照
は
奥
医
師
林
良
喜
重
照
の
養
子
と
な
り
、
後
日
御
番

医
師
林
良
適
と
な
っ
て
い
る
。
三
男
の
忠
英
は
奥
医
師
法
眼
小
川
文
庵
守
忠

の
養
子
と
な
り
、
小
川
守
碩
と
な
っ
て
い
る
。

三
代
目
相
続
予
定
の
道
朔
は
早
世
し
た
た
め
有
徳
院
(
八
代
吉
宗
〉
の
と

き
、
元
文
三
年
(
一
七
三
八
)
五
月
廿
五
日
、
寄
合
医
師
湯
川
寿
三
の
次
男
玄

昌
を
箆
養
子
に
し
た
い
旨
、
願
い
出
た
と
こ
ろ
同
年
九
月
廿
六
日
願
い
通
り

欝
養
子
仰
付
け
ら
れ
、
部
屋
住
み
に
な
っ
た
。
元
文
四
年
四
月
十
一
日
、
御
目

見
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、元
文
五
年
九
月
十
二
日
、月
光
院
(
純
子
の
方
)
の
広
敷

御
用
を
仰
付
け
ら
れ
、
輝
子
の
方
が
逝
去
す
る
ま
で
相
勤
め
た
。

ζ

の
玄
昌

の
実
父
は
湯
川
吉
三
で
あ
り
、
母
は
寄
合
医
師
木
下
道
円
の
娘
で
あ
っ
た
。

玄
畠
は
三
代
目
道
与
栄
章
と
名
乗
り
、
二
代
目
栄
宣
の
長
女
を
妻
と
し
た
。
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続
を
仰
せ
渡
さ
れ
、
小
譜
請
組
、設
楽
甚
十
郎
の
支
配
下
に
入
り
、同
七
年
四

月
四
日
、将
軍
の
交
替
の
際
に
も
御
礼
申
上
げ
た
が
、
そ
の
後
、段
々
に
支
配

替
え
と
な
り
、
長
井
五
右
衛
門
支
配
の
折
に
、
病
気
の
た
め
隠
居
を
仰
せ
付

け
ら
れ
、
文
政
十
三
年
(
一
八
三

O
)正
月
二
日
、
病
死
す
。
享
年
七
十
三
才
。

栄
清
の
妹
は
最
初
、
御
番
医
師
吉
田
長
遥
宗
一
純
と
縁
組
み
し
た
が
、
不
縁

の
た
め
離
婚
し
、
寛
政
七
年
(
一
七
九
五
)
十
二
月
晦
日
、
藤
堂
和
泉
守
家
来

湊
政
右
衛
門
義
賢
に
再
婚
し
た
。

六
代
田
道
与
栄
富
に
は
三
人
の
姉
が
あ
り
、
長
女
は
早
世
、
次
女
は
御
堂
百

院
喬
土
岐
丹
波
守
組
の
服
部
平
太
夫
保
利
に
嫁
し
、
三
女
は
早
世
し
た
。
栄

富
の
母
は
松
平
壱
岐
守
家
来
、
荒
川
与
市
郎
弘
陵
の
娘
で
あ
る
。

栄
省
は
天
保
六
年
(
一
八
三
五
)
五
月
廿
四
日
、
婚
約
を
願
い
出
で
六
月
十

七
日
に
願
の
通
り
許
可
が
お
り
、
奥
医
師
小
川
穏
仙
院
法
印
忠
実
の
娘
と
婚

姻
し
た
。

第
十
一
代
将
軍
家
斉
(
文
恭
院
)
の
と
き
父
道
与
が
小
普
請
組
長
井
五
右

衛
門
支
配
の
節
、
文
政
十
年
十
二
月
十
二
日
、
病
気
の
た
め
隠
居
を
願
出
た

所
、
願
い
の
通
り
に
家
督
相
続
を
棺
違
な
く
す
る
様
に
内
命
が
あ
り
、
菊
之

聞
に
於
て
、
御
老
中
御
列
座
の
も
と
で
、
青
山
下
野
守
(
考
中
青
山
忠
良
)

か
ら
栄
富
に
家
督
相
続
を
仰
せ
渡
さ
れ
、
父
の
時
の
如
く
、
長
井
五
右
衛
門

支
配
と
な
る
。
文
政
十
年
十
二
月
廿
二
目
、
相
続
の
御
礼
を
申
上
げ
た
。

天
保
四
年
(
一
八
三
三
)
五
月
廿
五
日
、
栄
富
は
御
番
医
師
を
仰
せ
付
け
ら

れ
、
御
右
筆
部
屋
に
於
て
、
御
老
中
御
列
座
、
松
平
周
防
守
殿
(
松
平
信
頼
)

そ
の
旨
を
よ
り
仰
せ
渡
さ
れ
、
同
九
年
十
二
月
十
八
日
、
日
光
准
后
の
登
山

参
詣
の
折
に
附
添
す
る
様
に
御
右
筆
部
屋
に
於
て
小
笠
原
相
撲
守
殿
よ
り
仰

せ
渡
さ
れ
、
同
天
保
九
年
十
二
月
廿
六
日
、
御
出
発
K
際
し
、
御
付
添
え
致

し
、
翌
天
保
十
年
正
月
二
十
四
日
、
寛
永
寺
に
帰
寺
、
帰
府
し
た
。
そ
の
折

に
人
足
八
人
、
馬
五
匹
を
連
れ
、
御
朱
印
並
に
途
中
往
復
し
て
彼
の
地
に
逗

留
中
に
、
拾
六
人
扶
持
を
下
さ
れ
、
准
后
宮
か
ら
も
、
白
銀
拾
枚
、
紗
綾
二

巻
を
拝
領
し
た
。
天
保
十
三
年
四
月
三
目
、
日
光
山
富
御
参
詣
の
折
に
も
御

右
筆
部
屋
に
於
て
、
水
野
越
前
守
殿
か
ら
御
供
を
仰
せ
渡
さ
れ
た
。
同
年
七

月
八
日
に
は
、
仲
間
取
締
役
補
佐
を
、
桔
梗
の
間
於
に
て
大
岡
主
謄
正
殿
か

ら
仰
せ
渡
さ
れ
た
。

栄
富
の
長
男
猶
吉
は
早
世
し
、
長
女
も
早
世
、
末
弟
の
金
次
郎
が
継
目
と

な
り
、
七
代
栄
親
と
な
っ
た
。

以
上
、
伴
家
の
初
代
か
ら
六
代
ま
で
の
略
歴
を
記
し
た
が
、
特
K
あ
げ
て

言
う
ほ
ど
の
事
蹟
は
あ
ま
り
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
当
時
の
風
習
が
う
か
が

え
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
参
考
の
一
端
に
も
な
る
か
と
考
え
、
ま
と
め
て
み
た
。
めnxu
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総

括

元
禄
三
年
三
六
九

O
)
に
江
戸
幕
府
の
医
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
伴
道
与
は

私
の
家
の
遠
祖
に
当
る
。
乙
の
初
代
道
与
か
ら
六
代
道
与
栄
富
に
至
る
実
譜

を
紹
介
し
た
。
特
に
あ
げ
て
い
う
べ
き
こ
と
も
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
当
時

の
風
習
を
う
か
が
え
る
と
乙
ろ
も
あ
り
、
御
参
考
の
一
端
に
で
も
な
れ
ば
宰

い
で
あ
る
。
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昭
和
四
十
八
年
度
医
史
学
関
係
論
文
目
録

)
は
号
数
、
次
の
数
字
は
頁
数
を
示
す
。
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二
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八
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九
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蒲
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(
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五
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医
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忠
健
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五

(
七
〉
四
三

l
四
五

現
代
医
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の
歴
史
診
察
(
一
)
胃
が
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で
死
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だ
徳
川
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康
杉
浦
守
邦
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健
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ー
ナ
ル
(
九
一
〉
七

ペ
ル
ツ

・
ス
グ
リ
パ
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胸
像
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沼
守
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一
八
五
七

I
一
九
四
二
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緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
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四
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四
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l
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蒲
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宏
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四
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五
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二
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中
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勇

医
学
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医
海
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八
四
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図
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郎
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岡
県
医
師

会

報

四

l
五

榔
野
直
と
そ
の
筆
跡
簿
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潟
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史
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蘭
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九
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る
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史
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史
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史
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四
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史
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ベ
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潟
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瀬
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瀬
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八
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史
l
孝
徳
事
件
を
め
ぐ
っ
て
吉
田
澄
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(
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l
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岡
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一
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追
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史
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菅
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菅
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菅
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四
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t
一五

戦
後
医
療
技
術
史
年
表
作
成
の
試
み
佐
藤
三
重
子

・
上
林
茂
暢
医
学

史
研
究
(
四
一
)
五
一
二

t
五
一
七

国
民
総
医
療
費
の
推
移
と
若
干
の
分
析
中
村
文
子
医
学
史
研
究

(四

一
)
五
二

0
1
五
三
二

医
療
社
会
事
業
の
あ
ゆ
み
中
島
さ
っ
き
医
学
史
研
究

三
五

t
五
三
七

患
者
運
動
よ
り
見
た
医
療
史
1

序
論
と
問
題
提
起
|

研
究
(
四
一
)
五
三
八

t
五
三
九

G
H
Q
の
医
療
政
策
と
針
灸
漢
方
医
療

一
)
五
四
O

戦
後
医
療
技
術
史
の
特
徴
と
課
題
を
め
ぐ
っ
て
|
医
療
史
の
技
術
史
側
面
|

林
正
秀
医
学
史
研
究
(
四
一
)
五
四
一

l
五
四
三

医
薬
分
業
論
争
の
史
的
考
察
(
上
)
多
田
羅
浩
三
医
学
史
研
究
(
四

一
)
五
五
一

t
五
五
六

日
本
医
学
史
話
漢
方
医
受
難
の
歴
史
始
ま
る
末
安
孝
俊
医
海
時
報

(
五
七
五
)
三

日
本
医
学
史
話
漢
方
存
続
に
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
末
安
宰
俊

報
(
五
七
九
)
三

日
本
医
学
史
話
徒
労
に
終
っ
た
議
会
へ
の
請
願
末
安
宰
俊

報
(
五
八

O
)
三

日
本
医
学
史
話
明
治
政
府
に
よ
る
漢
方
医
粥
圧
末
安
幸
俊

報
(
五
八
一
)
三

公
衆
衛
生

新
社
会
衛
生
史
ノ
l
ト
四
九
後
藤
新
平
と
「
国
家
衛
生
原
理
」

豊
彦
労
働
衛
生

一
四

(
一
)
四
五

t
四
八

新
社
会
衛
生
史
ノ
l
ト
五
O

別
子
鉱
山
の
閲
坑
三
浦
豊
彦

生

一
回

(
二
)
四
五

I
四
八

社
会
衛
生
史
ノ
l
ト
(
五
一
)
大
日
本
私
立
衛
生
会
設
立
の
頃

彦
労
働
衛
生

一
回

全
一
)
四
五

t
四
八

社
会
衛
生
ノ
l
ト
(
五
二
)
後
藤
新
平
と
職
業
衛
生

衛
生

一
四

(
四
〉
四
五

t
四
八

鎌
江
真
五

医
学
史
研
究
(
四

三
浦
豊
彦

医
海
時

医
道
時

医
海
時

労
働
衛

浦
星皇
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新
社
会
衛
生
史
ノ
l
ト
(
五
三

1
五
五
)
足
尾
銅
山
小
史
三
浦
豊
彦

労
働
衛
生

一
四

(
五
)
四
五

t
四
八
、
(
六
)
四
五

t
四
八
、
(
七
)
四

五
l
四
八

新
社
会
衛
生
史
ノ
一
ト
(
五
六
)
石
原
修
の
女
工
と
結
核
三
浦
豊
彦

労
働
衛
生

一
四

(
八
)
四
五

t
四
八

新
社
会
衛
生
史
ノ
1
ト
〈
五
七
)
三
浦
豊
彦
労
働
衛
生

一
四

(
九
)

新
社
会
衛
生
史
ノ
l
ト
(
五
八
)
死
の
灰
三
浦
豊
彦
労
働
衛
生

一

四

(一

O
)
四
五

l
四
八

新
社
会
衛
生
史
ノ
1

ト
(
五
九
)
援
兵
論
三
浦
段
彦
労
働
衛
生

一

四

(
一
一
)
四
五

l
四
八

新
社
会
衛
生
史
ノ
l
ト
(六

O
)

三
浦
箆
彦
労
働
衛
生

一
回
(
一
二
)

W
H
O
創
立
二
五
年
記
念
切
手
(
リ
ペ
リ
ア
共
和
国

)
(E
2
2含
刊
百
中

豆
諸

像
)
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
み

八
六

(一

O
)
七
三
四

W
H
O
創
立
二
五
年
記
念
切
手
(
リ
ペ
リ
ア
共
和
国

)
Qg
g
開

ι宅
担
邑

E-r
像
)
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
み

八
七

(
一
)
一
四

。3
5
E
の
W
H
O
二
五
年
記
念
切
手
(三

E
S
出

2
3
像

)

緒

方

富
雄
医
学
の
あ
ゆ
み

八
七

(
九
)
四
八
五

乳
幼
児
保
護
事
業
の
性
格
と
役
割
毛
利
子
来
医
学
史
研
究
(
四

O
)

四
七
三

1
四
七
五

安
土
桃
山
時
代
の
養
生
書
井
上
清
恒
健
康
(
一

O
六
こ
八

1
一
九

医
学
文
化
を
た
ず
ね
て
(
二
四
)
日
本
に
お
け
る
中
世
医
学
と
く
に
軍
隊
医

学
の
一
例
〔
戦
国
時
代
阿
波
武
士
が
携
行
し
た
救
急
療
法
官
〕
今
市
正

義
医
海
時
報
ハ
五
五
八
)
三

病
気
と
社
会
立
川
昭
二

・
西
三
郎

・
白
本
博
次

・
園
田
恭
一

医
学
の

あ
ゆ
み

病
院
史

小
石
川
養
生
所
酒
井
シ
ヅ
労
働
の
科
学

二
八

(
八
)
五

0
1
五
二

病
院
史
の
ひ
と
こ
ま
一
人
前
に
な
り
は
じ
め
た
こ
ろ
の
ハ
ウ
ス
キ
ー
パ

ー

長
谷
川
一
子
病
院

三
ニ

(
二
)
六
九

病
院
史
の
ひ
と
と
ま
国
立
病
院
の
再
編
成
(
一
)

H

国
立
u

創
設
の
頃

尾
村
偉
久
病
院

三
ニ

(
五
)
六
九

病
院
史
の
ひ
と
と
ま
国
立
病
院
の
再
編
成
(
二
)
グ
国
立
4

の
地
方
、
私
大

移
譲

・
移

管

問

題

尾

村

偉

久

病

院

三
ニ

(
六
)
六
九

戦
時
の
国
立
療
養
所
(
一

)l
〈
五
)
私
の
日
記
よ
り
黒
川
清

之

日

本

医
事
新
報
(
二
五
六
九
)
六
三

l
六
七
、
(
二
五
七
四
)
六
六

l
六
八
、

(
二
五
七
五
)
六
四

1
六
六
、
(
二
五
七
六
)
六
七

t
六
八

明
治
初
期
備
南
地
域
の
病
院
設
立
を
め
ぐ
っ
て
1

口
問
治
郡
の
場
合
(
旧

・
岡

山
県
)
|
妹
尾
容
司
蘭
研
研
究
報
告
(
二
七
一
)
六
一

1
六
回
、

(
二
七
六
)
一
二

1
一八

地
方
史

長
崎
医
学
史
ノ
1
ト
(
一
七
)
幕
末
の
オ
ラ
γ
ダ
料
理
中
西
啓
長
崎

県
医
師
会
報
(
三
二
一
)
一

O

長
崎
医
学
史
ノ
l
ト
(
一
八
)
尾
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涼
海
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話
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西
魯
長
崎
県
医
師

会
報
会
一
二
二
)
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一

長
崎
医
学
史
ノ
1
ト
(
一
九
)
ポ
l
ド
ウ
ィ
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の
生
理
学
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義

長
崎
県
医
師
会
報
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ニ
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)
八

長
崎
医
学
史
ノ
1
ト
(
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)
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く
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シ
タ
ン
の
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承

長
崎
県
医
師
会
報
(
=
三
四
)

八
四

(一)一

t
一
四
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長
崎
医
学
白
人
ノ
l
ト
(
二
一
〉

崎
県
医
師
会
報
(
三
二
五
)

長
崎
医
学
史
ノ
I
ト
(
二
二
)
医
学
者
と
し
て
の
シ

I
ボ
ル
ト

長
崎
県
医
師
会
報
(
三
二
六
)
一

O

長
崎
医
学
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ノ
l
ト
(
二
三
)
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井
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西
啓
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医
師
会
報
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一
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ご
二

長
崎
医
学
史
ノ
l
ト
(
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六
)
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シ
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ル
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二
)
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西
啓
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県
医
史
会
報
(
三
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O
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四
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崎
医
学
史
ノ
l
ト
(
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I
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)
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医
学
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西
啓

崎
県
医
師
会
報
(
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二
ご
一

、
(
三
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二
ご
四

長
崎
医
学
史
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1
ト
(
二
九
)
貝
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の
医
師
観
中
西
啓
長
崎
県

医
師
会
報
(
三
三
三
ご
八

長
崎
医
学
史
ノ
1
ト
(三

0
1
三
一
)
子
の
年
の
大
風

中
西
啓
長
崎

県
医
師
会
報
(
三
三
四
ご
六
、
(
三
三
五
ご
九

名
古
屋
に
お
け
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医
学
史
発
達
の
歩
み
吉
川
芳
秋
東
海
医
学
史
研
究

b
E

一一ムハ

岡
山
県
の
蘭
学
者
と
遺
跡
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
み

八
六

(
一
)

一一一ムハ

長
崎
の
出
島
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
み

八
七

(
五
)
二
七
四

幕
末
多
摩
医
療
史
雑
考
新
藤
恵
久
日
本
歯
科
医
師
会
雑
誌

二
五

(一

O
)
一
O
七
0
1
一
O
七
一

在
村
蘭
研
究
序
説
三
河
を
例
に
|

学
論
叢
第
五

O
輯

蘭

学

大
阪
の
薬
種
業
界
の
改
令

中
西
啓中

西
啓

長
崎

田
崎
哲
郎

愛
知
大
学
文
学
会
文 長

新
撰
組
と
蘭
方
医

四
日
本
生
物
学
史
雑
話
三

O

オ
ラ
ン
ダ
正
月

研
究

六
(一

O
)
四
J
六

竹
山
屯
旧
蔵
グ
ク
ラ
l
メ
ル
ス
蘭
々
辞
典
4

原
啓
(
一
八
五
五
年
ゴ
1
ダ
版
)

蒲
原
宏
新
潟
医
師
会
報
(
二
七
六
)

オ
ラ
ン
ダ
流
の
呼
称
に
つ
い
て
越
中
哲
也
蘭
研
研
究
報
告
(
二
七

一
)
四

t
六

医

育

賀
茂
海
軍
衛
生
学
校
和
国
明
二

日
本
医
事
新
報
(
二
五
五
九
)
六
三

ー
六
五

明
治
初
期
の
尾
張
医
学
史
資
料
の
二
、
三
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
始
源
と
偉

大

な

先

人

た

ち

吉

川
芳
秋
保
険
診
療

二
八

(一

O
二
八
)
五
八

l
六

O
、
(一

O
二
九
)
五
八

t
六

O
、
(一

O
三
O
)
九
四

I
九
六

仙
台
落
の
医
学
校
鎌
田
常
郎
医
海
時
報
(
五
九
一
)
三

須
賀
川
医
学
校
と
福
島
医
学
校
小
泉
衡
平
日
本
医
事
新
報
(
二
五
六

一一一)六六

I
六
八

千
葉
大
学
医
学
部
と
医
史
学
大
鳥
蘭
三
郎
千
葉
医
学
会
雑
誌

四
九

(
三
)
一
四
八

日
本
大
学
歯
学
部
の
前
身
|
東
、
洋
歯
科
医
学
専
門
学
校
第
一
回
の
学
則
に
つ

い

て

鈴

木

勝

・
新
国
俊
彦

・
谷
津
三
雄

・
鈴
木
邦
夫
日
本
歯
科
医

史
学
会
会
誌

一
(
一
)
八
一

t
八
二

東
洋
歯
科
学
校
設
立
に
つ
い
て
血
脇
守
之
助
へ
送
っ
た
佐
藤
速
雄
の
手
紙

今
回
見
信
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌

一
〈
一
)
八
三

1
八
五
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二
郎

高
校
理
科
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日
医
大
誌

小
川
鼎

医
学
史
の
上
か
ら
み
た
日
本
医
科
大
学

(
六
)
二
二

1
二
五

医
学
文
化
を
た
ず
ね
て
明
治
初
期
の
医
学
教
育

時
報
(
五
七
五
)
三

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
科
学
史
医
学
史
上
の
大
学
、
研
究
所
、
博
物
館
に
つ
い
て

立
川
昭
二
北
里
大
学
教
養
部
紀
宴
会
ハ
)
七
三

t
九
O

各
科
史

本
邦
導
尿
カ
テ
l
テ
ル
の
始
祖
大
矢
全
節
目
本
医
事
新
報
(
二
五
五

九
〉
一
三
九

静
脈

・
皮
下
注
射
の
始
ま
り
大
鳥
蘭
三
郎
日
本
医
事
新
報
(
二
五
五

九
)
一
三
八

t
一
三
九

日
本
耐
震
形
外
科
の
古
典
と
資
料

(I
)
骨

継

療

治

重

宝

記

清

原

宏

東

洋
薬
事
報

一
四

(
四
)
四

1
六

日
本
整
形
外
科
の
古
典
と
資
料

(E
)
難
波
骨
総
秘
伝
と
接
骨
秘
伝
書

薄
原
宏
東
洋
薬
事
報

一四

(
五
)
一
七

I
一
九

日
本
整
形
外
科
の
古
典
と
資
料

(E
)
杏

蔭

斎

正

骨

要

訣

蒲

原

宏

東

洋
医
事
報

一
回

会
ハ
)
七

1
一九

日
本
整
形
外
科
の
古
典
と
資
料
(
WH
)

正
骨
範

・
正
脅
原

・
軍
陣
備
用
救
急

捕
方
蒲
原
宏
東
洋
薬
事
報

一四

(
七
)
一
七

l
ニ
O

日
本
監
形
外
科
の
古
典
と
資
料
(V
)
折
肱
要
訣
-

蒲
原
宏

報

一
四

(
八
)
一

七

i
一
九

日
本
耐
震
形
外
科
の
古
典
と
資
料
(
羽
)

報

一
四

(
九
〉
六

t
九

日
本
繋
形
外
科
の
古
典
と
資
料
(
mm
)

四
0 

阿
知
波
五
郎

医
海

東
洋
薬
事

整
骨
新
書

薄
原
宏

東
洋
薬
事

盤
骨
範
草
稿

蒲
原
宏

東
洋
薬

事
報

一
四

(一

O
〉
一
七

t
二
O

日
本
整
形
外
科
の
古
典
と
資
料
(
班
〉
釣
玄
四
科
会
委
整
骨
篇

東
洋
薬
事
報

一四

(
一
一
)
一
七

1
二
O

日
本
整
形
外
科
の
古
典
と
資
料
(
WH
)

墜

骨

挟

乱

蒲

原

宏

報

一
四

(
一
二
)
一
七

t
ニ
O

日
本
整
形
外
科
の
古
典
と
資
料
・
遠
西
整
骨
規
範
務
原
宏

報

一
五

(
一
)
一
八

t
一九

外
科
技
術
の
進
歩
か
ら
み
た
大
正
時
代
林
正
秀
医
学
史
研
究

O
)
四
六
八

t
四
七
二

山
上
養
貞

(
延
年
)
著
脈
法
手
引

草

明

和

七

年

刊

蒲

原

宏

新

潟

県

医
師
会
報
(
二
七
八
)

脈
管
学
の
今
昔
物
語
西
丸
和
義
広
島
医
学

二
六

(
四
)
三
六
五

t

三
七
六

砂
蛮
療
治
方
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報
(
二
八
三
)

「
糖
尿
病
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
わ
が
国
に
お
け
る
由
来
と
海
外
諸
国

の

現

状

三

村

悟

郎

・
福
満
昭
二

E
5
22
』

O
R
E
-
-
(二
)
四

一一

1
五
四

グイ

γ
ス
リ
γ
d
創
製
当
初
の
回
顧
竹
田
正
次

巴
与
え
2
』

O
E

S
丘

一
(
二
)
七
八

l
八
一

イ

γ
ス
リ
γ
発
見
五

O
年
の
歩
み
と
今
後
と
展
望

阿
部
正
和
日
本
臨

林

三一

(
七
)
一
二
五
八

1
一
二
六
O

坂
口
食
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
れ
た
か
村
地
悌
二

豆
島
氏

g
r
R
S
-

一
(
一
)
三
九

t
四
二

日
常
生
活
の
中
の
神
経
学

(
一
)
い
わ
ゆ
る
パ
リ
ノ
i
徴
候
を
有
す
る
患
者
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の

悩

み

豊

倉

康

夫

日
本
臨
休

=一一

(
一
)
一
九
一

t
一
九
三

日
常
生
活
の
中
の
神
経
学
(
二
)
無
名
の
古
代
作
品
か
ら
豊
倉
康
夫

日
本
臨
休
=
二
(
ニ
)
四
二
五

I
四
三
一

い
わ
ゆ
る

E
ュE
邑

症
候
群
に
つ
い
て
岩
田
誠

・
豊
倉
康
夫
脳
と

神
経
ニ
三
(
一
二
)
一
五
三
七

t
一
五
四
六

西
説
内
科
撰
要
に
つ
い
て
大
滝
紀
雄
・
大
鳥
蘭
三
郎
蘭
研
研
究
報
告

(
二
七
三
)
一

1
二

橋
本
宗
吉
「
西
説
産
育
手
術
会
書
」
の
原
著
宮
下
三
郎
大
阪
府
立
図

書
館
紀
要
(
九
)
一
一
一
一

t
一一一五

二
O
O年
前
蘭
学
誕
生
|
解
体
約
図
の
と
と
緒
方
富
雄
日
本
歯
科
医

史
学
会
会
誌

一
(
一
)
一

1
一
O

一
九
世
紀
の
新
潟
県
下
に
お
け
る
人
屍
剖
検
事
績
の
概
略
蒲
原
宏
県

立
ガ

γ
セ
シ
タ
l
新
潟
病
院
誌

一三

(
一
)
九
三

t
九
八

医
学
文
化
を
た
ず
ね
て
身
体
意
識
へ
の
い
と
ぐ
ち
三
輪
史
爾
医
海

時
報
(
五
九
六
〉
三

体
貌
観
測
の
歴
史
的
考
祭
西
大
助
西
医
学
三
六
(
五
)
三
六

I
四一

医
学
用
語
の
起
乙
り
元
気
と
病
気
小
川
鼎
三

p
g
g
(三
一
)
五

和
蘭
全
躯
内
外
分
合
図
に
つ
い
て
酒
井
シ
ヅ
蘭
研
研
究
報
告
(
二
七

一
)
一

I
三

遠
西
医
範
と
医
範
提
綱
大
鳥
蘭
三
郎

ー
四

ニ
O
O年
前
解
体
新
書
の
原
稿
一
応
完
成

八
四

(
九
)
五

O
八

微
生
物
学
に
お
け
る
人
体
実
験
の
記
録

蘭
研
研
究
報
告

緒
方
富
雄

飯
田
広
夫

(
二
七
三
)
三

医
学
の
あ
ゆ
み

メ
デ
ィ
ヤ
サ
l
ク

ル

一
八

(
一
)
一
三

I
一
八
、
(
二
)
六
五

1
六
九
、
(
三
)

一一

二
1

一
二
ハ
、
(
四
)
二
三

I
二
七
、
(
五
)
一
九
八

1
二
O
三
、
(
六
)
二
四
七

I
二
五
二
、
(
七
)
二
八
七

t
ニ
九
三
、
(
八
)
三
四
三

t
三
四
七
、
(
九
)

三
七
七

1
三
八
三
、
(一

O
〉
四
一
七

1
四
二
三
、
(
一
一
)
四
四
四

I
四

五
O
、
(
一
一
一
)
四
八
九

t
四
九
四

癌
搭
神
に
つ
い
て
関
根
邦
之
助
日
本
歴
史
(
三

O
一
)
一
二

0
1

一
二
七

わ
が
国
予
防
医
学
の
起
点
描
い
た
ア
イ
ヌ
種
痘
図
、
肉
筆
と
版
画
の
関
係

中
野
操
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル

ニ
(
五
)
一
二

0
1
一一一一

歯
学
史

近
代
歯
科
学
の
先
駆
者
上
村
泉
三
に
つ
い
て
杉
本
茂
春
医
認
(
復
刊

四
五
)
二
七
四

1
二
七
七
九

智
歯
の
訳
者
に
つ
い
て
山
田
平
太
日
本
歯
科
医
史
、
学
会
会
誌

一

(
一
)
七
六

ア
メ
リ
カ
小
児
歯
科
界
の
長
老
た
ち
上
原
進
日
本
歯
科
医
史
学
会
会

誌

一
(
一
)
五
八

t
七
一

「
願
懸
重
宝
記
」
に
み
ら
れ
る
歯
科
の
迷
信
、
俗

信

鈴

木

勝

・
新
国
俊

彦
・
谷
津
三
雄

・
鈴
木
邦
夫
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌

一
(
一
)
五

五

t
五
七

「
よ
は
い
草
」
を
読
ん
で
、
そ
の
内
容
の
検
討
鈴
木
勝

・
新
国
俊
彦
・

谷
津
三
雄
・
鈴
木
邦
夫
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌

一
(
一
)
一
五
一

l
五
四

口
腔
領
域
に
お
け
る
民
間
療
法

一
、
民
間
関
係
黒
須
一
夫
・
桜
井
達

也
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌

一
(
一
)
四
七

1
五
O
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杉
本

核
歯
の
一
方
法
と
そ
の
源
流
取
歯
、
打
牙
、
樋
歯
の
相
互
関
係

茂
春
日
本
歯
科
医
史
学
会
会
誌
(
一
)
一
一

t
一七

薬
学
史

中
村
協
斎
の
訓
蒙
図
梁
に
つ
い
て
木
村
陽
二
郎
東
京
大
学
教
養
学
部

教
養
学
科
紀
要
(
五
)
一

O
五

t
一
三
一

植
物
性
薬
品
開
発
の
歴
史
宗
回
一
代
謝
、
臨
時
増
刊
号
グ
和
漢
薬
4

五
三

l
五
四

粟
間
借
殻
に
つ
い
て
宮
三
郎
漢
方
の
臨
床

ニ
O
(五
)
二
四
五

1
二

四
八

日
本
製
薬
史
稿
(
そ
の
二
)
|
E
西
欧
医
学
の
伝
来
と
製
薬
の
新
展
開
会
己
|

宗
田
一
医
学
史
研
究
(
四

O
〉
四
八
二

t
四
八
九

動
物
へ
の
薬
品
応
用
の
始
ま
り
佐
藤
仁
太
郎
日
本
獣
医
学
研
究
会
報

(一一一)一一一

獣
医
学
史

日
本
陸
軍
獣
医
教
育
体
制
の
特
異
性
と
連
帯
性
白
崎
平
司

史
学
研
究
会
報
公
ニ
)
一

I
九

陸
軍
獣
医
学
資
材
廠
に
つ
い
て
広
江
厳

・
新
国
鉄
雄

研
究
会
報
(
三
)
一

0
1
一六

蘭
方
獣
医
学
に
つ
い
て
(
第
一
章
)
坂
本
勇

(
三
)
一
九

1
二一

獣
医
学
の
仏
教

・
医
学
と
の
関
連
(
序
説
)
(
抄
)

史
学
研
究
会
報
(
三
)
一
七

I
一九

看
護
史

看
護
婦
カ
l

ベ
ル
の
事
績
と
故
郷
を
尋
ね
て

日
本
獣
医

日
本
獣
医
史
学

日
本
獣
医
史
学
研
究
会
報

篠
永
紫
門

日
本
獣
医

蒲
原
宏

看
護
教
育

四

(
八
)
五
一
三

t
五
一
八

本
邦
近
代
看
護
史
補
選
長
門
谷
洋
治

九
七

t
一O
四

風
俗
史

‘

「
川
柳
医
療
風
俗
史
」
補
遺
山
本
成
之
助
日
本
医
事
新
報
(
二
五
四

九
)
七
三

t
七
回
、
(
二
五
五

O
)
七
三

l
七
四

続

・
医
療
風
俗
史
(
一

)l
(十
)

山
本
成
之
助
日
本
医
事
新
報

(
二
五

六
四
)
六
七

1
ムハ八
、

(
二
五
六
六
)
六
二
、
(
二
五
六
七
)
七
一

、
(二

五
七
八
)
六
六

t
六
七
、
(
二
五
八

O
)
六
五
J
六
六
、
(
二
五
八
一
〉
六

四
l
六
七
、
(
二
五
八
二
)
六
三
、
(
二
五
八
一
ニ
)
六
五

1
六
六
、

(
二
五

八
四
)
七

O
、
(
二
五
八
六
)
六
三

l
六
六

学

会

戦
後
日
本
医
師
会
史
の
時
代
区
分
野
村
拓
医
学
史
研
究
(
四
一
)

五
三
三

l
五
三
四

日
本
伝
染
病
学
会
|
半
世
紀
の
あ
ゆ
み
(
そ
の
て
そ
の
二

・
完

)

熊

谷

謙
三
郎
日
本
臨
床

三一

(
九
)
二
八
六
四

t
二
八
六
七

第
二
三
四
国
際
医
史
学
会
見
聞
記

l
イ
ン
グ
ラ

V
ド
医
史
学
的
散
歩
|

蒲
原
宏

沼
HZo-u甲山〉の何回
4

呂
田
)
円
。
〉
HK
百
円
〈
開
巧
一
八

一
二
六

I
一
三
二
、

一
九
一

、t
一
九
六

第
二
三
回
国
際
医
史
学
会
総
会
に
出
席
し
て

史
学
会
会
誌

一
(
一
)
七
二

t
七
四

そ
の
他

村
上
落
医
五
十
嵐
又
積
筆
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像

報
(
二
七
七
)
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日
本
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科
医

蒲
原
宏

新
潟
県
医
師
会



桂
川
甫
賢
筆
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像

九
)

島
津
圭
斎
筆
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
像

五
)

狩
野
守
尚
筆
神
幾
像
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会
報

上
野
公
園
一

O
O年
緒

方

富

雄

医

学

の

あ

ゆ

み

〕
¥-，，， 

江
戸
史
蹟
「
道
三
堀

・
道
三
橋
」
に
つ
い
て
矢
数
道
明

報
(
二
五
五
四
)
七

0
1
七一

ロ
ー

ド

l
ス
島
の
医
学
遺
跡
蒲
原
宏
医
学
の
あ
ゆ
み

ニ
七
九

t
二
八
二

蘭
学
者
の
遺
跡
を
訪
ね
て
樋
口
宏
蘭
研
研
究
報
告
(
一
二
ハ
九
)

ロ
ゾ
ド

γ
医
学
史
案
内
阿
知
波
五
郎
医
学
の
あ
ゆ
み

八
五

(
一
)

八
0
1
八
二

波
町
即
重
雄
氏
蔵
「
六
老
之
図
」
(
国
家
茶
話
)
蒲
原
宏
新
潟
県
医
師
会

報
(
二
八
一
)

温
知
社
幹
部
次
韻
の
「
仙
桃
集
」
に
つ
い
て
矢
数
道
明
漢
方
の
臨
床

ニ
O
(七
)
三
六
九

I
三
七
七

「
医
学
中
央
雑
誌
」
の
七

O
年

日

本

医

師

会

雑

誌

七
O
(
一
一
)
一

三
一
五

I
一
工
二
六

メ
デ
ィ
カ
ル

・
フ
ィ
ラ
テ
リ
l
と
初
期
の
医
学
切
手
(
一

)I
(三
)

古

川

明
医
学
の
あ
ゆ
み

八
四

(
一
一
)
六
五

O
I
六
五
四
、
八
五

(
四
)

二
六
四

1
二
六
六
、
八
五

(
七
)
四
五
五

l
四
五
七

。
戸
〉
コ

蒲
原
宏

新
潟
県
医
師
会
報

(
二
七

務
原
宏

新
潟
県
医
師
会
報

(
二
七

(
二
七
四
)

八
七

公
ハ
)

日
本
医
事
新

八
七

(
五
)

-
)
緒
方
官
雄
医
学
の
あ
ゆ
み

八
五

(
九
)
五
三
八

心
臓
月
間
記
念
切
手
(
メ
キ
シ

コ
)
緒
方
富
雄
医
学
の
あ
ゆ
み

(
一
)
三

O

偉
大
な
る
医
人
の
古
郵
便
切
手

五
)
六
七

保
坂
孝
雄

J¥ 
四

日
本
医
富
市
新
報
(
二
五
五
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書

評

大
矢
真

一
著

『
日
本
科
学
史
散
歩
江
戸
期
の
科
学
者
た
ち
』
中
央
公
論

社
、

一
九
七
四
年
六
月
、
B
6
版
、
二
五
四
頁
、

一
二
五

O
円

江
戸
時
代
後
半
に
輩
出
し
た
多
く
の
科
学
者
が
の
ζ

し
た
数
々
の
業
績
は

現
今
の
日
本
の
科
学
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
す
く
な
く
な
い
。
本
書

は
前
に
著
者
が
雑
誌
『
自
然
』
に
連
載
さ
れ
た
も
の
を
ま
と
め
た
も
の
に
、

さ
ら
に
何
編
か
を
加
え
、
『
自
然
選
苫
』
の
一
冊
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。和
算
家
毛
利
重
飽
か
ら
佐
久
間
象
山
に
至
る
三
十
人
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
廠
歴
、
業
績
を
あ
げ
、
そ
れ
に
各
人
の
墓
、

(
墓
の
な
い
、
ま
た
は
不

明
の
人
は
記
念
碑
)
の
乙
と
を
説
明
し
て
い
る
。
私
が
乙
の
本
に
つ
い
て
特

に
感
銘
を
党
え
る
の
は
、
大
矢
さ
ん
自
身
が
と
れ
ら
の
墓
に
い
ち
い
ち
参
詣

さ
れ
た
と
乙
ろ
を
、
さ
り
気
な
く
、
さ
ら
り
と
書
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
ほ
と
ん
ど
日
本
全
国
と
い
っ
て
も
よ
い
程
の
各
地
を
廻
ら
れ
た
大
矢
さ

ん
は
、
私
ど
も
の
先
輩
に
対
し
て
、
深
い
深
い
敬
慕
の
念
を
抱
い
て
お
ら
れ

る
に
ち
が
い
な
い
の
で
あ
る
。

全
編
三
十
編
の
う
ち
半
数
近
く
を
医
者
が
占
め
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
墓
が

案
内
図
が
つ
い
て
、
分
か
り
易
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
但
し
そ
れ
等
の
案
内

図
の
多
く
が
方
角
を
示
し
て
い
な
い
の
は
余
り
い
た
だ
け
な
い
が
、
い
か
に

も
「
方
向
オ
γ
チ
」
と
自
称
す
る
大
矢
さ
ん
ら
し
く
て
、
か
え
っ
て
ほ
ほ
え

ま
し
い
。
(
大
鳥
蘭
三
郎
)

岡
西
為
人
著

『
中
国
医
書
本
草
考
』
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赤

堀

昭

「
テ
キ
ス
ト
を
吟
味
し
て
正
し
い
も
の
を
使
わ
な
い
限
り
、
中
国
医
薬
学

の
古
典
に
つ
い
て
論
ず
る
資
絡
，は
な
い
」
。
と
れ
が
故
関
西
為
人
博
士
の
持

論
で
あ
っ
た
。
事
実
博
士
の
主
宰
さ
れ
た
古
典
の
講
読
は
必
ず
序
文
を
詳
し

く
読
む
と
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
と
れ
を
読
め
ば
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
経
歴
が
大

体
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
が
、
ζ

れ
は
本
文
と
は
別
の
意
味
で
難
解
で
あ
り
、

初
学
者
に
は
理
解
す
る
ζ

と
が
困
難
な
場
合
が
多
い
。
と
い
っ
て
も
長
年
月

の
間
に
多
く
の
系
列
を
生
じ
て
し
ま
っ
た
医
薬
学
舎
の
全
体
に
つ
い
て
論
じ

た
容
も
ほ
と
ん
ど
皆
無
の
状
態
で
、
僅
か
に
多
紀
元
胤
の
『
医
籍
考
』
と
岡

商
博
士
の
『
宋
以
前
医
籍
考
』
の
二
大
名
著
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
両
容

共
に
入
手
困
難
で
あ
る
し
、
そ
の
上
少
数
の
専
門
家
以
外
に
は
使
い
と
な
す

と
と
は
む
つ
か
し
い
。

『
中
国
医
書
本
草
考
』
は
森
立
之
の
『
本
草
経
集
注
』
の
復
原
稿
本
の
影

印
作
業
の
進
行
中
に
南
大
阪
印
刷
セ

γ
タ
1
の
山
田
正
民
か
ら

出

さ
れ
た

「
中
国
医
薬
学
古
典
研
究
の
手
引
き
書
を
」
と
い
う
要
望
に
応
え
て
計
画
さ

れ
た
も
の
と
き
い
て
い
る
が
、
博
士
の
生
涯
の
論
文
の
中
か
ら
医
薬
害
に
つ

い
て
の
解
説
的
な
も
の
を
取
出
し
、
そ
れ
に
若
干
の
未
発
表
の
論
文
を
加
え

た
も
の
で
あ
る
。
乙
の
奮
は
博
士
の
遺
著
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
は

校
正
そ
の
他
に
時
間
が
か
か
っ
た
た
め
で
あ
っ
て
、
論
文
の
取
捨
選
択
は
す

べ
て
著
者
自
身
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
逝
去
の
時
に
は
初
校
が
進
行
中
で

あ
っ
た
。

著
者
に
は
昭
和
四
十
三
年
頃
に
『
中
国
医
書
及
本
草
書
誌
』
と
い
う
舎
を
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ま
と
め
る
計
画
が
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
今
回
の
書
の
出
版
案
内
と
し
て
用

い
た
南
大
阪
印
刷
セ

γ
タ

l
の
『
グ
ラ
フ
ィ
カ
』
一
六
号
に
私
が
紹
介
し
て

お
い
た
そ
の
冒
頭
部
分
の
草
稿
と
目
録
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
『
宋
以
前
医
籍

考
』
の
例
に
倣
っ
て
、
中
国
の
主
要
な
医
薬
害
を
分
類
し
て
配
列
し
た
も
の

で
、
大
著
に
な
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
い
う
理
由
か
ら
か
そ
の
計
画
は
中

止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
現
在
草
稿
も
残
っ
て
い
な
い
と
乙
ろ
か
ら
み
る
と
、

恐
ら
く
構
想
の
ま
ま
で
終
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
中
国
医
書
本
草
考
』
は
論
文
集
と
い
う
乙
と
も
あ
る
が
、
と
の
よ
う
な

整
然
と
し
た
配
列
は
と
ら
ず
、

一
、
二
、
三
章
で
医
書
を
、
五
章
で
本
草
書

を
取
上
げ
、
四
章
で
は
宋
代
と
江
戸
末
期
の
医
書
校
勘
を
中
心
と
し
た
書
誌

学
的
問
題
に
触
れ
て
い
る
。
第
六
章
は
陳
存
仁
氏
の
『
中
国
針
灸
沿
革
史
』

の
訳
文
で
あ
る
が
、
著
者
の
主
要
な
関
心
が
前
五
章
に
あ
っ
た
ζ

と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
医
舎
に
つ
い
て
は
一
章
を
『
索
開
』
、
『
霊
枢
』
、
『
傷
寒
論
』
等

の
主
要
な
医
容
の
、
ニ
章
を
『
千
金
方
』
等
の
医
学
全
容
の
解
説
に
あ
て
、

各
舎
の
来
歴
か
ら
刊
本
ま
で
挙
げ
て
詳
し
く
説
明
し
て
あ
る
。
乙
の
一

、
二

章
が
書
籍
別
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
三
章
が
金
元
の
医
家
別
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
ζ

の
時
代
の
替
と
さ
れ
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
問
題
点
が
多
く
検
討

も
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
著
者
の
姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
医
書
に
く
ら

べ
て
本
草
蓄
に
つ
い
て
の
記
載
は
や
や
簡
単
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
近
く
刊
行

予
定
の
『
本
草
概
説
』
に
譲
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

他
の
分
野
と
同
様
に
こ
の
分
野
に
お
い
て
も
近
年
新
出
の
資
料
や
論
文
が

あ
る
が
、
著
者
は
自
ら
の
自
で
確
か
め
な
い
限
り
取
り
挙
げ
な
い
と
い
う
信

条
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
乙
の
舎
で
は
そ
れ
ら
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

又
論
文
集
で
あ
る
た
め
文
体
に
迷
い
が
あ
り
、
各
処
に
重
複
が
認
め
ら
れ
る
。

更
に
ζ

れ
は
出
版
者
が
独
断
で
進
め
て
し
ま
っ
た
乙
と
で
あ
る
が
、
隷
書
体

の
活
字
を
使
用
し
た
た
め
に
慣
れ
な
い
人
に
と
っ
て
は
少
し
読
み
に
く
い
か

も
し
れ
な
い
。
と
の
よ
う
な
小
さ
な
問
題
点
は
い
く
つ
か
あ
ろ
う
が
、
長
年

月
に
亘
っ
て
各
方
面
の
雑
誌
に
投
稿
さ
れ
た
論
文
が
ま
と
め
ら
れ
て
、
信
頼

の
で
き
る
解
説
容
が
で
き
上
っ
た
乙
と
は
、
乙
れ
ら
の
雑
誌
の
中
に
は
現
在

日
に
触
れ
に
く
い
も
の
が
多
い
だ
け
に
、
中
国
医
薬
学
古
典
を
扱
う
者
に
と

っ
て
は
甚
だ
好
都
合
で
、
座
右
に
置
い
て
活
用
す
べ
き
書
籍
で
あ
る
。

弔

報
評
議
員
金
城
清
松
氏
逝
去
さ
れ
る

本
学
会
の
評
議
員
で
、
最
年
長
者
で
あ
ら
れ
た
金
城
氏
は
去
る
九
月
九
日

に
満
九
十
四
才
と
二
十
日
の
生
涯
を
終
え
ら
れ
た
。
氏
は
琉
球
医
学
史
の
権

威
で
あ
り
、
亡
く
な
る
直
前
ま
で
そ
の
執
筆
に
従
事
し
、
そ
の
年
表
と
琉
球

医
学
史
が
い
ず
れ
出
版
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と
聞
く
。

金
城
氏
の
著
作
で
す
で
に
出
版
に
な
っ
た
も
の
の
一
つ
に
『
琉
球
の
種
痘
』

が
あ
る
が
、
そ
の
末
尾
に
氏
の
年
譜
が
あ
る
。
そ
の
な
か
か
ら
主
な
と
と
ろ

を
拾
い
、
読
者
に
伝
え
て
氏
の
ど
冥
福
を
祈
り
た
い
。

明
治
十
二
年
八
月
沖
縄
県
国
頭
郡
大
宜
味
村
字
喜
如
嘉
に
生
れ
る
。

明
治
三
十
三
年
四
月
沖
縄
県
医
生
教
習
所
を
首
席
で
卒
業
。

明
治
三
十
四
年
I
三
十
七
年
大
阪
私
立
石
神
伝
染
病
研
究
所
で
細
菌
学

を
研
究
。

明
治
三
十
七
年

1
昭
和
二
十
年

器
専
門
で
開
業
。

明
治
四
十
四
年
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を
設
立
。

大
正
三
年
共
立
銀
行
取
締
役
に
選
任
さ
れ
る
。

大
正
六
年
沖
縄
結
核
予
防
会
を
創
立
。

大
正
八
年
産
業
銀
行
取
締
役
に
選
任
さ
れ
、
つ
づ
い
て
農
工
銀
行
取
締

役
と
な
り
、
大
正
十
一
年
に
は
農
工
銀
行
と
日
本
勧
業
銀
行
の
合
併
に
よ
り
、

日
本
銀
行
地
方
顧
問
と
な
る
。

昭
和
九
年
沖
縄
奨
学
会
を
設
立
。

昭
和
二
十
年
沖
縄
戦
直
前
に
鹿
児
島
に
移
る
。

昭
和
二
十
六
年
沖
縄
に
帰
郷
し
、
翌
年
か
ら
三
十
二
年
ま
で
那
覇
市
牧

志
町
に
開
業
。
そ
の
頃
よ
り
医
学
史
の
研
究
に
着
手
し
、
昭
和
三
十
八
年
に

前
記
の
『
琉
球
の
種
痘
』
が
出
版
さ
れ
た
。

氏
の
晩
年
は
ず
っ
と
四
女
秋
子
氏
の
嫁
ぎ
先
(
東
京
都
三
鷹
市
下
連
雀
町

一
一
一
|
三
一

1
1
一
三
又
吉
康
哉
)
で
琉
球
医
学
史
の
完
成
に
カ
を
注
が
れ
た
。

.6. 
コヨE

報

三
浦
医
学
研
究
振
興
財
団
よ
り

日
本
医
史
学
会
に
助
成
金
て
る

三
浦
義
一
氏
の
私
財
提
供
に
よ
り
生
れ
た
財
団
法
人
三
浦
医
学
研
究
振
興

財
団
よ
り
、
本
学
会
に
本
誌
の
刊
行
に
対
し
本
年
度
も
三
十
五
万
円
の
助
成

金
が
出
さ
れ
た
。
三
浦
医
学
研
究
振
興
会
の
趣
旨
を
再
び
乙
と
に
載
せ
て
感

謝
の
意
を
表
す
。

財
団
法
人
三
浦
医
学
研
究
娠
興
財
団
設
立
趣
意
書

最
近
に
お
け
る
医
学
お
よ
び
医
療
技
衡
の
長
足
な
る
進
歩
は
、
ま
と
と
に

目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
種
々
の
疾
病
の
本
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
り
、

治
療
の
面
に
於
て
飛
躍
的
発
展
が
も
た
ら
さ
れ
た
ζ

と
も
数
多
い
乙
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、
種
々
の
疾
病
の
死
亡
率
に
著
し
い
低
下
の
見
ら
れ
た
と
と
は
、

多
く
の
人
の
知
る
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
ま
た
一
方
で
は
、
慢
性
、
難
治
性
の
疾
患
の
た
め
に
長
期
療
養
を

強
い
ら
れ
る
患
者
の
数
は
、
む
し
ろ
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
さ
ら
に
進
歩
し

た
医
療
技
衛
を
応
用
し
て
も
な
お
不
治
と
さ
れ
て
い
る
疾
病
も
多
く
、
ま
た

逆
に
、
今
日
の
複
雑
な
る
社
会
機
構
、
特
に
大
都
市
に
於
け
る
異
常
な
る
生

活
の
た
め
に
、
新
た
に
種
々
の
疾
病
を
発
生
さ
せ
る
傾
向
す
ら
も
認
め
ら
れ

る
。
乙
れ
ら
の
種
々
の
疾
病
の
犠
牲
と
な
っ
た
患
者
の
悲
惨
な
状
態
は
、
誠

に
由
々
し
き
問
題
で
あ
る
。

ζ

の
よ
う
な
状
態
を
見
る
と
き
、
わ
が
国
に
お
け
る
医
学
の
研
究
は
、
特

に
そ
の
病
源
に
肉
迫
す
る
底
の
基
礎
研
究
を
重
視
し
、
そ
の
病
根
を
追
及
し

た
上
で
の
新
ら
し
い
医
療
技
術
を
開
発
す
る
ζ

と
が
、
極
め
て
緊
急
か
つ
重

要
な
る
課
題
で
あ
ろ
う
。

此
の
観
点
よ
り
す
れ
ば
、
従
来
の
わ
が
国
に
於
け
る
医
学
の
研
究
は
、
欧

米
の
先
進
諸
国
に
較
べ
て
十
分
と
は
い
い
難
い
点
が
多
い
乙
と
も
事
実
で
あ

り
、
と
く
に
諸
外
国
に
於
け
る
研
究
成
果
を
十
分
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
日

本
国
民
の
た
め
の
医
学
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
乙
と
の
必
要
性
も
強
く
感
ぜ

ら
れ
る
。
そ
し
て
ζ

の
乙
と
に
は
研
究
費
不
足
の
磁
路
と
い
う
と
と
が
大
き

な
要
素
と
な
っ
て
い
る
乙
と
も
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。

わ
が
国
に
於
け
る
医
療
の
研
究
や
医
療
技
術
の
開
発
に
対
す
る
諸
経
費
に

つ
い
て
は
、
公
的
機
関
よ
り
の
年
度
予
算
に
よ
る
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
は

い
る
が
、
乙
の
予
算
が
常
に
不
足
勝
ち
で
あ
り
、
重
要
緊
急
な
る
研
究
が
意
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の
如
く
進
ま
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
と
の

予
算
の
増
額
を
希
ふ
ば
か
り
で
な
く
、
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
広
く
民
間
一
般

よ
り
の
援
助
が
必
要
で
あ
る
ζ

と
は
明
瞭
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

-

近
代
医
学
、
医
療
技
術
は
長
足
の
進
歩
を
と
げ
て
は
い
る
が
、
な
お

未
解
決
の
点
が
多
く
、
国
民
の
健
康
と
い
う
面
か
ら
も
、
急
速
に
、
か

っ
広
範
囲
に
わ
た
る
基
礎
的
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

2

と
の
た
め
に
は
、
関
係
各
機
関
が
、
公
私
あ
ら
ゆ
る
面
で
と
れ
を
助

成
し
研
究
を
振
興
し
促
進
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
。

3

と
れ
ら
の
医
学
の
研
究
、
医
療
技
術
の
開
発
に
対
す
る
諸
経
費
の
不

足
を
補
い
、
康
助
を
与
え
て
日
本
国
民
の
健
康
の
保
持
と
疾
病
の
予
防

治
療
を
よ
り
完
全
な
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
官
民
一
体
と

な
っ
て
、
そ
の
突
を
あ
げ
る
と
と
が
望
ま
し
い
。

財
団
法
人
三
浦
医
学
研
究
振
興
財
団
は
、
以
上
の
よ
う
な
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
設
立
の
提
案
者
で
あ
る
三
浦

義
一
氏
は
昭
和
必
年
満

η
才
を
過
ぎ
て
は
い
る
が
、
少
年
期
よ
り
種
々
の
病

に
躍
り
つ
つ
も
と
れ
を
克
服
し
、
壮
年
期
に
は
脊
髄
疾
患
の
た
め
一
時
歩
行

困
難
と
さ
え
な
る
ほ
ど
、
多
年
に
わ
た
り
、
疾
病
の
悲
惨
さ
、
健
康
の
貴
重

さ
を
自
ら
体
験
し
、
医
学
が
如
何
に
人
間
の
生
活
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
か

を
具
に
経
験
し
、
医
学
の
研
究
、
医
療
技
術
の
発
展
に
重
大
な
関
心
を
払
っ

て
い
た
。

今
回
、
売
財
一
億
七
千
万
円
を
提
供
し
て
、
乙
乙
に
財
団
法
人
三
浦
医
学

研
究
振
興
財
団
の
設
立
を
発
起
す
る
の
も
、
い
さ
さ
か
に
せ
よ
、
医
学
の
研

究
、
医
療
技
術
の
開
発
に
寄
与
し
て
、
わ
が
国
民
の
福
祉
に
役
立
て
た
い
と

い
う
趣
旨
か
ら
で
あ
る
。
宰
い
に
し
て
、
わ
が
国
の
す
ぐ
れ
た
研
究
者
に
よ

る
医
学
の
研
究
の
一
助
と
も
な
れ
ば
と
祈
念
し
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
氏
は
、
さ
き
に
郷
里
大
分
県
に
、
県
立
図
書
館
を
建
設
寄
贈
し
、

文
荒
廃
に
瀕
し
た
史
跡
義
仲
寺
を
独
力
に
て
復
興
す
る
等
、
社
会
事
業
に
多

大
の
貢
献
を
な
し
た
る
と
と
を
附
記
し
て
お
く
。
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日
本
医
史
学
雑
誌
ニ

O
巻
総
目
録

号

第
七
四
回
日
本
医
史
学
会
総
会

渡
来
百
五
十
年
記
念
シ

l
ボ
ル
ト
顕
彰
記
念
会
特
別
講
演

シ
l
ボ
ル
ト
と
門
人
・
:
:
:
・・・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
緒
方

〉
口
忠

O
B
E
m問
問
。
門
口

g
g・
吋
F

冊。
E
R
V
出
向
ロ
品

F
o
o
r

。
同
〉
ロ
国
件
。
ョ
山
、
同

3
5
p
m
切
但
吋

2
5
M
M
R
F
O門同
一
号
刊

の
oロ
円
四
口
同
白
血
口
品
句
史
w
回
目
ロ
門
担
江
口
口

:
〉
・冨
・F
d
d同
開

Z
U
口町内
1
開

Fω
出
O
C
J門
・
・
・
一
O

回

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

:
医
師
と
し
て
の
シ

i
ボ
ル
ト

シ
l
ボ
ル
ト
の
処
方
・
・
:
・
・

:
:
:
;
:
:
J
J
・
-
-
小
川

鼎
三
・
・
問
。

画
家
の
眼
を
開
い
た
シ
l
ボ
ル
ト
・

j

i
-
-
-
:
:
兼
重
談
:
:
同
六

シ
1
ボ
ル
ト
と
長
州
・
:
:
・
・
・
・
・
:
・
田
中
助
一
:
:
:
吾
一

シ
l
ボ
ル
ト
の
治
療
法
・
・
・

:
-J

J
・
-
・
:
中
野
操
:
:・
莞

蘭
学
史
に
お
け
る
シ

1
ボ
ル
ト
の
役
割
:
・:
:
:
:
・
・
沼
田
次
郎
:
・
・
六
回

医
師
と
し
て
の
シ
l
ボ
ル
ト
:
:
・
・
・j
i
-
-
:
:
:
;
山
形
倣
一
・
:
・
さ

日
本
眼
科
史
上
の
シ

1
ボ
ル

ト
，
;
:
:
・
j
i

-
--福
島
義
一
・
;
・
実

雑

報

・・
:
:
:
:
j
i
-
-

・
・
・
:
・
:
;
;
:
・・

:
・
:
:
・
:
:
:
会

富
雄
・
:
・
一

国

軍吉

原

著慶
長
年
間
の
医
家
肖
像
二
点
の
考
案
:
・
:
:
j
i
--:
・小
川

江
馬
塾
に
お
け
る
「
扶
氏
経
験
遺
訓
」
の
需
要
(
上
)

:
・
片
桐

鼎
三
・
:
一
室

一
男
:
一
一
ゼ

江
戸
時
代
に
お
け
る
西
欧
遺
伝
学
の
受
容
と
紹
介
・
矢
部

「
唐
律
令
」
お
よ
び
「
養
老
律
令
」
に
お
け
る
有
疾
獄
図

の
待
遇
に
つ
い
て

:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
-
j
i
---:
新

村

拓

:

一香

西
説
内
科
撰
要
に
つ
い
て
(
四
)
:
:
・

・:
:
:
:
・
大
滝

紀
雄
・
一
回
ニ

絵
巻
物
に
捕
か
れ
た
日
本
の
医
療
・
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
樋
口
誠
太
郎
・
:
一
E

一

吉
益
東
洞
と
賀
川
玄
悦

ー
鋲
帯

・
座
椅
の
禁
を
め
ぐ
っ
て
|
(
英
文
)
:
:
・
大
塚

寄

書ポ
ー
ル
・
ス
ト
ラ
デ
ィ

γ
医
学
史
博
物
館
長
ヘ
ル
タ

・

ハ
γ
セ

γ
館
長
の
死
を
悼
ん
で

:
・
:
:
松
本

一
郎
:
・
一一一軍
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恭
男
:
・
一
九
八

明
知
:
・
一
声

史

料浅
井
家
文
書
(
一
)
:
:
・

j
i
-
-
:
:

孝
一
:
一
奈

堀
内
文
書
の
研
究
(
十
〉
:
・

:

:
・

一

男

:

一

高

例
会
記
事
:
;
・
:
・
・
・
・
:
:
・
・
・
・
・
・
:
・
・

・
・

・
・
一
八
四

脚
気
病
院
と
そ
の
後
:
・
・

;

・

・

・

大

塚

恭

男

・

一

八

回

雑
Ei-
-
-
j
i
-
-
:
-
J
J
・

-

:

:

:

・

・

・

:

・

:

・

一

八

五

片竹
桐内

三
号

第
七
十
五
回
日
本
医
史
学
会
総
会
d

}
研
究
発
表
合
同
集
会

第
+
六
回
蘭
学
資
料
研
究
会
大
会
』

解
体
新
書
以
前
に
翻
訳
出
版
さ
れ
た
西
洋
解
剖
書
:
酒
井

「
解
体
新
書
」
の
「
西
説
内
科
撰
要
」
に
及
ぼ
し
た
影
響

・
:
:
:
・
:
;
:
:
・
大
滝

解
体
新
書
訳
業
の
語
学
的
考
察
・
-
-
-
-
-
-
-
----
-----
------
-佐
藤

解
体
新
書
と
越
後
の
国

-
j
i
-
-
・:
j
i
-
-
-
諸
原
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シ
ヅ・
:
一
完

紀
雄
:
・
一
一
O

一

良
雄
:
ニ
2
一

宏
:

一一O
亘



佐
々
木
中
沢
の
解
剖
と
「
解
体
新
書
」

・
:
・
・
:
山
形

解
体
新
容
と
家
畜
関
係
舎
に
つ
い
て
:
:
:
:
:
:
・
:
松
尾

八
王
子
で
発
見
さ
れ
た
「
解
体
新
宮
」
:
・
・
・
・
・
新
藤

毎
年
三
月
四
日
観
臓
記
念
に
行
わ
れ
た
「
医
家
先
哲
追

薦
会
」
と
富
士
川
先
生
作
歌
琵
琶
「
蘭
学
創
始
」
に

つ
い
て

:
:
j
i
-
-
・:::・

j
i
--
j
i
-
-
J
J
・
-
-
赤
松
金
芳
:
・
三
一

オ
ラ
ン
ダ
航
海
表
・
・
:
・
:
・
・
・
・
・
・
・
:
・
・
大
矢
全
節
:
・
ニ
一
正

栗
山
孝
庵
と
杉
田
玄
白
及
び
小
回
野
直
武
:
・
:
;
・
田
中
助
一
:
・
一
一
一
=
一

「
前
野
良
沢
」
寸
考
:
・

:
:
j
i
-
-
-
-J
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中
哲
夫
・
ニ
一
回

小
塚
原
と
山
谷
と
の
管
見
・
・・・
?

:

;

;

J

a--
関
根
正
雄
・
:
一
一
一
五

関
学
事
始
の
研
究
;
:
・

・
・
・
・
・
・
;
:
・
・
・
内
山
孝
一
・
三
ゼ

ク
ル
ム
ス
解
剖
設
の
脚
注
と

「
重
訂
解
体
新
世
田
」
:
大
烏
蘭
三
郎
・

圭一。

い
わ
ゆ
る
タ
l

ヘ
ル

・
ア
ナ
ト
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に
つ
い
て
(
そ
の

=
一
)
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文
-
J
J
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:
:
-
J
E-
-
j
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:
:
:
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井
恒
・
:
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解
体
新
設
発
刊
年
時
フ
ラ

γ
ス
に
於
い
て
陶
歯
創
造
に

着
手
そ
の
後
の
経
緯
に
つ
い
て
:
・
・
:
:
'
・
・
瀬
戸
俊
一
:
・

三百一

解
体
新
書
出
版
後
の
利
用

:
j
i
-
-
;
・J
J
J
・
-
:
・
:
石
原
明
:
ニ圭

享
保
十
四
年
の
蘭
書
和
解
「
西
説
伯
楽
必
携
」
に
つ
い

て
:
・
・
・
・

Ja--:
・
:
:
・

j
i
--
j
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-
-;:
坂
本
勇
・
ニ
ニ
セ

小
浜
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お
け
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杉
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中
川
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新
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辺
賀
啓

・
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朝
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・
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畑
昭
八
郎
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否一九
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一
・
ニ
宕

信
一
・
:
ニ
ヌ

恵
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・
一
一
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。

原

著『
遠
西
医
範
』
と
『
医
範
提
網
』
(
一
)
:
・

:
:
Ja
---
大
鳥
蘭
三
郎

:
二号一

越
後
の
蘭
方
医
森
田
兄
弟
に
つ
い
て
(
一
)
:
:
・
:
長
谷
川

一
夫
・
:
二
空

一
資
料
か
ら
見
た
科
学
者
シ
l
ボ
ル

ト
::・

j
i
-
-
:
矢
部

江
馬
塾
に
お
け
る
「
扶
氏
経
験
遺
訓
」
の
需
要
(
下
)
・
・
片
桐

西
説
内
科
撰
要
に
つ
い
て
(
五
)
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
大
滝

例
会
記
事
・--
--
-

雑

報

・:・

一
郎
・
・
=
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・
ニ交

.
=
A
O
 

--:・ニ八一

四
号

原

著レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
名
画
「
ト
ゥ
ル
プ
と
デ
l
マ

γ
の
解

剖
学
講
義
」
・
:
・
・
・
・

-
-
-
j
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-
;
:
:
:
'
古
川

庶
民
史
料
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み
る
江
戸
時
代
の
疾
病
:
:
j
i
-
-
:
・:立
川

医
療
及
び
保
健
衛
生
面
に
お
け
る
検
査
技
術
者
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歴
史

・:
:
:
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島
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句
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語
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投
影
し
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い
る
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草
綱
目
の
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化
:
三
浦
三
郎
・
:
Z
思

兇
禁
師
及
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按
摩
師
に
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い
て
(
上
)
:
・
j
e
-
-
:
:
新

村

拓

:

霊

六

越
後
の
蘭
方
医
森
田
兄
弟
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い
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公
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・
:
:
:
長
谷
川

一
夫
:
亘
六
回

同
)
』
由
回
印
刷
目
白

F
E口
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唱
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E
2
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白

n
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宮
E
X
S
F
H
H
H
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Z
F
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;
:
:
・
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企
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m
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資
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道
与
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眼
栄
藩
の
家
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と
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の
子
孫
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----------・
・・・伴

昭
和
総
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史
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係
論
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録
・

雑

報

:

:
:

明
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・
ニ
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九
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二
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z
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日
本
医
史
学
会
々
則

第
一
条
本
会
は
日
本
医
史
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
乙
と
を
目
的

と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
事
業
を
行

な・っ。
て

年
一
回
、
総
会
を
聞
く
。

二
、
本
会
の
機
関
誌
と
し
て
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
を
発

行
し
、

と
れ
を
会
員
に
わ
か
っ
。

三
、
随
時
、
地
方
会
、
例
会
を
聞
き
、
研
究
発
表
、
展
観

な
ど
を
行
な
う
。

回
、
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
内
外
関
係
学
術
団
体

と
の
連
絡
協
力
を
は
か
る
。

五
、
そ
の
他
の
事
業
。

第
四
条
本
会
の
主
旨
に
賛
成
し
そ
の
目
的
達
成
に
協
力
し
よ
う
と

す
る
も
の
は
、

理
事
ま
た
は
評
議
員
の
紹
介
を
経
て
会
員

と
な
る
と
と
が
で
き
る
。

第
五
条
会
員
は
会
費
と
し
て
年
額
三

O
O
O円
を
前
納
す
る
。
入

会
者
は
一

O
O
O円
を
納
入
す
る
。
た
だ
し
外
国
に
居
住

す
る
会
員
は
年
額
一
五
ド
ル
と
す
る
。
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会
員
は
研
究
発
表
お
よ
び
本
会
の
事
業
に
参
加
す
る
乙
と

が
で
き
る
。

本
会
に
名
誉
会
員
と
賛
助
ハ
維
持
〉
会
員
を
お
く
と
と
が

で
き
る
。
名
誉
会
員
は
本
会
の
事
業
に
多
大
の
貢
献
し
た

者
を
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。
賛
助
会
員
は

本
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
年
額
一
万
円
以
上
を
収
め
る
者

，と
し
評
議
員
会
の
議
を
へ
て
推
せ
ん
す
る
。

第
六
条
本
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

一
、
役
員
は
理
事
長
、
会
長
、理
事
、監
事
、幹
事
と
す
る
。

(108) 

二
、
理
事
長
は
一
名
と
し
理
事
会
で
互
選
し
本
学
会
を
代

表
す
る
。

、
会
長
は
年
一
回
の
総
会
を
主
催
し
、
そ
の
任
期
は
総

会
終
了
の
日
ま
で
と
す
る
。

会
長
は
理
事
会
の
推
せ
ん
に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

四
、
理
事
は
若
干
名
と
し
、
理
事
長
を
補
佐
し
会
務
の
遂

行
に
あ
た
る
。

理
事
、
監
事
は
評
議
員
の
中
よ
り
評
議
員
会
の
准
せ
ん

に
よ
り
理
事
長
が
委
嘱
す
る
。

五
、
本
会
の
実
務
を
処
理
す
る
た
め
、
常
任
理
事
二
名
、



幹
事
若
干
名
を
お
く
。
常
任
理
事
は
理
事
よ
り
、
幹
事
は

会
員
よ
り
理
事
長
が
任
命
す
る
。

六
、
役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

だ
し
会
長
を
除
く
〉

以
上
の
役
員
は
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
評
議
員
は
若
干
名
と
し
、
普
通
会
員
の
中
よ
り
理
事
会
の

推
薦
に
よ
り
総
会
で
決
め
る
。

評
議
員
会
は
本
会
の
重
要
な
事
項
を
議
決
す
る
。
任
期
は

役
員
に
準
ず
る
。

第
八
条
本
会
の
事
務
所
は
順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

(
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
の
一
の
一
〉

K
置
く
。

第
九
条
本
会
は
理
事
長
の
承
認
に
よ
り
支
部
ま
た
は
地
方
会
を
設

け
る
と
と
が
で
き
る
。

第
十
条
会
則
の
変
更
は
総
会
の
承
諾
を
要
す
る
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定

発
行
期
日

年
四
回
(
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
〉
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格

原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
る
。

原
世
間
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表

題
、
著
者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、

ロ
ー
マ
字
著
者
名 (た

を
記
し
、
本
文
の
終
り
に
欧
文
抄
録
を
添
え
る
と
と
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き

の
と
》
」
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
委
員
が

行
な
う
。
ま
た
編
集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
乙

と
も
あ
る
。

著
者
負
担
表
題
、
著
者
名
、
本
文
(
表
、
図
版
等
を
除
く
)
で
五

校見IJ

印
刷
ぺ

1
ジ
〈
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
)
ま

で
は
無
料
と
し
、

そ
れ
を
越
え
た
分
は
実
費
を
著
者
の

負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は
三
印
刷
ぺ

(109) 

ー
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を

徴
収
す
る
。

正

原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後

は
編
集
部
に
て
行
な
う
。

刷
別
刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
丁
目
一
の
て
順
天
堂
大
学

編
集
委
員

編
集
顧
問

医
学
部
医
史
学
研
究
室
内

日
本
医
史
学
会

大
鳥
蘭
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
蔵
方
宏
昌
、
酒
井
シ
ヅ
、
樋
口
誠

太
郎
、
室
賀
昭
三
、
矢
部
一
郎
、
矢
数
圭
堂

小
川
鼎
三
、
A
・
w-
ピ
l
タ
l
ソ
シ
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日
本
医
史
学
会
役
員
氏
名

(
五
十
音
順
)

理

事

長

会

長

常
任
理
事

会
計
監
事

理

事
赤

松

金

芳

今

回

見

信

大

矢

全

節

佐

藤

美

実

鈴

木

勝

戸
苅
近
太
郎

矢

数

道

明

事
大
塚
谷
津

幹

宗石緒小
田原方川

三恭
雄男

富鼎
一明雄三

阿
知
波
五
郎

内

山

孝

一

緒

方

富

雄

杉

靖

三

郎

宗

国

一

中

野

操

吉

岡

博

人

酒
井

大
鳥
蘭
三
郎

£〆

ヅ

和三津鈴蒲大石
田木崎木原塚川

杉
田

日
本
医
史
学
会
評
議
員
氏
名

(五
十
音
順
)

赤

松

金

芳

青

木

一

郎

石

川

光

昭

今

回

見

信

大
鳥
蘭
三
郎

王

丸

勇

小

川

鼎

三

片

桐

一

男

川!大大大岩石石安
島滝矢塚治原原芸

絢紀全敬勇 基
二雄節節ーカ明雄

阿
知
波
五
郎

石
田
宮
霊
口

今

市

正

義

内

山

孝

一

大

爆

恭

男

緒

方

富

雄

政

島

四

郎

蒲

原

宏
正孝正敬光
系栄道夫宏節昭

久
士
山
本
常
孝
榊
原
悠
紀
回
郎
酒
井
シ
ヅ

酒

井

恒

佐

藤

美

実

清

水

藤

太

郎

杉

靖

三

郎

杉

田

陣

道

鈴

木

正

夫

鈴

木

勝

鈴

木

宜

民

瀬

戸

俊

一

関

根

正

雄

宗

国

一

高

木

圭

二

郎

高

山

担

三

田

中

助

一

津

崎

孝

道

津

田

進

三

筒

井

正

弘

土

屋

重

朗

戸

苅

近

太

郎

中

泉

行

正

中

川

米

造

中

沢

修

中

西

啓

中

山

沃

長

門

谷

洋

治

中

野

操

服

部

敏

良

福

島

義

一

藤

野

恒

三

郎

本

間

邦

則

富

士

川

英

郎

古

川

明

丸

山

博

松

木

明

知

三

浦

豊

彦

三

木

栄

三

廼

俊

一

谷

津

三

雄

山

形

倣

一

矢

数

道

明

山

下

喜

明

山

田

光

胤

安

井

広

吉

岡

博

人

和

田

E
系
以
上

時
道

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金

(
学

術
定
期
刊
行
物
〉

の
交
付
決
定

本
年
度
も
本
誌
の
刊
行
に
関
し
て
補
助
金
二
五

万
円
が
交
付
さ
れ
る
と
と
が
文
部
省
よ
り
通
知
さ

れ
た
。

編

集

後

記

今
年
は
解
体
新
書
出
版
二
百
年
と
い
う
乙
と

で
、
華
々
し
く
行
事
が
く
り
拡
げ
ら
れ
た
上

K
、

去
る
十
月
二
十
六
日
は
先
に
回
向
院
前
の
道
路
拡

張
の
た
め
に
移
築
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
観
臓

記
念
碑
を
本
堂
の
下
の
広
場
に
移
し
て
、
そ
の
除

幕
式
を
行
う
な
ど
行
事
が
重
な
り
、
あ
っ
と
い
う

間
に
歳
月
が
た
つ
て
し
ま
っ
た
。

本
号
は
通
巻
一
三
九
八
号
を
数
え
る
が
、
乙
れ

は
明
治
十
三
年
、
中
外
医
事
新
報
と
題
し
て
発
刊

さ
れ
た
第
一
号
か
ら
数
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
問
、
医
学
界
の
動
向
の
波
を
受
け
、
幾
多
の

変
遷
を
経
て
い
る
も
の
の
、
乙
う
し
て
続
い
て
い

る
雑
誌
は
き
わ
め
て
珍
ら
し
い
と
と
を
自
覚
し

て
、
来
年
は
よ
り
一
一
層
の
発
展
ぞ
願
う
も
の
で
あ

る
.
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昭
和
四
十
九
年
十
月
二
十
五
日

昭
和
四
十
九
年
十
月
三
十
日

日
本
医
史
学
雑
誌

第
二
十
巻
四
号

編

集

者

代

表

大

鳥

蘭

三

発

行

者

日

銃

部

史

件

br
鼎
一
一
一

〒
ご
=
一
東
京
都
文
京
区
本
郷
千
丁
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学

研
究
室
内

振
替
東
京
一
五
二
五

O
番

製

作

協

力

者

金

原

出

版

株

式

会

社

医
学
文
化
保
存
会

〒
二
耳
東
京
都
文
京
区

湯
島
ニ
l

Z

7
一
問

者

五

協

印

刷

有

限

会

社

〒
一
高
東
京
都
板
橋
区

南
常
盤
台
ア
千
百
一

発印
行刷

印

席リ



華
岡
青
洲

怜

分ゐ

rf 
書

医
惟
在
活
物
窮
理

巧
芸
版
・
絹
本
軸
装

(山
×
似
叩
)

桐
箱
入
・
緒
方

富
雄
先
生
箱
書

定
価
四

O
、
限
定
五

O
O部

0
0
0
円
(日
制
問
)

{め
-
Jす
九• 

解

説

悼
軸

t
M

脅
値
錯
山
市

♂
荷
物
」
と
は
「
生
体
」
の
こ
と
「
筒
理
」
と
は
「
探
究
h
研
究
」

の
こ

t
で
あ
る
.
♂
荷
物
窮
理
」
と
は
生
体
に
つ
い
て
研
究
・

同
陣
南
九
キ
，
，
。
、
』
ル
、
予
、
ふ
町
，
。
.

世
界
に
さ
き
が
け
て
.

て
八

O
五
年
以
来
全
身
麻
酔
下
に

乳
癌
そ
の
他
的
大
手
簡
に
よ
い
直
績
を
あ
げ
.
世
界
円
近
代

外
科
的
先
駆
と
な
っ
た
華
同
育
訓
ご
七
六
O
|

一
八
三
五
)

は
.
、
活
物
鏑
理
L

を
外
科
医
と
し
て
町
生
命
を
か
け
た
信
条

Lι
ー
し
れ
九
.

い
ま
な
ら
当
然
的
こ
と
と
お
も
え
る
が
.
そ
の
知
見
向
と

ほ
し
か
っ
た
当
時
、
青
洲
が
先
入
観
を
排
し
て
こ
れ
を
強
〈

主
張
し
た
~
の
は
た
い
し
た
~
見
績
で
あ
る
.
青
洲
の
画
期
的

な
虚
功
の
絡
訣
も
こ
こ
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
・
1.

質
と
量

t
的
差
ニ
そ
あ
れ
‘
青
洲
の
「
医
惟
在
活
物
窮
理
」

は
.
今
日
で
も
あ
じ
わ
ヲ
ベ
き
名
冒
で
あ
る
.

青
測
は
書
家
と
し
て
も
そ
の
名
が
高
〈
.
こ
と
に
そ
の
草

容
は
自
由
自
在
で
見
事
で
あ
る
.
こ
こ
に
複
観
し
た
一
幅
も

そ
の
一
つ
で
あ
る
.
原
品
は
絹
本
で
あ
っ
て
.
絹
本
で
な
け

れ
ば
出
な
い
味
を
た
た
え
て
い
る
向
で
.
原
品
に
あ
る
大
き

な
染
み
を
製
版
的
過
程
で
取
り
除
い
て
仕
上
げ
た
.

高
誼
に
あ
る
震
は
青
洲
町
名
で
あ
る
.
ま
た
三
代
筒
賢
を

勧
骨
ー
し
れ
九
.

{
-

一
仲
川
進
写
回
剛
容
珂
制
制
時
抗
議
凪
}

製作所/財団法人日本医学文化保存会売捌所/株式会社金原商庖
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Abb. 16 Portrat Carl Peter Thunberg 

(19) 

Abb. 17 Grabdenkmal Philipp Franz 

von Siebold in Munchen 
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Abb. 12 Titelbild， Augsburg 1740 
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1740 
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Abb.8 Tabelle XIII-XV， 1. Auflage Abb.9 Tabelle XXIII-XXV， 1. Auflage 
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Abb.6 Tabelle Vl-Vlll， 1. Auflage 

Abb. 5 Titelbild， 1. Auflage 

Abb.7 Tabelle 1x -XIl， 1. Auflage 



Abb.l Portrat ]ohann Adam Kulmus 

(Kupferstich von J. Houbraken) 

Abb. 2 Danzig， Rathaus zur Zeit 
von Kulmus 

Abb. 3 Plan der Hansestadte， Hanse war eine machtige Vereinigung 
von Handelsstadten im Mittelalter， bestand bis 18. ]ahrhundert. 
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Deutschland ein Teil des groBen und faszinierenden Prozesses ist， durch 

den muhsam uber Jahrhunderte und noch fortdauernd eine Weltmedizin 

entsteht. An ihr hat Japan mit seinem Arzten einen grosen Anteil， 

die Medizin unserer Gegenwart kann man sich ohne die Medizin dieses. 

Landes nicht mehr vorstellen. 

CDieser Vortrag wurde zum 200-jahrigen Jubilaum der Publikation 

des “Kaitai-shinsho" am 17. August 1974 in Tokyo gehalten. 

Anschrift des Verfassers : 

Prof. Dr. Dr. h. c. Heinz Goerke， Direktor des Instituts fur Geschi-

chte der Medizin der Ludwig-Maximilians-Universitat Munchen， D-8000 

Munchen， Pettenkoferstr. 35) 

. 
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Tokyo zu entsenden. Der besondere Ruf der deutschen Medizin und 

wohl auch die Nachwirkung der Leistungen Philipp Franz v. Siebolds 

hatten diese auf hochster politischer Ebene vorgetragene Bitte veran. 

laβt. 1nfolge des Deutsch-franzosischen Krieges verzogerte sich die An-

kunft der beiden ersten Lehrer der Medizin， des Chirurgen Dr. Leopold 

M u 11 e r und des 1nternisten Dr. Theodor H 0 f f m a n n， beides preusi-

sche Milltararzte. 1m August 1871 trafen sie in Tokyo ein. Der wich-

tige Nachfolger von Dr. Muller war Dr. ]ulius Scriba. Als Nachfolger 

von Dr. Ho妊mannkam 1873 Dr. Agathon W e r n i c h， der 1876 durch 

Erwin Baelz (1848-1913) a bgelost wurde. Baelz， ge boren in Bietigheim 

bei Stuttgart， hat 29 ]ahre in ]apan gewirkt und in ganz besonderem 

Ma(3e zu den guten Beziehungen beigetragen， die sich zwischen der 

japanischen und der deutschen Medizin entwickelt haben. Der Name 

Erwin B a e 1 z ist zu einem Symbol fur die engen persりnlichenund 

menschlichen Verbindungen der Arzte beider Lander geworden. Seit 

dieser Zeit haben die guten Beziehungen sich immer wieder bewahrt. 

Dem Historiker der Medizin fallt es nicht schwer Namen zu nennen， 

die dies bestatigen. Man denkt an Professor Shibasaburo K i t a s a t 0 

(1852ー1931)，den genialen Mitarbeiter Robert Kochs， der selbst im ]ahre 

1908 zwei Monate hier als Besucher gewesen ist. Als Kliniker und Kra-

kenhausleiter kann ich die engen Verbindungen auch fur die Gegenwart 

nur bestatigen. Die Zahl der Kollegen aus ]apan， Professoren， Arzte und 

Medizinstudenten， die ich selbst als Gaste in Deutschland sowohl in 

Berlin wie in Munchen begruβen durfte， ist groβMehrere der heute 

hier anwesenden Herren gehoren dazu， die wiederzusehen mir eine hohe 

Ehre und besondere Freude ist. Aber auch umgekehrt ist die Zahl 

der deutschen Arzte in den letzten ]ahren groser und groser geworden， 

die nach ]apan kommen， um hier die vorbildlichen Einrichtungen fur 

Forschung und Krankenbehandlung kennenzulernen， an Kongressen 

teilzunehmen， Freunde zu tre任enund Erfahrungen auszutauschen. 

Zieht man auf diese Weise die Linie der historischen Betrachtung 

bis in die Gegenwart， dann erkennt man， das diese Entwicklung der 

medizinischen Beziehungen zwischen ]apan und Europa und vor allem auch 

(13) 406 



Bilder nach besonderer Liste (Abb.1--Abb.17) 

Ich habe bereits den Namen eines deutschen Arztes genannt， der 

gegen Ende des 17. Jahrhunderts nach Japan kam und討chzwei Jahra 

dort aufhielt， auch im Dienste der Holl. -Ostindischen Kompanie : 

Engelbert K a e m p f e r (1651ー1716). Kaempfer hat zweimal an 

der Reise nach Jedo teilgenommen zur Audienz bei Hofe und zur Uber-

gabe der Geschenke der Kompanie an den Shogun. Kaempfer ist 1693 

nach Holland zuruckgekehrt， hat dort die Doktorwurde erworben und 

sich dann in seiner Vaterstadt Lemgo niedergelassen. Seine arztl. Pra-

xis nahm ihn bald so sehr in Anspruch， das er die Bearbeitung seiner 

Aufzeichnungen nicht mehr vollenden konnte. Er starb am 24. Okto-

ber 1716. Glucklicherweise wurden seine Sammlungen und Manuskripte 

fur das Britische Museum皐ngekauft. Seine Reisebeschreibung erschien 

zuerst in englischer Ubersetzung 1727， in franzosischer 1729 und erst 

1774 in der deutschen Originalfassung. 

Der dritte fur Japan bedeutende Arzt， der als hollandischer Gesand-

schaftsarzt im Dienste der Hollandisch-Indischen Kompanie nach Japan 

kam， war Philipp Franz von S i e b 0 1 d (179らー1866)，der einer bedeut-

enden deutschen Arztefamilie entstammte. Siebold trat 1882 in die 

Dienste der Hollandisch-Ostindischen Kompanie， wurde als Arzt und 

Naturforscher nach Japan entsandt. 1m Jahre 1829 ist er aus Japan 

verwiesen worden， da man ihn des Landesverrats verdachtigte. In den 

Jahren 1832 bis 1853 hat er in mehreren grosen Werken die Ergebnisse 

seiner Forschungen veroffentlicht. Siebold hat einen noch wesentlich 

grりβerenSchulerkreis als Thunberg gehabt und auch engere Verbin-

dungen zu den Arzten des Landes gewinnen konnen. Er hat sich auch 

sehr eingehend mit den traditionellen japanischen Heilverfahren besch-

aftigt. Erst 1859 durfte er Japan wieder aufsuchen und erfreute sich 

als Arzt wieder groster Beliebtheit. 1m Jahre 1861 kehrte Siebold nach 

Deutschland zuruck， am 18. Oktober 1866 starb er in Munchen， wo er 

auf dem Sudlichen Friedhof beigesestzt ist. 

1m Jahre 1869 wandte sich die japanische Regierung an die preusi-

sche Regierung mit der Bitte， Arzte als Professoren der Medizin nach 
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In Uppsala nahm Thunberg seinen Dienst als Demonstrator auf und 

begann gleichzeitig mit der Bearbeitung der Sammlungen und Reise-

aufzeichnungen. 1m Jahre 1781 wurde er auserordentlicher Professor， 

nach dem Tode von Linne dem Jungeren 1784 dessen Nachfolger. 

Nach einigen Jahren veroffentlichte er in schwedischer Sprache 

seinen umfangreichen Reisebericht U Reise in Europa， Afrika und Asien 

in den Jahren 1770-1779" in 4 Banden (Uppsala 1788-1793)， der auch 

in einer deutschen， einer englischen und einer franzosischen Ubersetzung 

erschienen ist. Dieser Reisebericht ist eine historische Quelle von gro-

stem Wert fur alle diejenigen Lander， uber die Thunberg berichtet hat， 

nicht zuletzt fur Japan. Allerdings darf man nicht ubersehen， daβThun-
~ 

bergs Japanbild bestimmt war von den Informationen， die ihm zugang-

lich waren und er keinen Einblick in die wirklichen politischen Ver-

haltnisse haben konnte. Unbestritten ist jedoch， daβauch die von ihm 

vermittelte Kenntnis europaischer Geisteslebens fur seine japanischen 

Kontaktpersonen auch in politischer Hinsicht von erheblicher Bedeutung 

war. 

Thunberg hat in Uppsala bis zu seinem Tode am 8. August 1828 

sein Lehramt mit kaum zu ubertre妊endemErfolg ausgeubt. Mit Recht 

galt er als der g凶steNaturforscher nach Linne， 65 Akademien und 

wissenschaftliche Gesellschaften haben ihn zu ihrem Mitglied erwahlt， 

die Zahl seiner Schuler erreichte ein bis dahin in Schweden nur noch 

bei Linne gekanntes Ausmas. Seine Sammlungen und auch seine rie-

sige Korrespondenz gingen in den Besitz der Universitat Uppsala uber， 

wo sie noch heute aufbewahrt werden. 

Gestatten Sie， daβich Ihnen nun einige Bilder zeige， von denen 

ich annehme， das sie fur viele unter Ihnen eine Erganzung zu dem dar-

stellen， was ich bis jetzt vorgetragen habe. Ich weis， das die Projek-

tion von Bildern bei einem Festvortrag eigentlich nicht ublich ist， und 

bin deshalb den Herren Prasidenten besonders dankbar dafur， das sie 

eine Ausnahme zulassen. 
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handelt es sich dabei nicht um Dolmetscher im heutigen Sinn， sondern 

um Gelehrte， die fur die Verbreitung des europaischen Wissens eine 

grose RoHe gespielt haben und auch selbst Beitrage von wissenschaft. 

licher Bedeutung geleistet haben. Auch nachdem Thunberg Japan ver. 

lassen hatte， blieb er mit mehreren dieser Manner in Verbindung. Es 

wurden Briefe gewechselt und naturwissenschaftliche und medizinische 

Bucher sowie Naturalien ausgetauscht. 

Die Sammlungen， die Thunberg sowohl durch eigene Arbeit als 

auch mit Unterstutzung seiner japanischen Freunde zusammentragen 

konnte， waren von einmaligem Wert. Sie waren neben seinen Aufzei. 

chnungen die wichtigste Grundlage fur seine spateren Verりffentlichun.

gen， vor allem die “Flora japonica，" das klassische botanische Werk 

mit 39 Bildtafeln， erschienen. 1784 in Leipzig. 1m Jahre 1935 ist in 

Tokyo ein in Europa sehr seltener und wegen seiner Gute geschatzter 

Nachdruck erschienen. 

Thunberg wurde von seinen japanischen Freunden gebeten noch 

langer in Nagasaki zu bleiben， doch hatte er nun den Wunsch in seine 

Heimat zuruckzukehren. Nach einem Monat Schi妊sreisetraf er An. 

fang 1777 wieder in Batavia ein. 1m Juli 1777 reiste er weiter nach 

Ceylon， wo er ein halbes Jahr blieb， um botanische Studien zu treiben. 

Er konnte jedoch nur das Kustengebiet， nicht jedoch das unter singha. 

lesischer Herrschaft stehende Hochland aufsuchen. In Kapstadt errei. 

chte ihn die Nachricht， das er inzwischen zum botanischen Demonstra. 

tor an der Universitat Uppsala ernannt worden war. Sein Lehrer Lin. 

ne war gestorben und dessen Sohn hatte die Nachfolge angetreten， die 

Stelle eines Demonstrators muste deshalb besetzt werden. Umgehend 

trat Thunberg die Ruckreise an und besuchte von Amsterdam aus Lon. 

don， um dort im British Museum die Herbarien von Engelbert Kaem. 

pfer zu studieren. In der “Flora japonica" hat er ein Verzeichnis uber 

diese' Pfianzensammlung veroffentlicht. Am 14. Marz 1779 konnte er 

in Ystad wieder schwedischen Boden betreten. 
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Wegen der engen Zusammenghorigkeit von Botanik und Medizin 

im 18. Jahrhundert verdienen Thunbergs Untersuchungen uber die Pflan-

zenwelt Japans besondere Beachtung. Dennoch mochte ich seine 

Bedeutung als Arzt und fur die Verbindung der europaischen zur japa-

nischen Medizin unterstreichen. 

In regelmasigen Abstanden pflegte der Leiter der hollandischen 

Handelsmission in die Hauptstadt Jedo zu reisen， um dort vom Shogun 

in Audienz empfangen zu werden und Geschenke zu uberreichen. An 

einer solchen Reise nahm auch Thunberg teil. Am 4. Marz 1777 ver-

lies man Desima， traf am 1. Mai in Jedo ein， erhielt am 18. Mai 

Zutritt zur Residenz des Shoguns und kehrte am 25. Mai nach Desima 

zuruck. 

Wahrend des Aufenthaltes in Jedo fand ein Treffen mit japanischen 

Gelehrten statt， darunter einer grosen Zahl von Arzten， die von Thun-

berg 1ernen wollten. Es handelte sich dabei um die fuhrenden Wis-

senschaftler des Landes， darunter auch die Leibarzte des Shoguns. Die 

Namen von 10 Arzten， die mit Thunberg zusammentrafen， sind uberlie-

fert. Aus den Tagebuchaufzeichnungen kann man sich ein Bild davon 

machen， wie dieser Gedankenaustausch stattgefunden hat. Thunberg 

schreibt， das er Unterricht in Innerer Medizin， Arzneimittellehre und 

Chirurgie， uber diagnostische Technik und uber operative Eingriffe ge-

halten habe. 1m Austausch gegen chirurgische Instrumente erhielt er 

Mineralien und Pflanzen， deren wissenschaftliche Namen er seinen japa-

nischen Gesprachspartnern mitteilte. Nach seiner Ruckkehr nach Naga-

saki hat Thunberg auch dort medizinische Kenntnisse _an interessierte 

Japaner vermittelt. Eine grose Rolle haben dabei die sogenannten Dol-

metscher gespielt， Japaner， die Hollandisch gelernt hatten und begie-

rig waren， moglichst viel zu lernen. Thunberg hat daruber berichtet， 

wie sehr gerade diese Dolmetscher sich auch fur die Medizin interes-

sierten. Sie hatten bereits durch Beruhrung mit hollandischen Arzten 

Kenntnisse uber die europaische Medizin erworben und bemuhten sich 

ihr Wissen und ihre Erfahrungen zu vertiefen. Die Namen der Dolmet-

scher hat Thunberg nicht mitgeteilt， sie sind aber bekannt. Eigentlich 
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satzungen einige Tage Ruhe finden. Daher bauten die Hollander auch 

die Sudspitze Afrikas zu einem Stutzpunkt mit einer Garnison aus und 

brachten Siedler ins Land. 

Drei Jahre lang hat sich Thunberg in Sudafrika aufgehalten und 

zuerst die nahere Umgebung von Kapstadt erforscht， dann drei grosere 

Reisen ins Landesinnere unternommen. Er entdeckte viele neue Pftan. 

zen und Tiere， vor allem auch Insekten. Samen und getrocknete Pftan-

zen hat er an seine Freunde nach Holland und vor allem an seinen 

Lehrer Linne nach Uppsala geschickt. In den Werken“Prodromus 

plantarum Capensium>> (1794-1800) und der von Joseph August Schul-

tes (1773-1831)， Professor in Landshut， 1823 vollendeten“Flora Capen' 

sis>> (1807-1823) hat Thunberg seine Forschungsergebnisse niederge-

legt. Sudafrikas Pftanzenwelt wurde durch ihn fur die wissenchaftliche 

Botanik erschlossen. 

1m Marz 1775 verlieβThunberg Sudafrika und reiste zu Schi妊 wei.

ter nach Batavia auf Java. Der kurze Aufenthalt diente der Vorberei-

tung der Reise nach Japan. Am 20. Juni verlieβdas Schiff， auf dem 

Carl Peter Thunberg als Arzt Dienst tat， Batavia und erreichte am 

13. August die auf der Insel Desima bei Nagasaki gelegene Nieder-

lassung der Hollandisch.Ostindischen Kompanie. Insgesamt hat Thun. 

berg uber 11/2 Jahre in Japan verbracht， bis er am 3. Dezember 1776 

das Land wieder verlies. Uber seinen Aufenthalt im Lande hat er sel-

bst in seinem im Druck erschienenen Reisetagebuch ausfuhrlich beri-

chtet. Diese wichtigste Quelle ist erganzt worden durch die Auswer-

tung von Briefen von ihm und an ihn. Besonders wertvoll sind aus 

neuerer Zeit die Arbeiten， die als Vortrage bei den Gedenkfeiern fur 

Thunberg in Tokyo und Nagasaki 1952 gehalten wurden und ein Jahr 

spater unter dam Titel“Forschungsmaterial zu Carl Peter Thunberg>> 

vom Science Council of Japan und der Japanischen Botanischen Gesell-

schaft herausgegeben worden sind. Ganz besonders nutzlich war fur 

mich der Aufsatz von Professor Iwao uber Thunbergs Bedeutung fur 

die japanische Kulturgeschichte， der 1953 in schwedischer Ubersetzung 

im Jahrbuch der Schwedischen Linnegesellschaft abgedruckt worden ist. 
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Mittelschweden， die als das Zentrum der Zundholzindustrie spater welt-

bekannt wurde. 1m Jahre 1761 begann er das Studium der Medizin 

an der Universitat Uppsala， wo Carl von Linne ihn in seinen Schuler-

kreis einbezog. Thunberg beendete sein Studium 1770 mit dem Erwerb 

des medizinischen Doktorgrades und begab sich auf eine Auslandsreise， 

die ihn eigentlich nur nach Westeuropa， vor allem nach Paris fuhren 

sollte. Das er erst 9 Jahre spater wieder in sein Vaterland zuruckkom-

men wurde， hat Thunberg nicht voraussehen konnen. 

1m Herbst 1770 reiste er von Kopenhagen auf dem Seeweg nach 

Amsterdam. Hier traf er mit alten Freunden seines Lehrers Linne zu-

sammen， den Professoren Vater und Sohn Burmann. Diese beiden hol-

landischen Gelehrten waren mit anderen Freunden der Naturwissenchaft 

schon seit langerer Zeit daran interessiert einen jungen und tuchtigen 

Naturforscher nach Japan zu entsenden. Japan， das sich den Europaern 

fast vollig verschlossen hatte， war fur den Naturforscher voller Geheim-

nisse. Thunberg schien fur ein solches Vorhaben geeignet， Linne 

hatte sich in einem Brief empfehlend fur ihn ausgesprochen. Um uber-

haupt die Moglichkeit zu bekommen japanischen Boden betreten zu 

durfen， muste Thunberg in den Dienst der Hollandisch.Ostindischen 

Kompanie treten， die das Recht hatte， mit Japan Handel zu treiben und 

dort auch eine eigene Handelsniederlassung besas. Um die hollandische 

Sprache erlernen zu konnen， kam Thunberg als Chirurg auf ein Schiff， 

das am 30. Dezember 1771 nach Kapstadt in See ging. In der Zwischen-

zeit hatte er sich nicht nur in Holland umgesehen， sondern auch viele 

Monate in Paris zugebracht. Besonderes Interesse widmete er uberall 

dem Studium der grosen Pflanzensammlungen， vor allem den grosen 

Herbarien im Jardin des Plantes. 

Die Reise nach Kapstadt dauerte 31/2 Monate， Thunberg erkrankte 
schwer， viele Mitglieder der Besatzung starben. Liest man heute die 

Tagebuchaufzeichnungen， dann versteht man auch， welche Bedeutung 

der Hafen von Kapstadt fur Holland gehabt hat. Hier konnten die nach 

Ostindien fahrenden Schiffe frische Verpflegung aufnehmen und die Be. 
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Tschten also kein Latein. Er hat die weiteren Aufiagen verbessert und 

die Tabellen erganzt， ist aber immer bemuht gewesen， die Kurze der 

Darstellung zu erhalten， den Stoff also in Grenzen zu halten. Er wus-

te， daβes ein solches Buch bisher nicht gab. Nur das von dem beru-

hmten Anatomen und Professor der Chirurgie Lorenz Heister (1683-

1758)， 1717 in erster Aufiage herausgegebene lateinische“Compendium 

anatomicum" war damit zu vergleichen. Es erschien davon 1721 eine 

deutsche Ubersetzung. Kulmus hat selbst auf den wesentlichen Nach-

teil dieser sonst sehr guten Schrift hingewiesen， das Fehlen von Abbil-

dungen， so das die Studenten dennoch auf die grosen und teueren 

Anatomiebucher angewiesen blieben. Dies war bei der Verwendung 

der “Tabellen" von Kulmus nicht erforderlich， denn er hatte sein Buch 

illustriert. Alle Zeichnungen stammten von ihm selbst und er hat dar-

auf hingewiesen， wie gut es ist， wenn jemand in der 'Lage ist den 

Zeichenstift ebenso gut zu fuhren wie das Sektionsmesser. Er ist dann 

nicht darauf angewiesen， einem andern die fur die Darstellung wich-

tigen Gesichtspunkte zu erlautern. 

Seinen Lehrer der Anatomie in Strasburg， ]ohann Salzmann， hat 

Kulmus ausdrucklich in seinen Tabellen erwahnt， offenbar hat er dort 

am meisten gelernt. Auch Friedrich Ho妊mann，Herrmann Boerhaave 

und Bernhard Siegfried Albinus nennt er mit Namen， ohne auf eine 

persりnlicheVerbindung hinzuweisen， die aber nach den biographischen 

Daten bestanden haben durfte. 

1m August 1774 erschien die japanische Ubersetzung der “Anatomi-

schen Tabellen" von Kulmus， ein ]ahr spater kam Carl Peter Thunberg 

nach ]apan. Thunberg war der bedeutendste Schuler der grosen sch-

wedischen Arztes und Botanikers Carl von Linne， der sich sehr darum 

bemuht hat， seine Schuler auf Entdeckungsreisen zu schicken， um die 

Pfianzen-und Tierwelt fremder Lander zu erforschen. Thunberg war 

aber nicht nur der erfolgreichste Schuler Linnes， sondern wurde auch 

spater sein Nachfolger auf dem Lehrstuhl in Uppsala (1783). Thunberg 

kam am 11. November 1743 in ]onkoping zur Welt， einer Stadt in 
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auch eigene Praxis aus. Kulmus hat， wie aus dem Vorwort zu seinen 

Tabellen hervorgeht， den Schulern des Gymnasiums auch anatomischen 

Unterricht erteilt und dafur ahnliche Tabellen in lateinischer Sprache 

verfast， die jedoch nicht gedruckt worden sind. Daneben hat er den 

angehenden Wundarzten， den Barbierchirurgen， anatomischen Unterricht 

erteilt. Dazu mus gesagt werden， das sich in Europa seit dem 11. 

Jahrhundert bis zur Mitte des 19. Jahrhunderts die Medizin und die 

Chirurgie voneinander gelost hatten und verschiedene Berufe daraus ge-

worden waren. Nur die Arzte wurden an den Universitaten ausgebildet， 

wo es nur selten einmal Professoren gab， die auch uber Chirurgie Vor. 

lesungen hielten. Die Chirurgen gehorten zum Handwerkerstand und 

waren eng mit dem Barbierberuf verbunden. Meistens ubten sie beides 

nebeneinander aus， haufig aber waren sie doch in erster Linie Chirurgen. 

Viele dieser Chirurgen standen im Dienst der Armeen， oder waren an 

den Furstenhofen im Dienst der grosen Stadte tatig. Sie waren wie 

andere Handwerker zusammengeschlossen zu Gilden oder Zunften. Die-

se Berufsorganisationen haben sich auch um die Ausbildung gekum-

mert， die Fursten und die grosen Stadte haben sie dabei oft sehr wirk-

sam unterstutzt. In Danzig bestand eine bedeutende Chirurgengilde， 

deren Ruf bis in die fernen Kustenstadte der Ostsee und weit nach 

Polen reichte. Den Lehrlingen dieser Chirurgengilde hat Kulmus Unter-

richt in der Anatomie erteilt. 1m Jahre 1736 wurde Kulmus Physikus 

in Danzig， erhielt also das Amt des Stadtarztes， der fur die Masnahmen 

zur Bekampfung von Seuchen und sonstigen Angelegenheiten des o妊e.

ntlichen Gesundheitswesens zustandig war. Die Kaiserlich Leopoldini-

sche Akademie der Naturforscher wahlte ihn zum Mitglied， ebenso die 

Berliner Akademie der Wissenschaften. Kulmus starb am 30. Mai 1745 

in Danzig. Sein Bild ist uns in einem Stich von ]. Houbraken nach 

einer Zeichnung von ]. Wessel in Danzig aus dem Jahre 1740 erhalten. 

Uber Kulmus erfahrt man auch etwas， wenn man in seinen“Ana-

tomischen Tabellen" sorgfaltig liest. Er hat diese Tabelle ausdrucklich 

fur die jungen Chirurgen geschrieben， daher auch in deutscher Sprache， 

denn diese jungen Lehrlinge hatten kein Gymnasium absolviert， beher-
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geworden sind. Noch mehr bluhte die Anatomie aber in Basel， dem 

letzten Studienort von Kulmus. In dieser Stadt hatte einmal Andreas 

Vesal seine beruhrhte“Fabrica " drucken lassen， hier hatte dieser grose 

Reformator der Anatomie im gleichen ]ahre auch selbst eine offent-

liche Demonstration an einer Leiche abgehalten. Das Skelett wurde in 

der Baseler Anatomie aufbewahrt und ist noch heute erhalten. Unter 

den Professoren der Baseler Universitat waren beruhmte Anatomen. 1m 

17. ]ahrhundert hatten drei Mitglieder der Anatomenfamilie Bauhin 

hier gewirkt. Als Kulmus in Basel studierte， war ]ohann Heinrich Sta-

helin Professor fur Anatomie， der literarisch aber nicht weiter hervorge-

treten ist. Interessant ist ubrigens， das der Besuch der dτei Universi-

taten Halle， Strasburg und Basel auch bei anderen Arzten gerade in 

dieser Zeit nachzuweisen ist. Auch der spatere Professor der Anatomie 

in Halle Heinrich Bass (1690 bis 1754) hat etwa gleichzeitig mit Kulmus 

an den genannten Universitaten studiert. 

Kulmus hat nach seiner Promotion in Basel mit einer Dissertation 

uber den Zusammenhang zwischen sittlichem Verhalten und Krankheiten， 

eine Studienreise nach Holland unternommen. In dieser Zeit war es in 

Europa ublich， solche Studienreisen zu unternehmen. Man schlos sie 

entweder an das beendete Studium an， oder reiste ins Ausland， um an 

einer beruhmten Universitat die Doktorwurde zu erlangen. Dies war 

dadurch erleichtert， daβan allen Universitaten der Unterricht noch fast 

ohne Ausnahme in lateinischer Sprache abgehalten wurde. DaβKulmus 

nach Holland reiste und nicht nach Italien， wie dies viele seiner Kol-

legen aus alter Tradition taten， beweist， das die dortigen Universitaten 

eine grose Anziehungskraft besasen. Sicher ist Kulmus auch in Leiden 

gewesen， vlo Hermann Boerhaave (1668-1738) seit 1701 als hochange-

sehener Lehrer der Medizin wirkte， ein echt hippokratischer Arzt， und 

Bernhard Albinus (1653-1721)， ein groser Anatom. Kulmus ist nach 

Beendigung dieser Reise nach Danzig zuruckgekehrt， wo er 1725 Profes-

sor der Medizin und Physik am Gymnasium wurde. Viele Gymnasien 

hatten in dieser Zeit Arzte als Lehrer angestellt， die den naturwissen-

schaftlichen Unterricht erteilten. Sie ubten daneben selbstverstandlich 

415 ( 4 ) 



ist wahrscheinlich， daβnoch einige weitere. Auflagen herausgekommen 

ind. Es hat sich also 0妊enbargroβter Beliebtheit erfreut. 

Betrachtet man den Lebenslauf von Johann Adam Kulmus， dann 

last sich auch nachweisen， wo er seine anatomische Ausbildung erwor-

ben hat und feststellen， welche Lehrer ihn beeinflust haben. Kulmus， 

dessen Name darauf hinweist， das seine Familie aus der Gegend 

der unteren Weichsel stammt， also aus der Nahe von Danzig， ist in 

Breslau am 18. Marz 1689 geboren. Breslau hat er auch als seine 

Vaterstadt bezeichnet. Uber seine Eltern wissen wir nichts. Es ist sehr 

wahrscheinlich， das die Familie aus Kulm an der Weichsel stammte， 

.einer bekannten Handelsstadt， und ein Vorfahre sich den Namen als 

Student nach seinem Heimatort zugelegt hatte， ein damals ubliches 

Verfahren. Breslau gehorte zu dieser Zeit zu Bohmen und damit zum 

.alten Deutschen Reich. Es war eine grose und bedeutende Handels-

stadt mit wohlhabenden Kaufleuten und regen Beziehungen sowohl nach 

'Usteuropa als auch in den Ostseeraum. Johann Adam Kulmus kam in 

seiner Jugend nach Danzig， wo er seine Schulausbildung beendete. Er 

begann sein Medizinstudium 1711 in Halle， setzte es dann in Leipzig und 

Straβburg fort und beendete es in Basel. Es ist nicht sicher， ob er auch 

an der Universitat Frankfurt an der Oder studiert hat， wie behauptet 

wird. In Basel erwarb Kulmus 1719 die Wurde eines Doktors der Me-

dizin. An der 1694 gegrundeten Universitat Halle wirkten zu seiner 

Studienzeit mit Friedrich Ho任mann(1660ー1742)und Georg Ernst Stahl 

(1660-1734) zwei bedeutende Arzte mit weltweitem Ruf. Der Unter-

richt in der Anatomie wurde von Hoffmann abgehalten. Die auseren 

Bedingungen waren jedoch ungunstig， ein anatomisches Theater ist erst 

spater entstanden. Besser waren die Verhalthisse an der Universitat 

Strasburg， an der von 1708 bis 1734 Johann Salzmann (1679-1738) als 

Professor fur Anatomie tatig war. Hier konnten die Studenten in viel 

groβerem Umfang als an vielen anderen Unive(sitaten selbst anatomi-

sche Praparierubungen an Leichen ausfuhren und dabei bessere Kenn-

tnisse erwerben， als nur aus Buchern. Dies bestatigt allein die Tatsache， 

das 5 Schuler von Salzmann spater selbst Professoren der Anatomie 
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die japanische Medizin bis in die Gegenwart den japanischen Arzten 

bewust ist. Diese Bindung an die Tradition verdient besondere Hoch. 

achtung. 

Wenn ich uber die Beziehungen Japans zur europaischen Medizin 

im 18. Jahrhundert aus diesem festlichen Anlas zu Ihnen spreche， dann 

werden Joh叩nAdam Kulmus und Carl Peter Thunberg im Mittelpunkt 

der Darstellung stehen. Aber auch andere fur die Verbindung zwischen 

Japan und Europa wichtige Ereignisse und Personen werden erwahnt 

werden und dabei mussen ruckwarts und vorwarts die Grenzen des 18. 

]ahrhunderts auch etwas uberschritten werden. 

Uber das“Kaitai.shinsho" ist schon wiederholt auch in deutscher 

und englischer Sprache veroffentlicht und auf seine Bedeutung hinge. 

wiesen worden. Der japanischen Ubersetzung lag nicht die erste deutsche 

Auflage zugrunde， sondern die hollandische Ausgabe， die der Leidener 

Chirurg Gerardus Dicten nach einer der deutschen Auftagen ubersetzt 

hatte. Diese Ubersetzung tragt den Titel “Ontleedkundige Tafelen" 

und war 1734 in Amsterdam erschienen. Das Originalwerk von Kulmus 

was 1722 in Danzig unter dem Titel“Anatomische Tabellen" herausge. 

kommen. Es stellte den ersten erfolgreichen Versuch dar， den Wissens. 

stoff der Anatomie， der in den vergangenen zwei Jahrhunderten seit 

dem Erscheinen des Buches von Andreas Vesal “De corporis humani 

fabrica" im Jahre 1543 gewaltig angewachsen war， in ubersichtlicher 

und leicht lernbarer Form zusammenzufassen und mit Bildern zu erlau-

tern. 羽Tieerfolgreich das Buch von Kulmus war， beweisen die zahlrei-

chen deutschen Auflagen und Ubersetzungen in europaische Sprachen. 

So sind bereits 1725 und 1728 weitere Auftagen in Danzig gedruckt 

worden， in Amsterdam erschien 1732 eine deutsche und eine lateinische 

Ausgabe， 1736 eine franzosische Ubersetzung. In Leipzig wurde das 

Buch 1742 und 1759， in Augsburg 1740， 1745， 1758， und 1766 in weiteren 

Auftagen veroffentlicht， in Rom 1748， in Utrecht 1755 und schlieslich 

in einer stark umgearbeitete Ausgabe erschien es noch einmal 1789 in 

Leipzig. Das Buch ist also in wenigstens 15 Auftagen erschienen， es 
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Die Beziehungen Japans zur europaischen 

Medizin im 18. Jahrhundert 

Heinz Goerke 

Am 4. Marz 1771 nahm Ryotaku Mayeno zusammen mit seinen 

Kollegen Gempaku Sugita und ]unnan Nakagawa an der Sektion der 

Leiche einer hingerichteten Frau teil. Mayeno und Sugita stellte dabei 

fest， das die Zeichnungen in dem Tabellenwerk von ]ohann Adam 

Kulmus， das sie in der hollandischen Auflage kannten， mit der Wirklich. 

keit weit mehr ubereinstimmten als das， was in den alten clinesisch. 

japanischen Anatomiebuchern geschrieben stand. Sie waren von dieser 

Tatsache so sehr beeindruckt， das sie sich entschlossen， das Buch 

von Kulmus ins ]apanische zu ubersetzen. Nach mehrjahriger Arbeit 

erschien dieses Buch 1774， also vor 200 ]ahren. Das funfbandige Werk 

steht， wie Fujikawa in seiner“Kurzen Geschichte der Medizin in ]apan " 

(1911) festgestellt hat， am Anfang einer wirklichen Reform der Medizin 

dieses Landes， deren masgebliche Initiatoren Mayeno und Sugita 

waren. Daβdieses Ereignis fur die Verbindung der europaischen 

Mehizin， nicht zuletzt auch der deutschen zu ]apan， ebenfalls eine grose 

Bedeutung gehabt hat， bestatigt sich am deutlichsten dadurch， das 

dieses Ereignis heute hier in dieser From gefeiert wird. Die Feier 

findet statt kurz vor Beginn eines Internationalen Kongresses， dessen 

Ziele der Austausch von Erkenntnissen auf dem Gebiet der Wissenscha. 

ftsgeschichte und die Fりrderungder Zusammenarbeit zwischen den 

Gelehrten aller Erdteile sind. Daβich als Vertreter des Landes， in dem 

Kulmus geboren ist und das uber zwei ]ahrhunderte eine besonders 

enge und echt bruderliche Beziehung zu ]apan gehabt hat， diesen 

Festvortrag halten darf， ist nicht nur eine grose Ehre und hohe An. 

erkennung fur mein Vaterland und fur mich persりnlich，sondern auch 

eine Bestatigung dafur， das die Bedeutung des “Kaitai'shinsho>> fur 

(1) 41& 
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耐糖能を改善します。
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